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本書およびライブラリについて

この「ユーザガイド」では、PlateSpin Transformation Managerを使用して、大規模なデータセン

ターの変換プロジェクトやマイグレーションプロジェクトを管理する方法について説明します。概
念面の情報、ユーザインタフェースの概要、および多用するタスクの手順を追った操作方法につい
て説明します。 

本書の読者

このドキュメントは、この製品を使用して、変換プロジェクトを計画、実行、および追跡する、
データセンター管理者やオペレータなどのITスタッフ向けです。

ライブラリに収録されている情報

PlateSpin Transformation ManagerマニュアルのWebサイト (https://www.netiq.com/
documentation/platespin-transformation-manager-1-1/)には、この製品のライブラリがHTML形
式とPDF形式で用意されています。

その他の資料

次のオンラインリソースもご利用ください。

 YouTube.com上のMicro Focus Workload Migration and Disaster Recoveryチャネル (https://
www.youtube.com/channel/UChuzpo3HbYpPl93icqeOzJQ): 製品のWebキャスト、デモ、およびト

レーニングを提供するチャネルです。

 PlateSpin Transformation Manager製品リソース (https://www.netiq.com/products/
platespin-transformation-manager/resources/): ホワイトペーパーおよび他の技術情報を提

供する製品Webサイトです。

 ユーザコミュニティ (https://www.netiq.com/communities/): さまざまなトピックについて議

論するWebベースのコミュニティです。

 サポートナレッジベース (https://www.netiq.com/support/kb/): 詳しい技術情報の記事集で

す。

顧客サービス

製品の個々の問題については、顧客サービス (http://www.netiq.com/support)にお問い合わせくだ

さい。

マニュアルのサポート

弊社の目標は、お客様のニーズを満たすマニュアルの提供です。マニュアルを改善するためのご提
案がございましたら、本マニュアルのHTML版で、各ページの下にあるcomment on this topicをク

リックしてください。Documentation-Feedback@netiq.com宛てに電子メールを送信することもでき

ます。貴重なご意見をぜひお寄せください。
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1 1PlateSpin Transformation Managerの概要

PlateSpin Transformation Managerは、データセンター変換プロジェクトのための計画、追跡、お

よび自動化ソリューションです。このツールは、なじみのあるプロジェクトの役割、ダッシュボー
ドによる進行状況の表示、およびすべてのワークロード変換方式に対するサポートを特長としてい
ます。自動検出付きのインポートにより、計画用のワークロードとターゲットホストのセットアッ
プが簡素化および標準化されます。自動化モードでは、PlateSpin Migrateサーバの大規模サーバ

ファーム間でインポートからカットオーバーまでの変換ワークフローを単一制御ポイントから制御
できます。チームはプロジェクトの予測可能性、変換速度、および成功率を向上させ、プロジェク
トコスト全体と完了までの時間を削減できます。

PlateSpin Migrate Connectorは、ワークロードおよびホスト検出をサポートし、PlateSpin 
Migrateサーバへのマイグレーションジョブの割り当て負荷を分散して、VMwareマイグレーション

プロジェクトの変換プランの実行およびモニタリング用の通信を管理します。

 13 ページの 「ワークロード変換に対する固有の取り組み」

 15 ページの 「大規模変換にTransformation Managerを使用することのメリット」

 16 ページの 「PlateSpinマイグレーション環境」

 19 ページの 「PlateSpin検出環境」

 20 ページの 「計画モードおよび自動化モード」

 21 ページの 「変換方式」

 22 ページの 「変換プランニングワークフロー」

 23 ページの 「主要なコンポーネントと機能」

 26 ページの 「Webインタフェースでのプランニングプロジェクト」

 28 ページの 「次に行う作業」

ワークロード変換に対する固有の取り組み

ビジネスが進化を遂げていくにつれ、企業の合併や買収を通じて、データセンターは不均等に、ま
たは異なる方法で拡張していく可能性があります。それに伴って、レガシーなテクノロジと新しい
テクノロジが共存していきます。ITスタッフは、ハードウェアアーキテクチャ、オペレーティング

システム、およびアプリケーションの異機種混在の維持に努めます。しかし、このワークロードの
多様性はITスタッフへのストレスを高めるとともに人的ミスなども増える原因となります。また、

ハードウェアが古くなればなるほど、電力消費も多くなり、冷却もより多く必要となります。

変換のメリット

次のメリットを享受するためにワークロードを変換したい場合があります。

 現在および将来のビジネスニーズをよりよく満たすためにワークロードの多様性を最適化する

 日々の運用を簡素化する

 全体的な効率の改善
PlateSpin Transformation Managerの概要 13



 運用コストの削減

 IT環境におけるリスクの削減

変換の目的

ワークロードの変換またはマイグレーションの目的は、現在の運用モードから将来の適切な運用
モードにワークロードを変更することです。変更の実現方法は、管理するワークロードおよびビジ
ネスニーズによって異なります。一般的なプロジェクトの目的には次のものがあります。

 物理、仮想、およびクラウドインフラストラクチャ間のワークロードの移行。

 より新しいハードウェア、異なるハードウェアベンダ、またはホストされるプロバイダハード

ウエアへのワークロードのアップグレード。

 仮想化ホストサーバ上、またはクラウドインフラストラクチャへのワークロードの統合。

 同じか異なる仮想化ハイパーバイザを実行して、仮想ファイルをより新しい仮想化ホストサー

バに移動。

 装置をロケーションAからロケーションBへリフトアンドシフト。

 ソフトウェアやサービスが終了になるときに、古いワークロードを廃止。

変換プロジェクトまたはマイグレーションプロジェクトは、これらの任意の目的、または多数の同
様な目的例の組み合わせである場合があります。 

変換の取り組み

「マイグレーションプランニングは進めにくい。」 ある場所から別の場所へのワークロードのマイ
グレーションは、サーバが数台から100台ほどの場合は実行するのは容易です。しかし、大規模マ

イグレーションプロジェクトは、数千から数十万のワークロードがある場合があります。情報およ
びプランニング要件はスプレッドシートには簡単には取り込めません。

「ビジネスが優先される。」 変換により、ミッションクリティカルなアプリケーションおよびサー
バは、最低限のダウンタイムが必要になります。各ワークロード変換にはビジネスの需要に基づく
異なる優先順位とタイミングがあります。スケジュールを立てる際には、変換の計画および実行に
必要な、ターゲット施設、ネットワークリソース、装置、およびITスタッフが常に利用できるかど

うかを考慮する必要があります。運営および組織の利害関係者は、プロジェクトの進捗およびス
テータスを追跡したい場合があります。

「評価は煩雑。」 ワークロードの元の状態を定義することは手間がかかる場合があります。コン
ピュートインフラストラクチャ、オペレーティングシステム、アプリケーション、データ、および
設定に関する情報を含む、ワークロードのプロファイルを作成します。ワークロードは時間の経過
とともにアップグレードまたは用途変更される場合があるため、変換を実行するためにプロファイ
ルを拡張またはアップデートする必要がある場合があります。また、関連のある提案するワーク
ロードプロファイルを元のワークロードのリビジョンに必要に応じて変更する必要がある場合もあ
ります。

「プロセスに終わりが見えない。」 大規模なIT変換プロジェクトは、複数の場所にまたがる場合

がある生産環境で長期間にわたって行われることが普通です。大量のワークロードがある複雑なプ
ロジェクトは、完了までに数カ月または数年かかる場合があります。数カ月前になってからのみ詳
細の計画が可能になる場合もあります。プロジェクトは、1回だけの実行ではなく、複数フェーズ

必要となります。 
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大規模変換にTransformation Managerを使用するこ
とのメリット

PlateSpin Transformation Managerは、プランニングから変換方式までのあらゆる面を集結してい

ます。これにより以下が実現されます。

 一貫性

 信頼性

 再現性

変換ライフサイクル全体を通してイベントを計画および追跡

各ワークロード変換計画は、ハードウェア、アプリケーション、および他の依存リソースを含む、
各ワークロードの現在および将来の環境を特定し、ターゲットワークロードの継続的なカットオー
バーを推進していく必要があります。インポートから完了までのすべてのフェーズで各ワークロー
ドの進捗を単独で管理および追跡します。また、バッチ、Wave、およびプロジェクトごとの累積的

メトリックスも追跡できます。

PlateSpin Migrateサーバの大規模サーバファーム間のマイグレーションを自動化

PlateSpinマイグレーション環境では、PlateSpin Transformation Managerを介してワークロードマ

イグレーションを計画、実行、および監視できます。PlateSpin Migrate Connectorでは、

PlateSpin Migrateサーバの大規模ファーム間で多数のマイグレーションジョブの負荷を分散しま

す。Transformation Managerでは、Migrate Connectorを介して、その変換計画に従って、各ワーク

ロードのマイグレーションを自動化します。

プランニング機能は柔軟性がある

プロジェクトごとにカスタムリソースを作成し、カスタムフィールドを追加して、重要な情報を追
跡できます。検索およびバルクアクションのための強力なフォームを使用して、ワークロードを
バッチやWaveに効率的に編成し、複数のワークロードに同じ設定を一度に適用できます。 

役割ベースの許可を使用してアクセスおよび表示を制御

プランニングには技術的な作業を行う複数のITスタッフが関与します。主要な利害関係者に許可を

割り当て、プロジェクトのステータスとレポートを監視することができます。利害関係者をデータ
マイグレーションに関与させ続けることで、変換の実行に対する利害相反の可能性を最小限に抑え
るかまたは削減できます。

パフォーマンスとスケーラビリティが内蔵

Webインタフェースとデータベースは最大で約50万もの変換を1つのプロジェクトで管理するよう

に設計されています。 

役割ベースのマルチテナンシーが複数の顧客とプロジェクトをサポート

役割ベースのマルチテナンシーを使用して、複数の組織やプロジェクトを管理しながら、データの
セキュリティと守秘性を保護することができます。組織は、プロバイダ、またはエンタープライズ
内の異なる部門のエンドカスタマーとすることができます。ユーザ役割および関連する許可は、
ユーザのアクションと情報の表示を制御します。
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変換目標は達成可能である

PlateSpin Transformation Managerを使用して変換プロジェクトを計画および監視することにより、

変換目標を達成できます。 

 プロジェクトの予測可能性が劇的に向上

 変換速度が向上し、完了までの時間を短縮

 成功率を改善し、人的エラーなどを削減

 コストの削減

PlateSpinマイグレーション環境

PlateSpinマイグレーション環境では、PlateSpin Transformation ManagerとPlateSpin Migrate 
Connectorおよび1つ以上のPlateSpin Migrateサーバを結合することにより、ワークロードマイグ

レーションの多数のタスクを自動化できます。VMware Clusterホスト上でターゲットVMへ物理およ

び仮想ワークロードのマイグレーションを計画し、実行できます。変換ワークフローおよびスケ
ジュールにより、マイグレーションタスクがいつ実行されるかが決定されます。マイグレーション
スペシャリストが一部のタスクを手動で実行できるようにするために、Transformation Managerで
は自動化を一時的に停止できます。マイグレーションスペシャリストは、ワークロードマイグレー
ションを監視し、例外に対応して、より少ない時間でより多くのマイグレーションを処理すること
が可能です。 

PlateSpin Migrate Connectorは、Transformation ManagerとMigrateサーバ間のアクティビティを

統合します。また、PlateSpin Migrateサーバの大規模なファーム間でマイグレーションジョブの負

荷を分散します。Migrate Connectorは、Transformation Managerからマイグレーションイベントを

リスンし、適切なMigrateサーバにコマンドを配布します。Migrate Connectorはさまざまな

PlateSpin Migrateサーバからマイグレーションステータスイベントをリスンし、適切なプロジェク

トとワークロード変換計画にのみそれらのイベントを配布します。 
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図 1-1に、自動化されたPlateSpinマイグレーションのための展開環境を示します。PlateSpinマ
イグレーション環境における自動マイグレーションの仕組みについては、表 1-1を参照してくださ

い。

図 1-1   PlateSpinマイグレーション環境 

表 1-1   PlateSpinマイグレーション環境における自動マイグレーションの仕組み

PlateSpinマイグレーション環境 説明

1. PlateSpin Transformation Managerアプライア

ンス

アプライアンスVMは、PTMサーバとMigrate 
Connectorのインスタンスをホストします。

2. PlateSpin Transformation Managerサーバ

(PTMサーバ)
単一のPTMサーバは１つ以上のMigrate Connectorイ
ンスタンスを管理します。 

3. アプライアンス上のPlateSpin Migrate 
Connector 

アプライアンス上のMigrate Connectorインスタンス

は、PTMサーバと連携するように事前設定されていま

す。このインスタンスは、アプライアンスと同じネッ
トワーク内にある1つ以上のMigrateサーバのイベン

トを統合できます。 

4. 他のネットワークで展開されるPlateSpin 
Migrate Connector

PlateSpin Migrateサーバとマイグレートするソース

ワークロードと同じネットワークにあるMigrate 
Connectorインスタンスが必要です。SUSE Linux 
Enterprise Server (SLES) 11 SP4を実行している独自

のサーバにConnectorをインストールします。
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5. 変換プロジェクト Migrate Connectorは1つのプロジェクト用に設定さ

れている場合を除き、すべてのプロジェクトと連携し
ます。プロジェクトベースのコネクタを使用して、マ
ルチテナント環境における組織のデータの守秘性とセ
キュリティを確保します。

6. PlateSpin Transformation Manager Subscriber 各Connectorには1つのPTM Subscriberがあります。

サブスクライバは割り当てられたPTMサーバから動的

にプッシュされるイベントをリスンします。
Connectorをプロジェクトに割り当てる場合、サブス

クライバはそのプロジェクトからのイベントのみをリ
スンします。

7. PlateSpin Transformation Manager Poller 各Connectorには1つのPTM Pollerがあります。

ポーラは割り当てられたPTMサーバを定期的にポーリ

ングし、最後のポーリング以降のすべてのイベントを
受信していることを確認します。Connectorがプロ

ジェクトに割り当てられている場合、ポーラはそのプ
ロジェクトからのイベントのみを確認します。

8. PlateSpin Migrate Subscriber 各Connectorには接続されているそれぞれの

Migrateサーバとは別のMigrate Subscriberがありま

す。各サブスクライバは割り当てられたMigrateサー

バから動的にプッシュされたイベントをリスンしま
す。Connectorをプロジェクトに割り当てる場合、サ

ブスクライバはそのプロジェクトのイベントのみをリ
スンします。

9. PlateSpin Migrate Poller 各Connectorには接続されているそれぞれの

Migrateサーバとは別のMigrate Pollerがあります。

各ポーラは割り当てられたMigrateサーバを定期的に

ポーリングし、最後のポーリング以降のすべてのイベ
ントを受信していることを確認します。Connectorが
プロジェクトに割り当てられている場合、ポーラはそ
のプロジェクトのイベントのみを確認します。

10. PlateSpin Migrateサーバ プロジェクトに対して、ワークロードマイグレーショ
ンを実行するために使用する各PlateSpin 
Migrateサーバに対してマイグレーションサーバリ

ソースを作成します。マイグレーションジョブが開始
されると、Connectorは指定されたMigrateサーバの

サブスクライバとポーラを起動し、マイグレーション
状態イベントのリスニングとポーリングを開始しま
す。

PlateSpinマイグレーション環境 説明
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展開情報については、『PlateSpin Migrate Connectorクイックスタート』の「展開要件」を参照し

てください。

PlateSpin検出環境

PlateSpin検出環境では、PlateSpin Transformation ManagerはPlateSpin Migrate Connectorと連

携して、インポート時に自動検出機能を提供します。プロジェクト内のソース物理マシン、ソース
VMware仮想マシン、およびターゲットVMware Clusterホストを検出できます。

注: PlateSpin Migrateサーバは検出には必要ありません。PlateSpin Migrateサーバは後で

VMwareマイグレーションプロジェクトで設定できます。 

11. ソースワークロード プロジェクトに対して、マイグレートを計画している
ソースワークロードに関する基本情報をインポートす
ると、自動検出プロセスにより詳細が追加されます。 

ソースワークロードにマイグレーションサーバリソー
スを手動で割り当てることも、Connectorによってマ

イグレーションサーバリソースを自動割り当てさせる
こともできます。自動割り当てにより、Migrateサー

バのサーバファーム間でワークロードマイグレーショ
ンの負荷が分散されます。 

ワークロードを送信した後で、マイグレーションワー
クフローは、Migrateサーバからのワークロードの変

換計画に従って進行します。

12. 異なるサイトのホストにマイグレートされる
ワークロード

各ワークロードの変換計画は、提案するワークロード
とそのターゲットのVMwareクラスタおよびネット

ワークを定義します。ワークロードマイグレーション
をWaveやバッチに編成し、それらをビジネスニーズ

に応じてスケジュールします。 

この例では、同じまたは異なるネットワーク内の複数
のサイトにワークロードをマイグレートすることを計
画しています。同じ宛先サイトを持つバッチでのワー
クロード各サイトのマイグレーションスペシャリスト
は、サイトへのマイグレーションを管理します。

13. 同じサイトの異なるホストにマイグレートされ
るワークロード

この例では、データセンター内の異なるVMwareクラ

スタにワークロードをマイグレートすることを計画し
ています。バッチでのワークロードは同じ宛先の
VMwareクラスタを使用します。ターゲットVMwareク
ラスタを担当するマイグレーションスペシャリスト
は、そのクラスタへのマイグレーションを管理しま
す。

PlateSpinマイグレーション環境 説明
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自動検出付きのインポートにより、計画用のワークロードとターゲットホストのセットアップが簡
素化および標準化されます。これらのマシンに対して、最小限の接続情報およびログオン資格情報
を提供します。検出プロセスでは、各マシンに関する詳細が取得され、計画データベースに関連す
るオブジェクトのプロパティを入力して、これらの設定に基づく提案するワークロードを作成しま
す。

 ソースワークロードの検出: Transformation Managerは、ワークロードのインポートと自動検

出の方法として次の3つを提供しています。

 表計算ソフト

 IPv4アドレスの範囲(0～255)

 単一のIPv4アドレス

詳細については、143 ページの 「ワークロードの自動検出について」を参照してください。

 ターゲットホストの検出: Transformation Managerは、ターゲットVMware Clusterのホストに

対する自動検出を提供します。検出によりホストリソースが追加され、検出されたネットワー
ク、データストア、およびリソースプールのリソースが追加されます。207 ページの 「ホスト

の自動検出について」を参照してください。

単一ワークロードまたは複数のワークロードの失敗した検出を再試行できます。また、必要に応じ
て、変更したワークロードまたはホストを再検出することもできます。

計画モードおよび自動化モード

PlateSpin Transformation Managerは、変換ライフサイクル全体をサポートしています。プロジェ

クトごとに、計画モードか自動化モードのいずれで作業するかを選択できます。必要に応じて2つ
のモードを切り替えることができます。

 計画モード: 計画モードでは、手動で実行するさまざまなワークロードマイグレーションを計

画して追跡できます。個々のワークロードに自動マイグレーションを設定することもできま
す。

 自動化モード: 自動化モードでは、ユーザのPlateSpinマイグレーション環境内の自動ワーク

ロードマイグレーションを計画、実行、および追跡できます。個々のワークロードに手動マイ
グレーションを設定することもできます。

自動化モードは、物理マシンとWMware仮想マシンからVMware Clusterホスト上のターゲット

仮想マシンへの変換の自動実行をサポートします。

詳細については、151 ページの 「自動マイグレーションについて」を参照してください。
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変換方式

PlateSpin Transformation Managerは、any-to-anyの変換およびマイグレーション方式、および仮

想ファイル移動、廃止、リフトアンドシフトのプランニングをサポートします。 

図 1-2   Any-to-Anyワークロード変換方式
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PlateSpin Transformation Managerの概要 21



変換プランニングワークフロー

PlateSpin Transformation Managerは、すべてのマイグレーションソリューションと互換性のある

変換ワークフロープランニングをサポートします。図 1-3は、Webインタフェースを使用して追跡

する、変換プロジェクトのワークフローを示しています。 

図 1-3   変換ワークフロー

(x2P x2V x2C) (LnS Decom VFM)
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IT環境の異なる論理的および物理的局面を示すコンポーネントを設定することから開始します。グ

ローバルコンポーネントにより事前定義されたリソースが提供されます。 

プロジェクトマネージャまたはプロジェクト設計者は、変換用ソースワークロードに関する情報を
インポートします。ハードウェア、アプリケーション、NIC、ディスクを含む、ワークロードに関す

る詳細を定義できます。増分的に詳細をインポートして情報を追加したり、プロジェクトが成熟し
ていくにつれて情報を発展させたり、エラーを修正したりできます。 

注: PlateSpin Migrate ConnectorおよびPlateSpin Migrateサーバを使用する場合、インポート方

式では、検出機能を使用して、プロジェクトに追加するソースワークロードに関する情報を収集し
ます。16 ページの 「PlateSpinマイグレーション環境」を参照してください。

インポートプロセスにより、元のワークロードの設定に基づいてターゲットワークロードが作成さ
れます。ソースワークロード情報を再インポートすると、変換の計画が開始されるまで、そのアッ
プデートがターゲットワークロードに適用されます。 

プロジェクト設計者は、将来のワークロード環境を定義し、知識が増えていくにつれてターゲット
ワークロードに関する詳細を絞り込みます。スケジュールされたWaveおよびバッチにワークロード

を割り当てます。

マイグレーションスペシャリストは、進行中の作業に関する異なる状態情報を入力することで、変
換フェーズを追跡できます。詳細については、156 ページの 表 19-1 「状態の説明および次の状態」

を参照してください。

Transformation Managerは、プロジェクトのヘルスを追跡し、ダッシュボードに進捗状況のメト

リックスを提供します。ダッシュボードビューアのプロジェクトの利害関係者は、メトリックスお
よび関連するレポートを表示できます。

主要なコンポーネントと機能

PlateSpin Transformation Managerでは、導入および維持が簡単なアプライアンスベースのインス

トールと、標準のWebブラウザ上で簡単にアクセス可能で、使用するのが簡単な、ユーザのための

Webインタフェースを用意しています。

 23 ページの 「アプライアンス」

 24 ページの 「Webインタフェース」

 25 ページの 「PlateSpin Migrate Connector」

アプライアンス

PlateSpin Transformation Managerアプライアンスは、Transformation Managerソフトウェア、

PlateSpin Migrate Connectorソフトウェアのインスタンス、および変換プロジェクトのデータベー

スをホストします。 

 「アプライアンスは仮想環境での導入準備が完了している。」 仮想マシンには、PlateSpin 
Transformation Managerが必要とする完全にテストされたソフトウェアスタックが含まれてい

て、システムリソースを消費する可能性がある不要なアプリケーションやサービスは省かれて
います。

 「Webベースの管理ツールがサーバのセットアップと保守を簡単化。」 基盤となっているオペ

レーティングシステム、ソフトウエア、またはデータベースを理解する必要はありません。
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 「PlateSpin Migrate Connectorは使用する準備が整っている。」 PlateSpin Transformation 
Managerアプライアンスには、アプライアンス上で実行中のPlateSpin Transformation 
Managerサーバと連携するように自動的にインストールおよび設定されているPlateSpin 
Migrate Connectorのインスタンスが含まれます。

 「チャネルのアップデートによりアプライアンスの保守が容易になる。」 オンラインアップ

デートオプションを使用すると、アプライアンスホストVM上でTransformation Manager 
Serverソフトウェアのリリース後の製品アップデート、インストールされたインスタンスに対

するPlateSpin Migrate Connectorソフトウエアの製品アップデート、およびソフトウェアと

オペレーティングシステムのセキュリティアップデートを管理できます。『PlateSpin 
Transformation Manager Applianceガイド』の「オンラインアップデート」を参照してくださ

い。

詳細については、『PlateSpin Transformation Manager Appliance Guide』を参照してください。 

Webインタフェース

PlateSpin Transformation Manager Webインタフェースは、特定範囲のデバイス上のプロジェクト情

報へいつでもどこからでもアクセスできます。 

 「いつでもどこからでもプロジェクト情報に安全にアクセス可能。」 ユーザ役割に適した内部

および外部両方の利害関係者に対する表示とアクションを提供します。

 「タスクの優先順位付け、編成、およびスケジューリング。」 変換目標をプロジェクト、

Wave、バッチ別に、扱いやすい単位に分割します。

 「ワークロード変換を計画し、追跡。」 物理、仮想、およびクラウドインフラストラクチャに

おけるソースワークロードとターゲットワークロードの詳細を取り込みます(any-to-anyマイ

グレーション、リフトアンドシフト、仮想ファイル移動、および廃止を使用)。

 「各プロジェクトのカスタムコンポーネントを定義。」 ワークロードをアプリケーション、資

格情報、マイグレーションサーバ、ネットワーク、データストア、リソースプール、および環
境に関連付けます。

 「複数のワークロードの高速で効率的な操作を一度に実現。」 詳細検索、バルク編集、および

バルク状態変更の強力なフォームにより、選択したワークロードに同じ設定を適用できます。

 「リアルタイムのビジュアルダッシュボードおよびステータスレポートを使用して、プロジェ

クトステータスを監視。」 内部および外部の利害関係者がプロジェクト、Wave、およびバッチ

別に進捗を追跡し、期日超過、スケジュールの逸脱について警告を表示することが可能です。

 「異なる組織の複数の同時プロジェクトを管理。」 エンタープライズ、管理対象サービスプロ

バイダ、およびシステムインテグレータは、役割ベースのアクセスおよびマルチテナンシーを
活用して、エンドカスタマーのデータのセキュリティ保護と守秘性を維持できます。

 「大量のプランニング作業を効率的に処理。」 プロジェクトは数千から数万のワークロードに

及ぶ場合がありますが、パフォーマンスには最小限の影響したもたらしません。 

 「ソースワークロードとターゲットVMwareホストを自動的に検出。」 インポート時にワーク

ロードに関する詳細を自動的に検出できます。19 ページの 「PlateSpin検出環境」を参照して

ください。

 「VMwareマイグレーションプロジェクトを自動的に実行および追跡。」 PlateSpinマイグ

レーション環境では、VMwareマイグレーションプロジェクトのマイグレーションの実行を自動

化できます。16 ページの 「PlateSpinマイグレーション環境」および151 ページの 「自動マ

イグレーションについて」を参照してください。
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詳細については、26 ページの 「Webインタフェースでのプランニングプロジェクト」および33 
ページの 「Webインタフェースの使用」を参照してください。

PlateSpin Migrate Connector

PlateSpin Migrate Connectorは、プロジェクト内でTransformation ManagerとPlateSpin 
Migrateサーバを統合することにより、自動検出とマイグレーションをサポートします。PlateSpin 
Migrate Connectorは、ワークロード変換プロジェクトを計画、管理、および実行する上で以下の利

点を提供します。 

 PlateSpin Transformation ManagerとPlateSpin Migrateサーバを統合する。 Migrate 
Connectorは、イベントメッセージングとセキュアREST API通信を使用して、Transformation 
Managerとご使用のPlateSpin Migrateサーバを統合します。

 複数のConnectorインスタンスを許可する。 各インスタンスが個別のプロジェクトに関連付け

られている、単一のTransformation Managerサーバの複数のConnectorインスタンスを持つこ

とができます。

 Migrate Connectorのグローバル設定を行う。 PlateSpin Transformation Managerの［Migrate 
Connector］ページのグローバル設定が、すべてのプロジェクトにわたるすべての

Connectorインスタンスに適用されます。53ページの第5章「PlateSpin Migrate Connectorの
設定」を参照してください。

 ソースワークロードとターゲットホストの自動検出を提供する。 Migrate Connectorは、

Transformation Managerのインポートオプションと連携して、プロジェクトのソースWindows
およびLinuxワークロードとターゲットVMware Clusterホストの検出を自動化します。 

 使用可能なMigrateサーバ間でマイグレーションジョブの負荷を分散する。 Migrate Connector
は、ラウンドロビン負荷分散を使用して、プロジェクト内のPlateSpin Migrateサーバの大規

模なサーバファーム間で均等にワークロードマイグレーションをジョブを分散します。

 Migrateサーバ上で自動マイグレーションを行う。 自動化モードでは、Migrate Connectorは、

各ワークロードの変換計画に基づいてPlateSpinマイグレーション環境におけるVMwareマイ

グレーションプロジェクトのワークロードマイグレーションを自動的に実行します。グローバ
ル設定により、実行されるマイグレーションジョブがマイグレーション前に設定され、ジョブ
がカットオーバー後に削除されるタイミングが制御されます。

 PlateSpinマイグレーション環境における通信を調整する。 Migrate Connectorは、

PlateSpinマイグレーション環境における通信のポーリングタイプとイベンティングタイプを

サポートします。

 Migrate Connectorは、Transformation Managerからマイグレーションイベントをリスン

し、適切なMigrateサーバにコマンドを配布します。 

 Migrate ConnectorはPlateSpin Migrateサーバからマイグレーションステータスイベント

をリスンし、適切なプロジェクトとワークロードにのみそれらのイベントを配布します。

 ユーザが提供するコールアウトをサポートする。 Migrate Connectorは、Transformation 
Managerとご使用の内部システムを統合する、変換ワークフロー中のユーザが提供するコール

アウトをサポートします。

詳細については、『PlateSpin Migrate Connector Quick Start』を参照してください。
PlateSpin Transformation Managerの概要 25



Webインタフェースでのプランニングプロジェクト

PTMサーバとのやり取りのほとんどがWebインタフェースを通じて行われます。このWebベースの

プランニングツールを使用すると、特定範囲のデバイス上のプロジェクト情報にどこからでもアク
セスできます。次の主要なWebインタフェースコンポーネントを使用して、1つまたは複数の組織

の変換プロジェクトを効果的に管理します。

 26 ページの 「ダッシュボード」

 26 ページの 「計画」

 27 ページの 「ユーザ」

 27 ページの 「リソース」

 28 ページの 「環境設定」

ダッシュボード

 主要な利害関係者は、割り当てられた役割に応じて、プロジェクト、Wave、バッチ別に統計を

表示します。

 ワークロードステータスには、ワークロードの合計数と現在のステータス(インポート済み、

定義中、送信済み、進行中、完了、および警告)が表示されます。各カテゴリには、そのカテ

ゴリのワークロードのリストへのリンクが提供されています。

 ワークロードブレークダウンは、変換方式とオペレーティングシステム別のコア統計を示して

います。

詳細については、119 ページの 「ダッシュボードの使用」を参照してください。

計画

 1つまたは複数の組織のプロジェクトを作成します。各プロジェクトを計画モードまたは自動

化モードに設定します。

 ワークロード変換をWaveおよびバッチでグループ化して、大規模な変換プロジェクトを扱いや

すい単位で計画します。 

 プロジェクト、Wave、およびバッチの開始日および終了日を設定します。子オブジェクトはそ

の親から日付を自動的に継承します。日付を手動で設定することもできます。

 特定のプロジェクトのリストやダイアログを自動的にフィルタする場合はグローバルプロジェ

クトセレクタを設定します。 

 プロジェクトのソースワークロード情報をインポートします。自動検出を利用して、ワーク

ロードの詳細をインポートできます。

 個別に、またはバルク編集により、ワークロードをバッチに割り当てます。

 各プロジェクトに使用する、カスタムフィールド、アプリケーション、資格情報、ホスト、マ

イグレーションサーバ、ネットワーク、データストア、リソースプール、環境などのカスタム
ワークロードリソースを定義します。

 ワークロードごとに適切な変換設定を定義します。

 詳細検索、バルク状態変更、およびバルク編集のための強力なフォームを使用して、複数の

ワークロードの操作を一度に素早くかつ効率的に実行します。
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 ワークロード情報を使用して、割り当てられたワークロード変換を実行し、ワークフロース

テータスを設定します。

 カスタムフィールドを使用して、予算ID、連絡先情報、およびワークロード間の論理的または

ビジネス上の関連付けを追跡するためのタグなど、プロジェクト固有の詳細をすべてのワーク
ロードに追加します。カスタムフィールドは、グローバルプロジェクトセレクタが設定されて
いるときに、詳細検索およびバルク編集フォームで利用できます。

詳細については、95 ページの 「プロジェクト計画の概要」を参照してください。次の関連するト

ピックも参照してください。

 99 ページの 「プロジェクトの管理」

 105 ページの 「Waveの管理」

 109 ページの 「バッチの管理」

 115 ページの 「アプリケーションの管理」

 151 ページの 「ワークロード変換の設定」

 197 ページの 「リソース」

ユーザ

 組織、ユーザ、およびグループを定義します。

 特権と責任を昇格させるため、ユーザを管理者グループに割り当てます。 

 ユーザをプロジェクト役割に割り当てます。

 Project Managers

 プロジェクト設計者

 マイグレーションスペシャリスト

 ダッシュボードビューア

マルチテナントアーキテクチャは、割り当てられた役割に基づいてユーザアカウントごとにア
クセスを制御します。

詳細については、65 ページの 「PlateSpinユーザ管理の概要」を参照してください。次の関連する

トピックも参照してください。

 71 ページの 「組織を管理する」

 77 ページの 「ユーザの管理」

 81 ページの 「グループを管理する」

 85 ページの 「役割と権限」

リソース

プロジェクト内のワークロードに関連付けることができるカスタムリソースを定義します。

 資格情報

 ホスト

 マイグレーションサーバ

 ネットワーク
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 データストア

 リソースプール

 環境

詳細については、197 ページの 「リソース」を参照してください。 

環境設定

すべてのプロジェクト間に適用するグローバル設定を行います。

 ライセンス: 各ライセンスブロックの開始日、有効期限、残りのライセンス数を含む、ライセ

ンス情報を表示します。

詳細については、47 ページの 「ライセンスの管理」を参照してください。

 Connectorの移行: 変換環境のプロジェクトで使用されるPlateSpin Migrate Connectorのデ

フォルトのグローバル設定を行います。

詳細については、53 ページの 「PlateSpin Migrate Connectorの設定」を参照してください。

 オペレーティングシステム: 変換環境のすべてのプロジェクトによって使用される、デフォル

トのグローバルオペレーティングシステムのタイプを設定します。

詳細については、59 ページの 「オペレーティングシステムの設定」を参照してください。

次に行う作業

概要チェックリストを使用して、Webインタフェースについて理解を深め、最初のプロジェクトを

設定します。
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2 2はじめに

Transformation Managerアプライアンスのインストールおよび設定を行った後で、このチェックリ

ストを使用して、Webインタフェースになじみ、組織に対する変換プロジェクトを設定することが

できます。

表 2-1   概要チェックリスト

ステー
タス

タスク 詳細については、を参照してください。

 1. アプライアンスセットアップ中に作成した
システム管理者のユーザアカウントを使用
してWebインタフェースにログインします。

(35 ページ) Webインタフェースへのアクセス

 2. Webインタフェースに習熟します。 (35 ページ) Webインタフェースのツールバー

(37 ページ) プロジェクトセレクタ

(37 ページ) バルクアクション

(38 ページ) ナビゲーションURLのリンクの表示

(39 ページ) リストのカスタム表示およびフィル

タ

(42 ページ) リストでの複数項目の選択

 3. 組織を作成します。 (71 ページ) 組織について

(72 ページ) 組織の作成

(オプション)(73 ページ) 組織のロゴをアップ

ロードする

 4. 変換プロジェクトを作成します。 (99 ページ) プロジェクトについて

(101 ページ) プロジェクトの作成

 5. プロジェクトに1つ以上のWaveを作成しま

す。

(105 ページ) ウェーブについて

(106 ページ) Waveの作成

 6. Waveごとに1つ以上のバッチを作成します。 (109 ページ) バッチについて

(110 ページ) バッチの作成

 7. プロジェクトのユーザアカウントを作成し、
各ユーザをプロジェクト役割に割り当てま
す。

(66 ページ) 役割

(78 ページ) ユーザの作成
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 8. プロジェクトの1つ以上のインポートスプ

レッドシートを準備するか、自動検出機能
のあるインポートを使用します。

(181 ページ) バルクインポートスプレッドシー

ト

(145 ページ) スプレッドシートを使用したワー

クロードのインポート

(143 ページ) ワークロードの自動検出について

(147 ページ) 自動検出を使用したワークロード

のインポート

 9. 変換を定義するときに提案するワークロー
ドに使用できるアプリケーションを作成し
ます。

(115 ページ) アプリケーションについて

(116 ページ) アプリケーションの作成

(116 ページ) スプレッドシートインポート中の

アプリケーションの作成

 10. 変換を定義するときに提案するワークロー
ドに使用できるターゲットリソースを作成
します。

(197 ページ) リソース

 資格情報

 ホスト

 マイグレーションサーバ

 ネットワーク

 データストア

 リソースプール

 環境

 11. インポートされたワークロードごとに、バ
ルク編集または個々の編集を使用して、提
案するワークロードの変換方式および詳細
を定義します。

(137 ページ) ワークロードの概要

(170 ページ) ワークロード変換の編集

(173 ページ) 複数の提案するワークロードのバ

ルク編集

 12. プロジェクト設計者は、変換用の1つ以上

のワークロードを送信します。

(155 ページ) ステータスと再試行

156 ページの 図 19-1 「変換ワークフロー」

(177 ページ) 複数の提案するワークロードのバ

ルク状態変更

 13. (自動マイグレーション)マイグレーション

スペシャリストは、ワークロード変換を監
視します。

(137 ページ) 自動化モード

(155 ページ) ステータスと再試行

(131 ページ) マイグレーションサブステータス

 14. (手動マイグレーション)マイグレーション

スペシャリストは、ワークロード変換を実
行し、PTMの変換ステータスをアップデート

します。

(155 ページ) ステータスと再試行

156 ページの 図 19-1 「変換ワークフロー」

(177 ページ) 複数の提案するワークロードのバ

ルク状態変更

ステー
タス

タスク 詳細については、を参照してください。
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 15. リアルタイムのビジュアルダッシュボード
で、コアメトリックスおよび関連レポート
を表示して、プロジェクトステータスを監
視します。

(119 ページ) ダッシュボードの使用

(122 ページ) プロジェクト、Wave、またはバッ

チの数と状態の表示

ステー
タス

タスク 詳細については、を参照してください。
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3 3Webインタフェースの使用

PlateSpin Transformation Managerの操作のほとんどがWebインタフェースで行われます。

 33 ページの 「Webインタフェースの使用の前提条件」

 35 ページの 「Webインタフェースへのアクセス」

 35 ページの 「Webインタフェースのツールバー」

 37 ページの 「プロジェクトセレクタ」

 37 ページの 「バルクアクション」

 38 ページの 「ナビゲーションURLのリンクの表示」

 39 ページの 「リストのカスタム表示およびフィルタ」

 42 ページの 「リストの上下スクロール」

 42 ページの 「リストでの複数項目の選択」

Webインタフェースの使用の前提条件

PTMサーバは、Jetty Webサービスを使用して、Webインタフェースをホストします。PlateSpin 
Transformation Managerアプライアンスをインストールした後で、ネットワーク環境がWebインタ

フェースを使用するためのこのセクション要件を満たしていることを確認します。 

 33 ページの 「ポートの要件」

 34 ページの 「Webインタフェースでサポートされるブラウザ」

 34 ページの 「サポートされている言語」

 34 ページの 「セキュリティで保護された通信のためのSSL証明書」

 35 ページの 「Session Timeout(セッションタイムアウト)」

ポートの要件

アプライアンスのインストール中に、PlateSpin Transformation Managerは、PlateSpinサーバ上に

表 3-1に示すデフォルトポートを自動的に設定します。PlateSpinサーバとWebインタフェースへ

のアクセスに使用するコンピュータ間のネットワークのすべてのファイアウォールで、ポートが開
いていることを確認してください。 

注: リモート通信の場合、Micro Focusでは、Webインタフェースへのアクセスにセキュアなポート

およびSSLのオプションを使用することをお勧めしています。
Webインタフェースの使用 33



表 3-1   デフォルトネットワークポート

PlateSpinサーバ上でWebインタフェースのポート設定を変更する方法については、『PlateSpin 
Transformation Manager Appliance Guide』の「Web Server Configuration」を参照してください。

Webインタフェースでサポートされるブラウザ

次のサポートされるブラウザのいずれかを使用して、PlateSpin Transformation Manager Webインタ

フェースにアクセスできます。

 Mozilla Firefox (最新リリース)

 Microsoft Internet Explorer 11

 Google Chrome (最新リリース)

注: JavaScript (アクティブスクリプト)がブラウザで有効になっている必要があります。

サポートされている言語

PlateSpin Transformation Manager Webインタフェースは、ご使用のWebブラウザで英語(En)およ

び日本語(Ja)をサポートしています。言語の設定はWebブラウザで変更できます。リストの一番上

にある言語が優先されます。

セキュリティで保護された通信のためのSSL証明書

PlateSpin Transformation Managerアプライアンスをインストールすると、SSL(セキュアソケット

レイヤ)通信のための自己署名証明書が生成されインストールされます。この証明書は、PlateSpin 
Transformation Managerアプライアンスに指定するDNS名を使用します。この証明書はアプライア

ンスとソフトウェアに適用されます。

セキュリティを強化するために、Micro Focusでは、VeriSignやEquifaxなどの信頼された認証局

(CA)によって署名された、信頼されたサーバ証明書を使用することをお勧めします。独自の既存の

署名された証明書を使用したり、アプライアンス上のデジタル証明書ツールを使用して、信頼され
た認証局で署名を行い、アプライアンスに追加することもできます。サーバのDNS名はセキュリ

ネットワーク
ポート

セキュリティ 説明

8183 セキュア(SSL) WebインタフェースのHHTPSポート。TCPとUDPの着信と発信のトラ

フィックが許可されます。

8182 非セキュア WebインタフェースのHTTPトラフィック。このポートはデフォルトで

無効になっています。このポートを有効にする場合、TCPとUDPの着信

と発信のトラフィックが許可されます。

5432 リモートPTMデータベース用のPostgreSQLポート。着信と発信の

TCPトラフィックが許可されます。

アプライアンスにPostgreSQLデータベースがインストールされている

場合、このポートはデフォルトで閉じられています。
34 PlateSpin Transformation Managerユーザガイド



ティ証明書の件名に一致する必要があります。署名証明書をインポートするには、『PlateSpin 
Transformation Manager Appliance Guide』の「Digital Certificates」で説明されている証明書と

キーを提供する必要あります。

Session Timeout(セッションタイムアウト)

デフォルトのセッションタイムアウトは、非アクティブの状態の30分後に発生します。タイムアウ

ト間隔は、PlateSpin Transformationアプライアンスのグローバル設定で設定できます。間隔をよ

り短く、またはより長く指定したい場合は、システム管理者にお問い合わせください。『PlateSpin 
Transformation Manager Appliance Guide』の「Web Interface Session Timeout」を参照してくださ

い。

Webインタフェースへのアクセス

PlateSpin Transformation Managerの操作のほとんどがブラウザベースのWebインタフェースを通

じて行われます。Webインタフェースは、変換プロジェクトの計画と管理に使用するとともに、

ニーズを満たすために製品を設定する際にも使用します。 

アプライアンスのインストール中に、Webインタフェースのデフォルトのシステム管理者ユーザア

カウントを設定します。このユーザはシステムワイドな許可を持ちます。システム管理者としてロ
グインして、他のユーザのアカウントを作成して、役割を割り当てます。65ページのセクション7
「PlateSpinユーザ管理の概要」を参照してください。

Webインタフェースにログインするには:

1 サポートされているWebブラウザで、PTM Webインタフェースを起動します。 

https://<ptm-server-dns-name_or_ipaddress>:8183 (セキュア、デフォルト)

 http://<ptm-server-dns-name_or_ipaddress>:8182 (非セキュア、デフォルトで無効)

2 ユーザアカウントの電子メールアドレスとパスワードを指定して、ログインをクリックします。

Webインタフェースのツールバー

PlateSpin Transformation Manager Webインタフェースのツールバーを使用して、表 3-2で説明され

ている主要な製品機能にアクセスできます。

図 3-1   PlateSpin Webインタフェースのツールバー
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表 3-2   ツールバーオプション

オプション 説明

ダッシュボード ［ダッシュボード］タブには、ワークロード変換に関するステータスおよびヘルス情
報が表示されます。 

詳細については、119 ページの 「ダッシュボードの使用」を参照してください。

計画 ［計画］タブでは、変換プロジェクトの次の要素を設定できます。

 プロジェクト

 Wave

 バッチ

 アプリケーション

 ワークロード

詳細については、93ページのパートIII「計画」を参照してください。

ユーザ ［ユーザ］タブでは、変換プロジェクトの次の要素を設定できます。

 組織

 ユーザ

 グループ

詳細については、63ページのパートII「ユーザ」を参照してください。

リソース ［リソース］タブでは、変換プロジェクトの次の要素を設定できます。

 資格情報

 ホスト

 マイグレーションサーバ

 ネットワーク

 データストア

 リソースプール

 環境

詳細については、197ページのパートV「リソース」を参照してください。

環境設定 ［環境設定］タブを使用して、システム管理者は次のタスクを実行できます。

 ライセンス

 Connectorの移行

 オペレーティングシステム

詳細については、45ページのパートI「環境設定」を参照してください。

プロジェクトセレクタ プロジェクトセレクタでは、グローバルスコープを1つのプロジェクトに設定し、

情報の表示およびプロジェクトの操作を実行できます。これを有効にすると、ダイ
アログによって、プロジェクトおよびその親組織のフィールドが自動的に入力され
ます。 

詳細については、37 ページの 「プロジェクトセレクタ」を参照してください。
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プロジェクトセレクタ

プロジェクトセレクタを使用して、グローバルスコープを1つのプロジェクトに設定し、情報の表

示およびプロジェクトの操作を実行できます。これを有効にすると、製品全体のダイアログによっ
て、プロジェクトおよびその親組織のフィールドが自動的に入力されます。すべての表がフィルタ
され、選択したプロジェクトに割り当てられたコンポーネントまたは選択したプロジェクトに関連
付けられたコンポーネントのみが表示されます。プロジェクト用に定義されたカスタムのフィール
ドも［詳細検索］フォームおよび［Bulk Edit (バルク編集)］フォームに追加されます。

プロジェクトが選択されると、プロジェクトセレクタは、プロジェクト名およびプロジェクトの親
組織のロゴ(ある場合)を表示します。

プロジェクトレベルのフィルタを追加するには:

1 ［プロジェクトセレクタ］の矢印をクリックし、プロジェクトのリストを開きます。

2 目的のプロジェクトを見つけて選択します。リストをスクロールまたはフィルタし、目的のプ
ロジェクトを見つけることができます。

選択したページによってリストが更新され、選択したプロジェクトのオブジェクトのみが表示
されます。

プロジェクトレベルのフィルタを削除するには:

1 ［プロジェクトセレクタ］領域で表示されているプロジェクト名およびロゴをマウスオーバー
し、Xをクリックしてプロジェクトフィルタを削除します。

選択したページによってリストが更新され、すべてのプロジェクトのオブジェクトが表示され
ます。

バルクアクション

PlateSpin Transformation Managerでは、一度に複数のオブジェクトのアクションを操作および実

行するの役立つバルクアクションを提供しています。

 38 ページの 「スプレッドシートインポート」

 38 ページの 「範囲インポート」

 38 ページの 「バルク編集」

 38 ページの 「バルク状態変更」

ヘルプ ［ヘルプ］メニューでは、現在の場所のページ、共通のタスクに役立つリンクやオン
ラインマニュアルや製品に関する情報へのリンクが提供されます。

オプション 説明
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スプレッドシートインポート

バルクインポートスプレッドシートを使用して、マシン情報をインポートまたは再インポートする
ことにより、ソースワークロード情報をインポートできます。詳細については、181 ページの付録 C
「バルクインポートスプレッドシート」を参照してください。

PlateSpinマイグレーション環境では、スプレッドシートインポートが正常に完了した後で、

PlateSpin Migrate Connectorにより、スプレッドシートのマシンについての詳細が自動的に検出さ

れます。

範囲インポート

［インポート］オプションを使用して、256 IPv4アドレスの範囲をインポートできます。PlateSpin 
Migrate Connectorでは、指定されたアドレス範囲で検出されたワークロード詳細の自動検出が提供

されます。

バルク編集

［バルク編集］ダイアログで値を設定して、一度に複数の提案するワークロードに設定を適用できま
す。プロジェクトセレクタ、フィルタ、詳細検索、ソート、および複数選択機能を使用して、［ワー
クロード］リストを絞り込み、アクションを行う項目を選択します。［バルク編集］ダイアログを使
用して、選択したワークロードの1つ以上のパラメータの値を指定します。指定された各値は、値

がその有効な設定である場合にのみ選択したワークロードに対して個別に設定されます。詳細につ
いては、173 ページの 「複数の提案するワークロードのバルク編集」を参照してください。

バルク状態変更

バルク状態変更ツールを使用して、一度に複数の提案するワークロードに状態変更設定を適用でき
ます。詳細検索およびソートオプションを使用して、リストを絞り込み、アクションを行う項目を
選択します。バルク状態変更フォームを使用して、選択したワークロードの適切な状態を指定しま
す。詳細については、177 ページの 「複数の提案するワークロードのバルク状態変更」を参照して

ください。

ナビゲーションURLのリンクの表示 
ダイアログのリンクの表示アイコンでは、選択したオブジェクトのダイアログへ直接移動するナビ
ゲーションURLを表示します。サポートされるWebの場所バーにリンクを貼りつけて、Webインタ

フェースの場所に直接戻ることができます。利害関係者と共有するため、電子メール、Excel、Word
など、他のアプリケーションのリンクを貼りつけることもできます。 

リンクをたどるユーザはWebインタフェースにログインするように求められます。これらのユーザ

がログインするには、PlateSpin Transformation Managerユーザアカウントが必要です。ターゲッ

トダイアログとそのコンテンツを表示するには、ユーザアカウントがそのページ(およびそのペー

ジに表示されるオブジェクト)にアクセスする許可を持つ役割に割り当てられている必要がありま

す。 

選択したオブジェクトのダイアログのナビゲーションURLにアクセスするには:

1 ダイアログ上で、右上隅にあるリンクの表示アイコン をクリックして、選択したオブジェク
トのダイアログのURLを表示します。 
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2 (オプション)新しいタブのダイアログを開くリンクをクリックし、Webインタフェースにも

う一度ログインして、アクセスします。

3 (オプション)クリップボードにURLをコピーして、次のいずれかを実行します。リンクの

ユーザはダイアログにアクセスするためにログインする必要があります。

 サポートされる任意のWebブラウザの場所バーにリンクを貼りつけて、別のブラウザウィ

ンドウでダイアログを開きます。

 利害関係者と共有するには、電子メールにそのリンクを貼りつけます。 

 他のアプリケーションにリンクを貼りつけて、オブジェクトの情報への便利なアクセスを

提供することもできます。

リストのカスタム表示およびフィルタ

Webインタフェースで、製品全体を通して統合された表示ツールを使用してリストの表示をパーソ

ナライズできます。 

 39 ページの 「リスト項目の更新」

 39 ページの 「リストの項目数」

 39 ページの 「セルに表示するデータを増やす」

 40 ページの 「データのソート」

 40 ページの 「リストの列の表示/非表示」

 40 ページの 「リストのデータのフィルタ」

 41 ページの 「データの詳細検索」

リスト項目の更新

約1分に1回データを更新するポーリングを一覧表示します。タブのタイトルをダブルクリックす

ると、リストの通常のポーリングサイクルに関係なく、任意のリストをすぐに強制的に更新できま
す。

リストの項目数

タブのタイトルをマウスオーバーしてリストの合計項目数およびリストで現在選択されている選択
済み項目の合計数を表示します。

セルに表示するデータを増やす

リストの表のセルに表示できる情報よりも多くの情報がある場合、テキストの最後に省略記号(…)
が表示されます。セルをマウスオーバーして、ポップアップ情報ヒントに追加の情報を表示できま
す。
Webインタフェースの使用 39



データのソート

選択した列の値に基づいて、リストデータを昇順(AからZ)または降順(ZからA)にソートできま

す。ソート機能は、数値をテキスト値として扱い、数値順ではなくアルファベット順にソートしま
す。データをソートするとき、列見出しの矢印アイコンによってその列がソートのキーであること

が示されます。上矢印  は昇順ソートを示します。下矢印 は降順ソートを示します。 

ほとんどの列をデータソートキーとして使用できます。列をソートキーとして使用できない場合、
トグルソートは機能せず、その列メニューにソートオプションが含まれません。

リストのデータをソートするには:

1 次の手法のいずれかを使用してソートを実行します。

 トグルソート: 列見出しをクリックすると、その列の値の基づいて昇順でエントリがソー

トされます。列見出しを再度クリックすると、降順でソートされます。 

 メニューソート: 列見出しをマウスオーバーしてそのオプションをアクティブ化し、列の

右端にある矢印をクリックしてその列のメニューにアクセスします。Sort Ascending (昇順

ソート)(AからZ)またはSort Descending (降順ソート)(ZからA)を選択し、希望する

ソート順を指定します。 

リストの列の表示/非表示

表示するパラメータを指定して、リストのデータを表示または非表示にできます。非表示データは
表示されませんが、フィルタや詳細検索は非表示の値にも適用されます。たとえば、［ワークロー
ド］リストで、非表示データには、場所(サイト、エンクロージャ、スロット)、カスタムの

フィールド、IPアドレス、MACアドレス、ワークロードタイプ、および仮想化テクノロジが含まれ

ています。 

注: 個人設定したリストそれぞれの列表示初期設定はセッション間で維持されます。

リストの列を個人設定するには:

1 列見出しをマウスオーバーしてそのオプションをアクティブ化し、見出しの右端にある矢印を
クリックしてその列のメニューにアクセスします。

2 列を選択し、リストにあるパラメータを表示します。 

メニューは、リストの左から右の表示順でパラメータを一覧表示します。選択したパラメータ
がリストに表示されます。選択解除したパラメータは非表示になります。

3 表示するパラメータの横にあるチェックボックスをオンにします。リストが更新され、列がす
ぐに追加されます。

4 非表示にするパラメータの横にあるチェックボックスをオフにします。リストが更新され、列
がすぐに削除されます。

5 操作を完了したら、ページの任意の場所をクリックしてメニューを終了します。

リストのデータのフィルタ

Webインタフェースのほとんどのリストにはフィルタオプションがあり、リストを検索し、目的の

情報を見つける際に役に立ちます。フィルタは、リスト内の、非表示列を含む検索可能なすべての
フィールドに適用されます。たとえば、［ワークロード］リストで、デフォルトの非表示列には、カ
スタムのフィールド、IPアドレス、MACアドレス、およびワークロードタイプが含まれています。
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注: 状態の条件でリストをフィルタする場合、状態名のハイフンおよびスペースをアンダースコア
に置き換える必要があります。例:

in_progress

 pre_cutover_testing

リストのオブジェクトをフィルタするには:

1 フィルタフィールドで、文字列を入力し始めると、値が一致するエントリのみが表示されます。

検索およびフィルタは、エントリと一致するとほぼ同時にリストに適用されます。

2 フィルタアイコン  をクリックし、フィルタフィールドをクリアします。 

データの詳細検索

リストの詳細検索  オプションを使用すると、同じアクションを実行するオブジェクトを複数見つ

けることができます。詳細検索はすべてのリストに使用できるわけではありません。 

［詳細検索］ダイアログは複数オプションフォームで、ワークロードについて検索するターゲットに
適切な次のパラメータを組み合わせて検索できます。

注: プロジェクトセレクタは、指定されたプロジェクトのワークロードのみが［ワークロード］リ
ストに表示されるように制限します。［詳細検索］フォームおよび［Bulk Edit (バルク編集)］
フォームに対してプロジェクト用に定義されたカスタムのフィールドも追加されます。

［ワークロード］リストの詳細検索機能でヘルス>All Warning State (すべての警告状態)オプション

を使用して、警告状態のワークロードをすべて表示できます。警告状態のオブジェクトでは、状態
セルをマウスオーバーし、警告をトリガした条件を表示できます。

状態オプションを使用して、インポート済み、送信準備完了、変換中、カットオーバー準備完了な
どの指定の変換状態のオブジェクトをすべて検索できます。

検索するには:

1 (オプション)複数のプロジェクトの権限を持っている場合、グローバルプロジェクトセレクタ

をクリックし、目的のプロジェクトを選択します。

2 ［フィルタ］フィールドの右にある詳細検索アイコン  をクリックします。 

3 ［詳細検索］ダイアログで、検索パラメータの値を指定します。

検索によってリストがフィルタされ、その設定と一致するオブジェクトが表示されます。 

4 (オプション)組み合わせ検索では、目的のオブジェクトが見つかるまで追加パラメータの値

を指定します。

プロジェクト

 ウェーブ

 バッチ

 ホスト名

 OSタイプ

 アプリケーション

 カスタム4

ワークロードタイプ

 変換方式

 環境

 サイト

 筐体

 カスタム1

 カスタム5

合計ストレージ

 1つのディスクサイズ

 ソケットあたりのコア数

 メモリ量

 保留中

 カスタム2

 カスタム6

ネットワーク

VLAN ID

状態

サブ状態

ヘルス

カスタム3

カスタム7
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5 (オプション)クリアをクリックして［詳細検索］をリセットし、別のフィールドで再試行し

ます。

6 目的の項目までリストを絞り込んだ後、リストをクリックして［詳細検索］ダイアログを終了
します。

リストの上下スクロール

Webインタフェースは、スクロールバーを使用してリストを移動するように最適化されます。リス

トには特別な処理があり、応答表示およびリスト項目のスクロールを提供します。項目が数千含ま
れているリストでも同様です。リストは同時に最大25項目表示できます。ブラウザの約200個の近

接項目をキャッシュし、リストの上下スクロールに対応します。スクロールすると、Webインタ

フェースは近接項目を読み込んでキャッシュにし、現在表示されている項目から遠い項目を解放し
ます。

注: Webインタフェースでリストの上下に移動するにはスクロールバーを使用してください。リスト

の移動に上矢印キーや下矢印キーは使用しないでください。

リストでの複数項目の選択

Webインタフェースでは、リストには特別な処理があり、応答表示およびリスト項目のスクロール

を提供します。項目が数千含まれているリストでも同様です。リストは同時に最大25項目表示でき

ます。ブラウザの約200個の近接項目をキャッシュし、リストの上下スクロールに対応します。ス

クロールすると、Webインタフェースは近接項目を読み込んでキャッシュにし、現在表示されてい

る項目から遠い項目を解放します。 

Webインタフェースは、項目の選択についてお馴染みのキーボードショートカットをサポートして

います(Shift+クリック(連続項目)、Ctrl+クリック(非連続項目)、Ctrl+A(すべての項目)な
ど)。項目を選択するとき、Webインタフェースは、その情報を個々の選択済み項目のキャッシュに

追加します。選択した行は薄い青に塗りつぶされます。リストに対して実行するアクションは選択
した項目のキャッシュにある項目にのみ適用されます。

項目を選択する前に、［フィルタ］オプションおよび［詳細検索］オプションを使用して、目的の項
目までリストを減らします。ソート機能を使用してリストの項目のようにグループ化し、連続選択
を行えるようにします。

リストのタブのタイトルをマウスオーバーし、次の項目を表示できます。

 リストサイズ: リストの合計項目数

 選択済み: リストの選択済み項目の現在の数

次の指示を使用してリストをナビゲートし、項目を選択します。

 43 ページの 「連続項目の選択」

 43 ページの 「非連続項目の選択」

 43 ページの 「すべての項目の選択」
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連続項目の選択

Shift+クリックを使用してリストの連続項目を選択します。この操作を始める前に、列ヘッダで

ソートオプションを使用して目的の項目をグループ化し、連続選択を容易にします。 

リストの連続項目を選択するには:

1 最初の目的項目をクリックし、Shiftキーを押したままにし、表示されたリストの最後の目的

項目をクリックしてこれらの連続項目を選択した項目のキャッシュリストに追加します。

2 (オプション)上下スクロールして選択解除された項目の次のセットを表示し、Shiftキーを

押したままにし、次の最後の項目選択を行い、連続項目の選択を広げます。必要に応じて、ス
クロールと選択のプロセスを繰り返します。

3 (オプション)リストのタブタイトルをマウスオーバーし、選択した項目の現在の数を表示し

ます。

非連続項目の選択

Ctrl+クリックを使用してリストの非連続項目を選択します。

リストの非連続項目を選択するには:

1 Ctrlキーを押したままにし、表示された項目から、選択した項目のキャッシュリストに追加す

る各項目をクリックします。

2 (オプション)上下スクロールして選択解除された項目の次のセットを表示し、Ctrlキーを押

したままにし、次の非連続項目の選択を行います。必要に応じて、スクロールと選択のプロセ
スを繰り返します。

3 (オプション)リストのタブタイトルをマウスオーバーし、選択した項目の現在の数を表示し

ます。

すべての項目の選択

Ctrl+Aを使用して、現在表示されている項目のみを選択する代わりに、リストキャッシュの現在読

み込まれている項目のすべてを選択します。読み込まれた項目を選択した後、140から200の選択

済み項目をスクロールし、選択解除された項目の次のセットを表示します。

リストのすべての項目を選択するには:

1 リストのタブタイトルをマウスオーバーし、リストの合計項目数を表示します。 

項目数によって、どの程度スクロールすれば項目を読み込んで選択できるかがわかります。

2 Ctrl+Aを押して現在読み込まれている項目セットを選択し、これらを選択した項目のキャッ

シュリストに追加します。

3 次の選択解除された項目セットが表示されるまで上下スクロールします。

4 Ctrl-Aを押して現在読み込まれている項目を選択した項目のキャッシュリストに追加します。

5 すべての項目が選択されるまでステップ 3およびステップ 4を繰り返します。 

6 リストのタブタイトルをマウスオーバーし、合計項目数および選択済みの合計項目数を表示し
ます。これらが同じ場合、リストのすべての項目が選択されています。
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I I環境設定

PlateSpin Transformation Managerでは、PlateSpin Serverサーバのライセンスとオペレーティン

グシステムを設定できます。設定ツールでの設定への変更は、すべての変換プロジェクトに適用さ
れます。

 47ページの第4章「ライセンスの管理」

 53ページの第5章「PlateSpin Migrate Connectorの設定」

 59ページの第6章「オペレーティングシステムの設定」
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4 4ライセンスの管理

PlateSpin Transformation Managerには、フルライセンスおよび評価ライセンスがあります。ワー

クロードの変換ごとにライセンスが必要です。 

 47 ページの 「ライセンスについて」

 48 ページの 「ワークロードがライセンスを使用する方法」

 48 ページの 「ライセンスキーの追加」

 49 ページの 「ライセンスブロックの追加」

 51 ページの 「ワークロードのライセンスの状態の表示」

 51 ページの 「ライセンスの警告」

ライセンスについて

PlateSpin Transformation Managerには、フルライセンスと評価ライセンスのオプションがありま

す。

 47 ページの 「フルライセンス」

 47 ページの 「評価ライセンス」

フルライセンス

フルライセンスでは、各ライセンスインスタンスのワークロード変換を計画し実行することができ
ます。カスタマーセンター (https://www.netiq.com/customercenter/)からブロックでワークロー

ドライセンスを購入します。各ブロックには、指定するアクティベーション日を持つ履行ウィンド
ウがあります。 

アプライアンスをインストールし、プロジェクトの設定を開始してから、ライセンスを有効にする
必要があります。ワークロード変換の計画を開始するまで、ワークロードライセンスは必要ありま
せん。ワークロードの変換計画はライセンスを使用するため、有効なライセンスキーを入力し、ラ
イセンスがアクティブなライセンスブロックで使用可能になるまで、インポートされたワークロー
ドを編集することはできません。 

評価ライセンス

評価ライセンスでは、試用期間に製品の独自のデータを使用できます。評価モードでは、評価キー
と100個のワークロードライセンスを持つ製品を使用することができます。 

評価ライセンスの有効期限が切れた後で、未使用のライセンスを使用して、新たなワークロード変
換を開始することはできません。変換が完了するまで、ワークフロー全体を通してライセンスのあ
るワークロードを持つ製品で作業を続行できます。
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評価インストールにフルライセンスキーを入力することにより、評価期間中に入力したデータを保
持できます。既存のライセンスのあるワークロードは影響を受けません。使用したライセンスは期
限切れになりません。ただし、フルライセンスキーを追加した後で、すべての未使用の評価ワーク
ロードライセンスは自動的に削除されます。

ワークロードがライセンスを使用する方法

PlateSpin Transformation Managerのワークロードライセンスは、すべてのプロジェクトの管理に

計画しているワークロード数に基づいてブロックで購入します。ワークロードライセンスは、ユー
ザ、プロジェクト、およびリソースの設定には必要ありません。ライセンスを使用せずにワーク
ロードデータを複数回インポートおよび再インポートできます。 

注: PlateSpin Transformation Managerでライセンスを使用するにはその前に、パブリックインター

ネットでMicro Focusライセンスサーバと通信し、ライセンスがあるかどうかを確認する必要があ

ります。使用するライセンスをトリガするプロセスは、その時にライセンスサーバにアクセスでき
ないと失敗します。エラーメッセージによってその原因がわかります。

各ワークロードは、インポート後に初めてデータを変更したときに使用可能なライセンスを使用し
ます。編集は、個別の編集アクションまたはバルク編集アクションのいずれかです。ライセンスの
取得には数秒かかる場合があり、その結果、ワークロードの最初の編集では応答が遅くなる場合が
あります。この時にワークロード用に使用できるライセンスがない場合、保存アクションは失敗し
ます。ライセンスのないワークロードの変換計画は変更できません。 

バルク編集では、事前に選択したリストのライセンスのない各ワークロードは、使用可能なライセ
ンスを使用します。使用できるライセンス数が足りない場合、リストのライセンスのないワーク
ロード以降のライセンスアクションおよび編集アクションは失敗します。

注: ライセンスがない場合、必要なライセンスについてPlateSpin Transformation Managerのシス

テム管理者に通知します。

ライセンスが使用されると、ライセンスの残りの数が1減ります。複数のライセンスブロックがあ

る場合、次に有効期限が来るブロックの数が変更されます。

使用したライセンスは有効期限切れにはなりません。ワークロードを削除しても使用したライセン
スは解放されません。

ライセンスキーの追加

設定>ライセンスページで、システム管理者は、フルライセンスキーまたは評価ライセンスキーを

追加し、このPTMサーバのライセンスの現行ブロックのライセンス状態を表示できます。［Licenses 
Blocks (ライセンスブロック)］リストには、各ブロックがその購入日、開始日、有効期限、ブ

ロックの合計ライセンス数、および残りの未使用ライセンス数とともに表示されます。リストには、
アクティブな実行期間および未使用ライセンスが存在するライセンスブロックのみが表示されます。
実行期間が期限切れになったライセンスブロックや残りの未使用ライセンス数がゼロのライセンス
ブロックに関する履歴情報は表示されません。

1 (オプション)カスタマーセンター (https://www.netiq.com/customercenter)にログインし、

PlateSpin Transformation Managerの評価ライセンスキーまたはフルライセンスキーを取得し

ます。

2 Webインタフェースにシステム管理者の役割を持つユーザとしてログインします。
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https://<ptm-ip-address-or-dns-name>:8183

3 設定>ライセンスの順に選択します。

4 次の情報を入力します。

ライセンスキー: カスタマーセンターに用意されている14文字の16進数のキー。

ライセンスタイプ: フルまたは評価。

残りのライセンス: この値は、このPlateSpinサーバ用に購入したライセンスブロックおよび

アクティブな実行期間があるライセンスブロックから自動的に計算されます。

ライセンスブロック: このリストはカスタマーセンターから自動的に取得されます。未使用ラ

イセンスが存在するアクティブな実行期間があるまたは今後実行期間があるこの
PlateSpinサーバ用に購入したライセンスブロックが表示されます。有効期限切れのブロック

または空のブロックは表示されません。

5 ［保存］をクリックします。

6 閉じるをクリックして［System Configuration (システム設定)］ダイアログを終了します。

ライセンスブロックの追加

カスタマーセンター (https://www.netiq.com/customercenter)でPlateSpin Transformation 
Managerのライセンスブロックを購入できます。ブロックライセンス情報は手動では入力しません。

PTMは、カスタマーセンターからライセンスブロックの情報を自動的に取得し、［ライセンス］ペー

ジの［Licenses Blocks (ライセンスブロック)］リストに表示します。ライセンスを伴うユーザア

クションの更新に加えて、PTMは、毎日ローカル時刻の午前2:00にカスタマーセンターを使用して

ライセンス情報を更新します。
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図 4-1   ライセンス管理

各ライセンスブロックは、独立した実行期間が以下の日付に定義されています。 

 開始日:  ライセンスのブロックがアクティブになり、そのライセンスを使用開始できる実行日。 

 有効期限日:  実行期間の終了日。ブロックの未使用ライセンスはすべてこの日に有効期限切れ

になります。 

次のいずれかの条件が当てはまると、リストにライセンスブロックが表示されなくなります。

 ライセンスブロックの実行期間の有効期限後。未使用ライセンスが残っていても同様。

注: 未使用ライセンスの有効期限が近くなった場合、［Bulk Edit (バルク編集)］変更を1つ以

上のプロジェクトで次に計画されているワークロードセットに適用して、使用したライセンス
は有効期限切れにはなりません。

 ブロックのすべてのライセンスを使用した後。ブロックの実行期間が期限切れになっていなく

ても同様。
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ワークロードのライセンスの状態の表示

［変換］ダイアログのヘッダ領域の右下に現在選択しているワークロードのライセンスの状態が報告
されます。ワークロードのライセンス状態については、表 4-1を参照してください。

表 4-1   ワークロードのライセンスの状態

ライセンスの警告

ワークロードの変換を計画し始める前に、使用するライセンスが使用可能である必要があります。
未使用で、実行期間がアクティブであるライセンスを使用できます。実行期間の開始日にまだなっ
ていないライセンスブロックは現時点で非アクティブであり、現時点で使用できません。Webイン

タフェースは、ライセンスが使用できない、減少している、またはすぐに期限切れになる場合、
ユーザに通知します。 

PlateSpin Transformation Managerは、ワークフローで次の重要なアクションが行われると、現在

使用可能なライセンスの数および有効期限を確認します。

 ログイン時

 ［変換］ダイアログが開いたときまたは閉じたとき

 ［Bulk Edit (バルク編集)］ダイアログが開いたときまたは閉じたとき

 ［設定］ダイアログが閉じたとき

ライセンス警告メッセージは、ライセンスが次の状態になった場合に、Webインタフェースのメイ

ンヘッダ直下のバナーに表示されます。

 現在使用できるライセンス数が50以下である。

 現在使用できるライセンスの次のセットが7日以内に期限切れになる。

現在選択されている無ライセンスワークロード用のライセンスがない場合は、［変換］ダイアログの

ヘッダ領域に「ライセンスがありません」アイコン  が表示され、編集内容を保存できません。 

アイコン ライセンスの状態 説明

 
ライセンスなし ワークロードはインポート済みで、そのワークロードの変

換計画情報をまだ編集していません。

 
ライセンス済み ［変換］ダイアログまたは［Bulk Edit (バルク編集)］を

使用して、インポートされたワークロードに関する情報を
一部編集しました。ライセンスは、このワークロードに恒
久的に割り当てられます。

アイコンをマウスオーバーしてし、ライセンスが使用され
た日付を表示します。ライセンスの有効期限はありませ
ん。

 
ライセンスを使用できません インポートしたワークロードの情報をまだ編集していませ

ん。現在使用できるワークロードのライセンスがないた
め、ワークロードを編集しようとしても保存できません。

注: ライセンスがないことをシステム管理者に通知してく
ださい。
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注: 報告されたライセンスの状態をPlateSpin Transformation Managerのシステム管理者に通知し

ます。

ライセンスの有効期限が近くなった場合、［Bulk Edit (バルク編集)］変更を1つ以上のプロジェク

トの次に計画されているワークロードセットに適用して、複数のライセンスを素早く使用できます。
使用したライセンスは有効期限切れにはなりません。
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5 5PlateSpin Migrate Connectorの設定

PlateSpin Transformation Managerサーバは、ソースワークロードがあるネットワークに導入され

た1つ以上のPlateSpin Migrate Connectorインスタンスと連携動作します。ConnectorをPTMサー

バに関連付けた場合は、そのネットワーク内にソースワークロードを有しているすべてのプロジェ
クトで、そのConnectorを使用できます。プロジェクトごとに別々のConnectorインスタンスを設

定することもできます。 

注: Transformation Managerシステム管理者役割に割り当てられたユーザのみが、PlateSpin 
Migrate Connectorのグローバル設定を変更できます。デフォルトのワークフロー設定を変更する必

要がある場合、システム管理者に連絡してください。

Migrate Connectorの詳細については、『PlateSpin Migrate Connector Quick Start』を参照してくだ

さい。

 53 ページの 「Connectorのグローバルオプションについて」

 55 ページの 「グローバルMigrate Connector設定の表示」

 56 ページの 「グローバルMigrate Connector設定の編集」

 56 ページの 「Migrate Connectorインスタンスの割り当て」

Connectorのグローバルオプションについて

PlateSpin Transformation Managerの［System Configuration (システム設定)］>［Migrate 

Connector (Connectorの移行)］ページで、システム管理者は、マイグレーションプロジェクトのデ

フォルトのワークフローをカスタマイズできます。このワークフローは、1つまたは複数の

PlateSpin Migrateサーバを利用してワークロードのマイグレーションを実行します。 

注: 変更を適用するためには、設定を変更した後に、PlateSpin Migrate Connectorを再起動する必

要があります。『PlateSpin Migrate Connectorクイックスタート』の「PlateSpin Migrate 
Connectorサービスの開始、再起動、または停止」を参照してください。

 53 ページの 「一般設定」

 54 ページの 「Migrateサーバの設定」

 55 ページの 「お客様が指定するスクリプト」

一般設定

未実行イベントのポーリング間隔 

ワークロードのマイグレーションイベントのポーリング間の秒数を指定します。 

デフォルト値は300秒です(5分)。値が小さいほどPTMサーバおよびマイグレートサーバへの

負荷が増します。
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再接続再試行間隔 

接続に失敗した後にPTMがPlateSpin Migrateサーバへの再接続を試行するまでに待機する秒

数を指定します。

デフォルト値は1500秒です(25分)。

Migrate設定の一時停止 

MigrateユーザがMigrateサーバでワークロードのマイグレーションを手動で設定するまで変

換ワークフローを一時停止するかどうかを指定します。

手動マイグレート設定はデフォルトでは無効になっています。

手動の事前カットオーバーテストの一時停止 

Migrateユーザが事前カットオーバーテストを手動でトリガするまで変換中/インクリメンタ

ルレプリケーション状態の変換ワークフローを一時停止するかどうかを指定します。

手動事前カットオーバーテストはデフォルトでは無効になっています。 

Migrateサーバの設定

Add Workload to Migrate (マイグレーションするワークロードの追加) 

自動的に割り当てられたPlateSpin Migrateサーバにワークロードマイグレーションジョブを

追加する開始日までの日数を指定します。 

このオプションは、デフォルトでは0 (ゼロ)という値が指定されて無効になっています。

ユーザが変換計画を送信すると、Migrate ConnectorはMigrateサーバを直ちに自動割り当て

して、ワークロードマイグレーションジョブを追加してから、マイグレーションを実行する開
始日まで待機します。このジョブは、開始日までの待機期間中に容量とMigrateライセンスを

消費します。容量がまだ必要でない期間に消費されることによって、開始日が早めのワーク
ロードのマイグレーションがブロックされる可能性があります。

1以上の値を設定して自動制御を有効にすることで、指定された開始日前インターバルまで

待ってからマイグレーションの準備を開始するようにします。Migrateサーバ上の容量やライ

センスを直ちに消費することなく、ワークロード変換計画が準備状態になったときにそれらの
ワークロード変換計画を送信できます。 

最大ワークロード 

PlateSpin Migrateサーバで一度に処理できる最大ワークロード数を指定します。 

デフォルト値は「100」です。ユーザのPlateSpinマイグレーション環境に適した値を特定す

るには、『PlateSpin Migrate 12.2ユーザガイド』の「Performance」を参照してください。

注: 次の方法によって、さらなるワークロードを追加するための容量を回復できます。

 Migrateサーバにワークロードを追加する開始日の前に、開始日前のインターバルまで待

ちます。詳細については、「Add Workload to Migrate (マイグレーションするワークロード

の追加)」を参照してください。

 カットオーバーが正常に実行された後に、ワークロード情報を削除します。詳細について

は、「Remove Workload After Cutover (カットオーバー後のワークロードの削除)」を参照

してください。
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最大ターゲット 

PlateSpin Migrateサーバで処理できる最大検出ターゲット数を指定します。 

デフォルトは27です。

SSL証明書の確認 

PlateSpin Migrateサーバへの接続のSSL証明書検証を有効にするかどうかを指定します。 

証明書検証はデフォルトでは無効になっています。このチェックボックスをオンにすると、こ
の機能が有効になります。

Remove Workload After Cutover (カットオーバー後のワークロードの削除) 

カットオーバー完了後にPlateSpin Migrateサーバからワークロード情報をクリーンアップす

るかどうかを指定します。 

デフォルトでは有効になっています。属性を無効にするには、そのチェックボックスをオフに
します。

この日数経過後に削除 

ワークロードがカットオーバーされてからPlateSpin Migrateサーバからワークロード情報を

クリーンアップするまでの日数を指定します。 

デフォルトは3日です。

お客様が指定するスクリプト

カスタムインポートスクリプトの実行 

最初のワークロード検出後にカスタムインポートコールアウトスクリプトを自動的に実行する
かどうかを指定します。 

デフォルトは無効です。

送信検証スクリプトの実行 

ワークロードをMigrateに追加する前に送信検証コールアウトスクリプトを自動的に実行する

かどうかを指定します。 

デフォルトは無効です。

事前カットオーバーテストスクリプトの実行 

ワークロードのレプリケーション後に事前カットオーバーテストコールアウトスクリプトを自
動的に実行するかどうかを指定します。 

デフォルトは無効です。

カットオーバー後テストスクリプトの実行 

ワークロードのカットオーバー後にカットオーバー後テストコールアウトスクリプトを自動的
に実行するかどうかを指定します。 

デフォルトは無効です。

グローバルMigrate Connector設定の表示

システム管理者、プロジェクトマネージャ、およびプロジェクト設計者は、PTMサーバに関連付け

られているPlateSpin Migrate Connectorインスタンスのグローバル設定を表示できます。 
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コネクタ設定を表示するには:

1 Webインタフェースツールバーで、設定を選択します。

2 ［System Configuration (システム設定)］ダイアログで、Migrate Connector (Connectorの移行

)を選択します。

3 スクロールして設定を表示します。

 一般設定

 Migrateサーバの設定

 お客様が指定するスクリプト

4 操作を完了したら、閉じるをクリックして［System Configuration (システム設定)］ダイアロ

グを終了します。

グローバルMigrate Connector設定の編集

システム管理者は、PTMサーバに割り当てられているPlateSpin Migrate Connectorインスタンスの

あらゆるグローバル設定を変更できます。変更は、すべての変換プロジェクトの製品に適用されま
す。 

コネクタ設定を編集するには:

1 Webインタフェースツールバーで、設定を選択します。

2 ［System Configuration (システム設定)］ダイアログで、Migrate Connector (Connectorの移行

)を選択します。

3 ［編集］をクリックします。

4 ［Edit Connector Settings (コネクタ設定の編集)］ダイアログで、次の該当のオプション設定

を指定します。

 一般設定

 Migrateサーバの設定

 お客様が指定するスクリプト

5 ［保存］をクリックします。

6 閉じるをクリックして［System Configuration (システム設定)］ダイアログを終了します。

7 PTMサーバに接続されているそれぞれのPlateSpin Migrate Connectorサーバについて、

Connectorサーバにルートユーザとしてログインし、Connectorサービスを再起動します。

Migrate Connectorインスタンスの割り当て

Migrate ConnectorをPlateSpin Transformation Managerサーバ、または固有のプロジェクトに割り

当てることができます。 

PlateSpin Transformation Managerアプライアンスには、アプライアンス上でTransformation 
Managerサーバと連携するように自動的にインストールおよび設定されるPlateSpin Migrate 
Connectorのインスタンスが含まれます。デフォルトではすべてのプロジェクトと連携します。
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Transformation Managerでプロジェクトを設定した後で、ptm_project_idをアプライアンス上の/

opt/microfocus/migrate_connector/config/settings.cfgファイルに追加し、Connectorインスタンスを

固有のプロジェクトに割り当てることができます。

ユーザ独自のSUSE Linux Enterprise Server 11 SP4サーバに展開する各PlateSpin Migrate 
Connectorインスタンスを手動で設定する必要があります。SP4サーバ。 

PTMサーバまたは固有のプロジェクトのConnectorインスタンスを設定するには:

1 rootユーザアカウントを使用してSLES 11 SP4サーバにログインします。

2 テキストエディタで、/opt/microfocus/migrate_connector/config/settings.cfgファイルを開きま

す。

3 [PlateSpin Transformation Manager Server]という名前の先頭セクションで値を設定します。

オプション 説明

ptm_host Transformation Managerサーバのホスト名またはIPアドレスを指定し

ます。たとえば、アプライアンス上のMigrate Connectorインスタンス

はlocalhostです。

ptm_host=localhost

ptm_port Transformation Managerサーバ用に使用されるポートを指定します。

HTTPS の既定のポートは 8183 です。HTTP の既定のポートは 8182 です。 

ptm_port=8183

ptm_ssl SSLを使用してTransformation Managerサーバに接続するには、trueと
いう値を指定します。有効な値はtrueとfalseです。

ptm_ssl=true

verify_ptm_ssl_cert PlateSpin Transformation Managerサーバに接続する際に、証明書の検

証を強制するかどうかを指定します。有効な値はfalseとtrueです。デ

フォルトでは検証は行われません(false)。

verify_ptm_ssl_cert=false

ptm_username システム管理者の役割が割り当てられたPlateSpin Transformation 
Managerサーバ上の有効なユーザアカウントの電子メールアドレスを指

定します。

ptm_username=john.doe@example.com

注: コネクタで使用するための専用ユーザアカウントをPlateSpin 
Transformation Managerで作成することをお勧めします。Migrate 
Connectorを任意のプロジェクトで実行できるようにするために、その

アカウントにシステム管理者の特権を割り当てることをお勧めします。
このユーザアカウントには、Connectorを実行する必要のあるプロジェ

クトに対するプロジェクト設計者レベル以上の特権が割り当てられてい
る必要があります。

ptm_password ユーザーアカウントのパスワードを指定します。

ptm_password=yourpassword
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4 ファイルを保存し、テキストエディタを終了します。

5 PlateSpin Migrate Connectorを開始または再起動します。端末コンソールで、次のコマンドを

入力します。

rcps_migrate_connector restart

アプライアンス管理UIからConnectorを再始動することもできます。 

ptm_project_id (オプション)すべてのプロジェクトでConnectorを使用可能にする代

わりに、単一のプロジェクトのみでConnectorを使用できるように制限

するために、Transformation Manager内のプロジェクトのプロジェクト

ID番号を指定します。Connectorは、この割り当てられたプロジェクト

内のイベントとアクションのみを処理します。

ptm_project_id=1234

PlateSpin Transformation Manager内のプロジェクトに関連付けられた

ID番号を確認するには、次の手順を実行します。

1. Webインタフェースで、プランニング > プロジェクトの順に選択し

ます。

2. 目的のプロジェクトを選択してから、編集をクリックします。

3. ［Edit Project (プロジェクトの編集)］ダイアログで、ダイアログ

のタイトル領域に表示されているプロジェクト名をマウスオーバー
します。ツールチップに、そのプロジェクトのID番号が表示され

ます。

オプション 説明
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6 6オペレーティングシステムの設定

システム管理者は、［System Configuration (システム設定)］で製品に使用できるオペレーティン

グシステムのタイプ(OSタイプ)のリストを管理します。OSタイプは、プロジェクトマネージャお

よびプロジェクト設計者が元のワークロードをインポートするときや提案するワークロードを設定
するときに使用できます。 

注: OSタイプを作成、編集および削除できるのはシステム管理者だけです。変換プロジェクトに

OSタイプを追加する必要がある場合、システム管理者に連絡してください。

 59 ページの 「オペレーティングシステムのタイプについて」

 60 ページの 「オペレーティングシステムのタイプのリストを表示」

 60 ページの 「オペレーティングシステムのタイプの作成」

 61 ページの 「オペレーティングシステムのタイプの編集」

 61 ページの 「オペレーティングシステムのタイプの削除」

オペレーティングシステムのタイプについて

それぞれのOSタイプはオペレーティングシステムの1つのディストリビューションを一意的に表し

ます。作成するOSオブジェクトは、一般的なものであっても、必要に応じてニーズを満たす固有の

ものであってもかまいません。

名前 

PlateSpin Transformation Manager環境で一意のオペレーティングシステムのテキスト名を指

定します。 

説明 

オペレーティングシステムの簡単な説明を指定します。

ファミリ 

次の選択肢から適切なオペレーティングシステムファミリを選択します。

CentOS

 Citrix

 Linux

 NetWare/OES

 その他

 Red Hat Linux

 Solaris

 SUSE Linux

 Ubuntu

 不明
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 VMware ESX

 Windows

アーキテクチャ 

次の選択肢から適切なプロセッサアーキテクチャを選択します。

x32 (32ビット)

 x64 (64ビット)

オペレーティングシステムのタイプのリストを表示

システム管理者、プロジェクトマネージャ、およびプロジェクト設計者は、製品のマスタオペレー
ティングシステムのリストを表示できます。OSタイプの値は、すべての変換プロジェクトで使用で

きます。 

OSタイプのリストを表示するには:

1 Webインタフェースツールバーで、設定を選択します。

2 ［System Configuration (システム設定)］ダイアログで、オペレーティングシステムを選択しま

す。

3 OSタイプのリストをスクロールして表示します。

4 操作を完了したら、閉じるをクリックして［System Configuration (システム設定)］ダイアロ

グを終了します。

オペレーティングシステムのタイプの作成

システム管理者は、新しいオペレーティングシステムのコンポーネントを作成し、すべての変換プ
ロジェクトに使用できるようにできます。 

OSタイプを作成するには:

1 Webインタフェースツールバーで、設定を選択します。

2 ［System Configuration (システム設定)］ダイアログで、オペレーティングシステムを選択しま

す。

3 作成をクリックします。

4 ［Create Operating System (オペレーティングシステムの作成)］ダイアログで、次の情報を指

定します。

 Name (名前)

 説明

 ファミリ

 アーキテクチャ

5 保存をクリックし、オペレーティングシステムのコンポーネントを作成します。

6 閉じるをクリックして［System Configuration (システム設定)］ダイアログを終了します。
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オペレーティングシステムのタイプの編集

システム管理者は、事前定義されたOSタイプを含むあらゆるオペレーティングシステムのコンポー

ネントを変更できます。変更は、すべての変換プロジェクトの製品に適用されます。 

OSタイプを編集するには:

1 Webインタフェースツールバーで、設定を選択します。

2 ［System Configuration (システム設定)］ダイアログで、オペレーティングシステムを選択しま

す。

3 ［編集］をクリックします。

4 ［Edit Operating System (オペレーティングシステムの編集)］ダイアログで、次の情報を指定

します。

 Name (名前)

 説明

 ファミリ

 アーキテクチャ

5 保存をクリックし、オペレーティングシステムのコンポーネントを更新します。

6 閉じるをクリックして［System Configuration (システム設定)］ダイアログを終了します。

オペレーティングシステムのタイプの削除

システム管理者は、使用可能なオペレーティングシステムのリストから任意のオペレーティングシ
ステムを削除できます。この削除の結果として、すべての変換プロジェクトのOS設定が削除されま

す。 

注: OSを削除すると、このOSタイプが割り当てられている計画済みのワークロードの準備状況に影

響する可能性があります。

OSタイプを削除するには:

1 Webインタフェースツールバーで、設定を選択します。

2 ［System Configuration (システム設定)］ダイアログで、オペレーティングシステムを選択しま

す。

3 オペレーティングシステムのリストから削除するOSタイプを選択します。

4 削除をクリックし、次に、はいをクリックして削除を確認します。

5 閉じるをクリックして［System Configuration (システム設定)］ダイアログを終了します。
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II IIユーザ

PlateSpin Transformation Managerにアクセスするには、ユーザアカウントが必要です。ユーザア

カウントを通じて、ユーザは1つ以上の割り当てられた変換プロジェクトのタスクを実行する許可

を受け取ります。フォルトのシステム管理者ユーザおよびシステム管理者の役割に割り当てられた
他のユーザには、ユーザ、グループ、組織を作成、管理、削除するのに必要な許可があります。こ
のセクションでは、一般的なユーザ管理タスクについて説明します。

 65ページの第7章「PlateSpinユーザ管理の概要」

 71ページの第8章「組織を管理する」

 77ページの第9章「ユーザの管理」

 81ページの第10章「グループを管理する」

 85 ページの付録 A「役割と権限」
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7 7PlateSpinユーザ管理の概要

PlateSpin Transformation Managerでは、ユーザはTransformation Managerにアクセスして、変換

プロジェクトを計画、監視、または実行可能な個人です。Transformation Managerでは、インス

トールプロセス中にユーザアカウントを作成し、このユーザをシステム管理者の役割に割り当てま
す。このデフォルトユーザは、最初はユーザアカウントを作成し、それに役割を割り当て、また組
織やグループを作成することに責任があります。 

Transformation Managerは、ユーザアカウント情報を格納し、ユーザを認証してアクセスを許可し

ます。アクセス制御により、ユーザが表示可能な情報および実行可能なアクションが規制されます。 

 65 ページの 「システムユーザおよび組織ユーザ」

 66 ページの 「役割」

 68 ページの 「例: Digital Airlinesユーザ」

システムユーザおよび組織ユーザ

デフォルトのシステム管理者ユーザは、ユーザアカウントを追加し、それをプロジェクト役割に割
り当て、他のユーザがプロジェクト情報を管理または表示できるようにする必要があります。ユー
ザまたはグループを作成すると、ユーザのスコープを2つのレベルのうちの1つに設定できます。

 システム: システムユーザおよびグループは、割り当てられた役割に関連付けられている特権

のみを持ちます。システムユーザに割り当てることができるのは次のとおりです。 

 システム管理者役割(管理者グループのメンバー)

 プロジェクトマネージャ

 プロジェクト設計者

 マイグレーションスペシャリスト

 ダッシュボードビューアの役割

 システムグループ

システムグループを役割に割り当て、グループメンバーシップを管理して、管理を容易にする
こともできます。

 組織: 組織ユーザおよびグループは、割り当てられた役割に関連付けられている特権のみを持

ちます。組織ユーザに割り当てることができるのは次のとおりです。

 ダッシュボードビューアの役割
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役割

変換プロジェクトを計画、監視、および実行させる役割にユーザまたはグループを割り当てること
ができます。Transformation Managerは、システム管理者、プロジェクトマネージャ、プロジェク

ト設計者、マイグレーションスペシャリスト、およびダッシュボードビューアの5つの役割を提供

します。各役割にはPTM環境における独自の責任があります。各役割の許可に関する詳細について

は、85 ページの付録 A「役割と権限」を参照してください。

役割は直接割り当てるか、継承することができます。継承される役割は、システム、組織、プロ
ジェクト、Wave、またはバッチレベルでシステムユーザまたはグループに設定できます。継承され

る役割は、組織、プロジェクト、Wave、バッチレベルで組織ユーザまたはグループに設定できます。

継承される役割は、図 7-1に示すように、既存のおよび新しいコンポーネントのそのレベルにおけ

るすべてのコンポーネントに対して適用されます。たとえば、Johnを組織のプロジェクトマネー

ジャとしてシステムユーザアカウントを割り当てる場合、組織の既存のおよび新しいプロジェクト
は自動的にその設定を継承します。 

図 7-1   継承される役割の許可のスコープ

 66 ページの 「システム管理者の役割」

 67 ページの 「プロジェクトマネージャの役割」

 67 ページの 「プロジェクト設計者の役割」

 68 ページの 「マイグレーションスペシャリストの役割」

 68 ページの 「ダッシュボードビューアの役割」

システム管理者の役割

システム管理者の役割はTransformation Managerのすべての特権を備えています。インストール中

に自動作成した初期ユーザアカウントにはこの役割があります。システムユーザまたはシステムグ
ループをAdministratorsグループに追加して、この役割を割り当てることができます。通常システ

ム管理者は次のタスクを実行します。

 PTMサーバのヘルスを設定、管理、および監視します。

 製品全体においてすべての特権を持っています。
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 次のタスクを実行する排他的特権を持っています。

 組織を作成および削除します。

 プロジェクトを作成および削除します。

 オペレーティングシステムの種類を作成および削除します。

 組織レベルでユーザおよびグループを役割に割り当てます。

 ユーザおよびグループをプロジェクトマネージャの役割に割り当てます。

 任意のプロジェクトのあらゆる役割についてすべてのタスクを実行できます。

プロジェクトマネージャの役割

プロジェクトマネージャの役割はユーザまたはグループにできます。割り当てられたプロジェクト
で、この役割は次のタスクを実行するために必要な権限があります。

 プロジェクトを管理します。 

 ユーザを作成および削除します。

 非管理者グループを作成および削除し、メンバーをこのグループに割り当てます。

 ユーザまたはグループをプロジェクト設計者、マイグレーションスペシャリスト、およびダッ

シュボードビューアの各役割に割り当てます。

 ダッシュボードを使用してプロジェクトの進捗状況およびコアの統計を追跡します。

 プロジェクト設計者のタスクを実行します。

 ウェーブ、バッチ、およびアプリケーションを作成および削除します。

 プロジェクトのワークロードをバルクインポートします。

 リソースを作成および削除します。

 提案するワークロードを定義します。

 変換の準備ができているワークロードを送信する、または変換を変更する必要がある場合

にはワークロードを取り消します。

プロジェクト設計者の役割

プロジェクト設計者の役割はユーザまたはグループにできます。割り当てられたプロジェクトで、
この役割は次のタスクを実行するために必要な権限があります。

 プロジェクトのすべての情報を表示します。

 ウェーブ、バッチ、およびアプリケーションを作成および削除します。

 ユーザまたはグループをウェーブおよびバッチのマイグレーションスペシャリストの役割に割

り当てます。

 プロジェクトのワークロードをバルクインポートします。

 リソースを作成および削除します。

 提案するワークロードを定義します。

 変換の準備ができているワークロードを送信する、または変換を変更する必要がある場合には

ワークロードを取り消します。
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 ダッシュボードを使用してプロジェクトの進捗状況およびコアの統計を追跡します。 

 プロジェクトの計画に応じて、個々のマイグレーションを実行できます。

マイグレーションスペシャリストの役割

マイグレーションスペシャリストの役割はユーザまたはグループにできます。割り当てられたプロ
ジェクト、ウェーブまたはバッチで、この役割は次のタスクを実行するために必要な権限がありま
す。

 プロジェクトのウェーブ、バッチ、およびワークロードの情報を表示します。

 プロジェクトのリソースの情報を表示します。

 プロジェクトの計画に応じて、個々のマイグレーションを実行します。

 ダッシュボードを使用してプロジェクトの進捗状況およびコアの統計を追跡します。

ダッシュボードビューアの役割

ダッシュボードビューアの役割はユーザまたはグループにできます。ダッシュボードビューアの役
割は、割り当てられた組織、プロジェクト、ウェーブ、またはバッチのダッシュボード情報のみを
表示するために必要な権限があります。システム、組織、プロジェクト、ウェーブ、またはバッチ
レベルでこの役割を割り当てる場合、継承される権限が子コンテナのこの役割に適用されます。 

例: Digital Airlinesユーザ

各プロジェクトには通常1人のマネージャがいます。この例では、Digital Airlines組織に複数の

プロジェクトがあります。プロジェクトのすべてにわたってプロジェクトマネージャ役割を3人の

ユーザで共有したいと思っています。個別ではなグループで役割割り当てを管理したいと思ってい
ます。グループは、組織レベルでアクセス権を受け取り、そのメンバーが組織のプロジェクトのす
べてを管理できるようにします。 

システム管理者ユーザ(管理者グループのメンバー)は、図 7-2に示すように、次のタスクを実行

します。

1. Digital Airlinesの組織アカウントを作成します。

2. 作業者Alice、Ben、Jacobのシステムユーザアカウントを作成します。 

3. システムグループDigAir PMを作成します。

4. 3人のシステムユーザをこのグループに割り当てます。 

5. DigAir PMグループを組織レベルのDigital Airlines組織のプロジェクトマネージャの役割に割

り当てます。

6. デジタルエアラインのプロジェクトを作成します。

7. 組織の各プロジェクトはプロジェクトマネージャ役割のグループを自動的に継承します。 

この設定では、DigAir PMグループのメンバーは、Digital Airlines組織のすべてのプロジェクト

を管理できます。 
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図 7-2   グループのプロジェクトマネージャ役割への割り当て

グループメンバーシップから直接、または間接的にユーザ許可を割り当てることができます。ユー
ザを複数の役割に割り当てる場合は、Webインタフェースのユーザの許可は累積的になります。 

たとえば、Aliceが現在DigAir PMグループに割り当てられているシステムユーザであるとします。

彼女にWebインタフェースのシステム管理者の役割も実行してほしいとします。Aliceをシステム

管理者役割の関連する許可を付与するため、Aliceを管理者グループのメンバーとして追加すること

ができます。図 7-2の管理者グループメンバーシップを参照してください。 

プロジェクトマネージャ役割はユーザに、システム管理者の役割に関連付けられているタスクの追
加の権限を付与せずに、ユーザおよびグループを作成、変更、および削除する機能を提供します。
たとえば、Aliceにプロジェクトマネージャ役割を割り当てることができます。Aliceがユーザとグ

ループを作成した後で、Digital Airlinesプロジェクトのプロジェクトマネージャ(すなわち、

DigAir PMグループのメンバー)は、彼らに従属プロジェクト役割を割り当てることができます。
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8 8組織を管理する

組織は、ビジネス環境の一部の組織エンティティとの論理的関連付けを表しています。たとえば、
データセンターのプロバイダにとっては、各組織が会社を表す場合があります。企業のIT部門に

とっては、組織が会社のサイト、ビジネスユニット、部門、または会社内のコストセンターを表す
場合があります。

 71 ページの 「組織について」

 72 ページの 「組織の作成」

 73 ページの 「組織のロゴをアップロードする」

 74 ページの 「組織の編集」

 75 ページの 「組織の削除」

組織について

Transformation Managerを使用すると、組織アカウントの次の情報を追跡できます。

名前: PTMシステムで一意の組織の名前を指定します。この名前は、文字または数字で始まる必要が

あります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用できる特殊文字はスペース、
ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コンマ、およびピリオ
ドです。

説明: (オプション)組織の簡単な説明を指定します。このテキストは、デフォルトでは組織リスト

に表示されます。

イメージ: (オプション)組織を表すイメージをアップロードします。 

関連付け: 次のタブを使用すると、組織に関連付けられたコンポーネントを表示または管理できま

す。ユーザに割り当てられた役割に応じて、使用できないオプションもあります。

 計画

 プロジェクト(作成、編集、表示、削除) - 99ページの第12章「プロジェクトの管理」を参

照してください。

 リソース

 資格情報(作成、編集、表示、削除) - 201ページのセクション21「資格情報リソースの管

理」を参照してください。

 ホスト - 207ページのセクション22「ホストリソースの管理」を参照してください。

 ソース(表示)

 ターゲット(作成、編集、表示、削除)

これらのタスクを実行できるユーザ: システム管理者またはシステム管理者役割
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 ネットワーク - 219ページのセクション24「ネットワークリソースの管理」を参照してく

ださい。

 ソース(表示)

 ターゲット(作成、編集、表示、削除)

 データストア - 223ページのセクション25「データストアリソースの管理」を参照してく

ださい。 

 ソース(表示)

 ターゲット(作成、編集、表示、削除)

 環境(作成、編集、表示、削除) - 231ページのセクション27「環境リソースの管理」を参

照してください。

 アプリケーション(作成、編集、表示、削除) - 115ページの第15章「アプリケーションの

管理」を参照してください。

 マイグレーションサーバ(作成、編集、表示、削除) - 215ページのセクション23「マイグ

レーションサーバリソースの管理」を参照してください。

 リソースプール(作成、編集、表示、削除) - 227ページのセクション26「リソースプール

リソースの管理」を参照してください。

 ユーザ

プロジェクトレベルのプロジェクトの役割割り当ては、その子コンポーネントによって自動的
に継承されます。

 ダッシュボードビューア(表示、追加、削除) - 68 ページの 「ダッシュボードビューアの

役割」を参照してください。

 マイグレーションスペシャリスト(表示、追加、削除) - 68 ページの 「マイグレーション

スペシャリストの役割」を参照してください。

 プロジェクト設計者(表示、追加、削除) - 67 ページの 「プロジェクト設計者の役割」を

参照してください。

 プロジェクトマネージャ(表示、追加、削除) - 67 ページの 「プロジェクトマネージャの

役割」を参照してください。

組織の作成

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 組織タブを選択します。

3 作成をクリックします。

4 ［組織の作成］ダイアログで、PTMシステム内で一意の組織の名前を指定します。

5 (オプション)組織の簡単な説明を指定します。

6 (オプション)組織を表すイメージをアップロードします。イメージペインをマウスオーバー

し、Upload New Image (新しいイメージをアップロードする)をクリックし、ブラウズして組織に

使用するイメージを見つけて選択し、開くをクリックします。 

7 保存をクリックして組織のインスタンスを作成し、関連付けペインを有効にします。

8 (オプション)関連付けペインで、組織の関連付けを定義します。
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計画

 プロジェクト(作成、編集、表示、削除) - 99ページの第12章「プロジェクトの管理」を参

照してください。

リソース

 資格情報(作成、編集、表示、削除) - 201ページのセクション21「資格情報リソースの管

理」を参照してください。

 ホスト - 207ページのセクション22「ホストリソースの管理」を参照してください。

 ソース(表示)

 ターゲット(作成、編集、表示、削除)

 ネットワーク - 219ページのセクション24「ネットワークリソースの管理」を参照してく

ださい。

 ソース(表示)

 ターゲット(作成、編集、表示、削除)

 データストア - 223ページのセクション25「データストアリソースの管理」を参照してく

ださい。 

 ソース(表示)

 ターゲット(作成、編集、表示、削除)

 環境(作成、編集、表示、削除) - 231ページのセクション27「環境リソースの管理」を参

照してください。

 アプリケーション(作成、編集、表示、削除) - 115ページの第15章「アプリケーションの

管理」を参照してください。

 マイグレーションサーバ(作成、編集、表示、削除) - 215ページのセクション23「マイグ

レーションサーバリソースの管理」を参照してください。

 リソースプール(作成、編集、表示、削除) - 227ページのセクション26「リソースプール

リソースの管理」を参照してください。

［ユーザ］ 

 ダッシュボードビューア(表示、追加、削除) - 68 ページの 「ダッシュボードビューアの

役割」を参照してください。

 マイグレーションスペシャリスト(表示、追加、削除) - 68 ページの 「マイグレーション

スペシャリストの役割」を参照してください。

 プロジェクト設計者(表示、追加、削除) - 67 ページの 「プロジェクト設計者の役割」を

参照してください。

 プロジェクトマネージャ(表示、追加、削除) - 67 ページの 「プロジェクトマネージャの

役割」を参照してください。

9 ［保存］をクリックします。

10 ［閉じる］をクリックします。

組織のロゴをアップロードする

組織のロゴを追加するには:

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。
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2 組織タブを選択します。

3 組織を選択してから、編集をクリックします。

4 組織を表すイメージをアップロードします。イメージペインをマウスオーバーし、Upload New 
Image (新しいイメージをアップロードする)をクリックし、組織に使用するイメージをブラウ

ズして見つけ、選択し、開くをクリックします。 

5 ［保存］をクリックします。

6 ［閉じる］をクリックします。

組織の編集

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 組織タブを選択します。

3 ［組織］リストで、組織をダブルクリック、または組織を選択し、編集をクリックします。

4 (オプション)組織の簡単な説明を指定します。

5 (オプション)組織を表すイメージをアップロードします。イメージペインをマウスオーバー

し、Upload New Image (新しいイメージをアップロードする)をクリックし、ブラウズして組織に

使用するイメージを見つけて選択し、開くをクリックします。 

6 関連付けペインで、関連付け情報を表示または変更します。

 プロジェクト - 99ページの第12章「プロジェクトの管理」を参照してください。

 ユーザ

 ダッシュボードビューア - 68 ページの 「ダッシュボードビューアの役割」を参照し

てください。

 マイグレーションスペシャリスト - 68 ページの 「マイグレーションスペシャリスト

の役割」を参照してください。

 プロジェクト設計者 - 67 ページの 「プロジェクト設計者の役割」を参照してくださ

い。

 プロジェクマネージャ - 67 ページの 「プロジェクトマネージャの役割」を参照して

ください。

 資格情報 - 201ページのセクション21「資格情報リソースの管理」を参照してください。

 ホスト - 207ページのセクション22「ホストリソースの管理」を参照してください。

 ネットワーク - 219ページのセクション24「ネットワークリソースの管理」を参照してく

ださい。

 データストア - 223ページのセクション25「データストアリソースの管理」を参照してく

ださい。 

 環境 - 231ページのセクション27「環境リソースの管理」を参照してください。

 アプリケーション - 115ページの第15章「アプリケーションの管理」を参照してください。

 マイグレーションサーバ - 215ページのセクション23「マイグレーションサーバリソース

の管理」を参照してください。

 リソースプール - 227ページのセクション26「リソースプールリソースの管理」を参照し

てください。

7 情報を変更したら、保存をクリックします。

8 ［閉じる］をクリックします。
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組織の削除

組織を削除すると、組織の関連付けセットアップも自動的に削除されます。

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 組織タブを選択します。

3 ［組織］リストで、組織を選択し、削除をクリックします。

4 はいをクリックして削除を確認するか、いいえをクリックして組織を残します。
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9 9ユーザの管理

Transformation Managerは、インストールプロセス中にユーザアカウントを作成し、このユーザを

システム管理者の役割に割り当てます。このデフォルトのシステム管理者は、最初にユーザアカウ
ント、組織およびグループを作成します。デフォルトのシステム管理者ユーザは削除できません。

 77 ページの 「ユーザについて」

 78 ページの 「ユーザの表示」

 78 ページの 「ユーザの作成」

 78 ページの 「ユーザの編集」

 79 ページの 「ユーザパスワードの変更」

 79 ページの 「ユーザの削除」

ユーザについて

PlateSpin Transformation Managerを使用すると、ユーザの次の情報を追跡できます。

フルネーム: ユーザの姓名を指定します。名前には文字、数字、および次の特殊文字のみ使用でき

ます。スペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コン
マ、およびピリオドです。

電子メールアドレス: PTMシステムで一意のユーザの電子メールアドレスを指定します。

電話番号: (オプション)ユーザの連絡先電話番号を指定します。 

パスワード: PTMシステムのユーザアカウントのパスワードを指定します。確認のためにパスワード

を再入力します。パスワードは5文字以上にする必要があります。ユーザアカウントの役割をセッ

トアップした後、初期パスワードをユーザに送信します。ユーザは初期パスワードを使用してログ
インしてから好みのパスワードを設定します。

注: パスワードは製品ごとに異なります。パスワードはPTMデータベースに安全に格納されます。 

スコープ: ユーザの特権がPTMシステムでシステムレベルで適用されるかまたは組織レベルで適用

されるかを指定します。ユーザのスコープは、設定後には変更できません。組織のスコープは、組
織のプロジェクトのダッシュボードビューアの役割のユーザのみに使用されます。

メンバーシップおよびアクセス: 次のタブを使用すると、変換環境の情報へのユーザのアクセスを

表示または管理できます。ユーザに割り当てられた役割に応じて、使用できないオプションもあり
ます。

 すべての役割

 システム(追加、削除)

 組織(追加、削除)

これらのタスクを実行できるユーザ: システム管理者、またはシステム管理者役割
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 プロジェクト(追加、削除)

 ウェーブ(追加、削除)

 バッチ(追加、削除)

 グループメンバーシップ(表示、追加、削除)

ユーザの表示

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 ユーザタブを選択します。

3 ［ユーザ］リストで、ユーザをダブルクリック、またはユーザを選択し、表示するをクリックし
ます。

4 ［ユーザの表示］ダイアログで、ユーザ、メンバーシップおよびアクセスの情報を表示します。

5 ［閉じる］をクリックします。

ユーザの作成

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 ユーザタブを選択します。

3 作成をクリックします。

4 ［ユーザの作成］ダイアログの［ユーザ］ペインで、ユーザアカウントの次の情報を指定しま
す。

 氏名

 電子メールアドレス

 電話番号(オプション)

 パスワードおよびパスワードの確認

 スコープ(システムまたは組織)

5 保存をクリックしてユーザアカウントのインスタンスを作成し、メンバーシップおよびアクセス

ペインを有効にします。

6 メンバーシップおよびアクセスペインで、ユーザアカウントに割り当てる権限および役割を定義
します。

7 ［保存］をクリックします。

8 ［閉じる］をクリックします。

ユーザの編集

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 ユーザタブを選択します。

3 ［ユーザ］リストで、ユーザをダブルクリック、またはユーザを選択し、編集をクリックしま
す。

4 ［ユーザの編集］ダイアログで、ユーザ情報またはメンバーシップおよびアクセスの情報を表
示または変更します。
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5 情報を変更したら、保存をクリックします。

6 ［閉じる］をクリックします。

ユーザパスワードの変更

システム管理者はユーザアカウントのパスワードを変更できます。非管理者ユーザは割り当てられ
たユーザアカウントに関連付けられているパスワードを変更できます。 

ユーザはシステム管理者によって送信された最初のパスワードでログインしてから、希望するパス
ワードを設定します。新しいパスワードが保存され、次回ユーザがセッションにログインしたとき
に反映されます。

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 ユーザタブを選択します。

3 ［ユーザ］リストで、ユーザ名をダブルクリックするか、ユーザ名を選択して、編集をクリック
します。

4 ［ユーザの編集］ダイアログで、希望するパスワードを入力し、そのパスワードを再度入力す
ると変更が確定されます。

5 ［保存］をクリックします。

6 ［閉じる］をクリックします。

ユーザの削除

ユーザを削除すると、そのユーザにセットアップされた役割と許可も自動的に削除されます。

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 ユーザタブを選択します。

3 ［ユーザ］リストで、ユーザを選択し、削除をクリックします。

4 はいをクリックして削除を確認するか、いいえをクリックしてユーザを残します。
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10 10グループを管理する

ユーザをグループと関連付けし、アクセスをより効果的に管理することもできます。グループのメ
ンバーは、グループに割り当てられたアクセス制御を継承します。

 81 ページの 「グループについて」

 82 ページの 「グループの表示」

 82 ページの 「グループの作成」

 82 ページの 「グループの編集」

 83 ページの 「グループの削除」

グループについて

Transformation Managerを使用すると、グループの次の情報を追跡できます。

フルネーム: PTMシステムで一意のグループアカウントの名前を指定します。名前には文字、数字、

および次の特殊文字のみ使用できます。スペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、
パーセント、アンパサンド、コンマ、およびピリオドです。

電子メールアドレス: (オプション)PTMシステムで一意のグループの電子メールアドレスを指定し

ます。

スコープ: ユーザの特権がPTMシステムでシステムレベルで適用されるかまたは組織レベルで適用

されるかを指定します。ユーザのスコープは、設定後には変更できません。組織のスコープは、組
織のプロジェクトのダッシュボードビューアの役割のグループのみに使用されます。

メンバーシップおよびアクセス: 次のタブを使用すると、変換環境の情報へのグループのアクセス

を表示または管理できます。グループに割り当てられた役割に応じて、使用できないオプションも
あります。

 すべての役割

 システム(追加、削除)

 組織

 マイグレーションスペシャリスト(追加、削除)

 プロジェクト設計者(追加、削除)

 プロジェクトマネージャ(追加、削除)

 プロジェクト

 マイグレーションスペシャリスト(追加、削除)

 プロジェクト設計者(追加、削除)

 プロジェクトマネージャ(追加、削除)
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 ウェーブ

 マイグレーションスペシャリスト(追加、削除)

 プロジェクト設計者(追加、削除)

 バッチ

 マイグレーションスペシャリスト(追加、削除)

 プロジェクト設計者(追加、削除)

 メンバー(表示、追加、削除)

グループの表示

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 グループタブを選択します。

3 ［グループ］リストで、グループをダブルクリック、またはグループを選択し、表示するをク
リックします。

4 ［グループの表示］ダイアログで、グループ、メンバーシップおよびアクセスの情報を表示し
ます。

5 ［閉じる］をクリックします。

グループの作成

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 ［グループ］タブを選択します。

3 作成をクリックします。

4 ［グループの作成］ダイアログの［グループ］ペインで、グループアカウントの次の情報を指
定します。

 フルネーム

 電子メールアドレス

 スコープ(システムまたは組織)

5 保存をクリックしてグループアカウントのインスタンスを作成し、メンバーシップおよびアクセ

スペインを有効にします。

6 メンバーシップおよびアクセスペインで、グループアカウントに割り当てる役割およびメンバー
を定義します。

7 ［保存］をクリックします。

8 ［閉じる］をクリックします。

グループの編集

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 グループタブを選択します。

3 ［グループ］リストで、グループをダブルクリック、またはグループを選択し、編集をクリック
します。
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4 ［グループの編集］ダイアログで、グループ、メンバーシップおよびアクセスの情報を表示ま
たは変更します。

5 情報を変更したら、保存をクリックします。

6 ［閉じる］をクリックします。

グループの削除

グループを削除すると、そのグループにセットアップされた役割およびメンバーシップも自動的に
削除されます。

1 Webインタフェースツールバーで、ユーザを選択します。

2 ［(グループ)］タブを選択します。

3 ［グループ］リストで、グループを選択し、削除をクリックします。

4 はいをクリックして削除を確認するか、いいえをクリックしてグループを残します。
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A A役割と権限

PlateSpin Transformation Managerには役割ベースのアクセス制御が用意されていて、Webインタ

フェースでのアクセスが認定ユーザに制限されます。権限は個々のユーザおよびグループではなく
役割に関連付けられます。役割によって、Webインタフェースで特定のアクションを実行する権限

がユーザまたはグループに付与されます。役割によって実行できるさまざまなジョブ機能が権限に
よって決まります。Webインタフェースの役割には次のものがあります。

 システム管理者

 プロジェクトマネージャ

 プロジェクト設計者

 マイグレーションスペシャリスト

 ダッシュボードビューア

Transformation Managerでユーザおよびグループが持っている権限は、ユーザおよびグループに割

り当てた役割を使用して付与した権限以外にありません。グループのメンバーはグループの役割割
り当てを自動的に継承するため、適切な役割をグループに割り当ててユーザの権限を簡単に管理で
きます。ユーザに役割を割り当てるために、さまざまなグループにユーザを簡単に移動できます。

各プロジェクトの役割の責任範囲は、役割割り当てのレベル(システム、組織、プロジェクト、

ウェーブ、またはバッチ)によって決まります。システムレベルで役割を割り当てられるのはシス

テムユーザのみです。また、複数の組織に役割を割り当てられるのもシステムユーザのみです。 

役割と権限のマトリクスによって、割り当てられた役割に基づいてユーザおよびグループが持つさ
まざまなアクションおよびアクセス制御権限が決まります。

ユーザの役割

表 A-1   役割と権限のマトリクスの凡例

カラム見
出し

ユーザまたは役割 説明

NA ネットワーク管理者 PlateSpin Transformation Managerのアプライアンスを

データセンターにインストールして設定するために十分
な権限を持つIT管理者。

初期設定後、このユーザ(または別の指名されたITメン

バー)は、次のいずれかのアプライアンスユーザ識別情

報を使用してアプライアンス管理ツールにログインし、
アプライアンスを監視および管理します。

vaadmin

 root

SA システム管理者の役割 Administratorsグループのメンバーである

Transformation Managerのシステムユーザ。 
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注釈

N 非対応

Y 対応

YU ユーザ自身のユーザアカウントに限定されます。

YA ユーザに割り当てられたプロジェクトに限定されます。

YN 非管理者グループに限定されます。

役割と権限のマトリクス

表 A-2   アプライアンスおよびアプリケーションの役割と権限

PM プロジェクトマネージャの役割 プロジェクトマネージャの役割を割り当てられた
Transformation Managerのユーザ。 

PA プロジェクト設計者の役割 プロジェクト設計者の役割を割り当てられた
Transformation Managerのユーザ。 

MS マイグレーションスペシャリス
トの役割

マイグレーションスペシャリストの役割を割り当てられ
たTransformation Managerのユーザ。 

DV ダッシュボードビューアの役割 ダッシュボードビューアの役割を割り当てられた
Transformation Managerのユーザ。 

タスクおよびアクション NA SA PM PA MS DV

アプライアンスのインストールおよびセットアップ

ソフトウェアのダウンロード Y N N N N N

VM環境の準備

Hypervisorホスト Y N N N N N

ネットワーク Y N N N N N

外部ストレージ Y N N N N N

VMのインストール Y N N N N N

VMの設定(vaadminまたはroot)

VM設定の変更 Y N N N N N

VMの監視(Gangliaマトリクスおよびレポート) Y N N N N N

システム管理者ユーザの追加 Y N N N N N

システム管理者ユーザのパスワードの変更 Y N N N N N

VMのアップグレード Y N N N N N

ライセンスキー/ブロック(カスタマーセンターのアカウン

ト所有者)

Y N N N N N

カラム見
出し

ユーザまたは役割 説明
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表 A-3   ユーザ管理の役割と権限

PlateSpinサーバの管理(vaadminまたはroot)

初期設定 Y N N N N N

Web Server (Webサーバ) Y N N N N N

システム管理者ユーザの追加 Y N N N N N

システム管理者ユーザのパスワードの変更 Y N N N N N

Webインタフェースセッションのタイムアウト Y N N N N N

Webインタフェースの設定

ライセンス

ライセンスキーの追加 N Y N N N N

ライセンスキーの編集 N Y N N N N

ライセンスキーの削除 N Y N N N N

アクティブなライセンスキーおよび未使用ブロックの表示 N Y N N N N

Connectorの移行

一般設定 N Y N N N N

Migrateサーバの設定 N Y N N N N

お客様が指定するスクリプト N Y N N N N

View (表示) N Y N N N N

オペレーティングシステム

作成 N Y N N N N

編集 N Y N N N N

削除 N Y N N N N

View (表示) N Y N N N N

タスクおよびアクション SA PM PA MS DV

ユーザ

組織

作成 Y N N N N

編集 Y N N N N

削除 Y N N N N

View (表示) Y YU YU N N

タスクおよびアクション NA SA PM PA MS DV
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ユーザ

作成 Y Y N N N

編集 Y YU YU YU YU

削除(Administratorsグループの最後のメンバーを除く) Y Y N N N

View (表示) Y Y Y Y N

パスワードの変更 Y YU YU YU YU

グループ

作成 Y YN N N N

編集 Y YN N N N

削除(Administratorsグループを除く) Y YN N N N

View (表示) Y YN YN N N

役割ベースのアクセス制御(役割を割り当てることができるユーザ)

システム管理者の役割(Administratorsグループ)

メンバーの追加 Y N N N N

メンバーの削除(最後のメンバーを除く) Y N N N N

メンバーの表示 Y N N N N

プロジェクトマネージャの役割

追加 Y N N N N

削除 Y N N N N

プロジェクト設計者の役割

追加 Y Y N N N

削除 Y Y N N N

マイグレーションスペシャリストの役割

追加 Y Y Y N N

削除 Y Y Y N N

ダッシュボードビューアの役割

追加 Y Y N N N

削除 Y Y N N N

タスクおよびアクション SA PM PA MS DV
88 PlateSpin Transformation Managerユーザガイド



表 A-4   Transformation Managementの役割と権限

タスクおよびアクション SA PM PA MS DV

ダッシュボード

警告およびエラー統計の表示 Y N N N N

変換統計の表示 Y YA YA YA YA

計画

プロジェクト

View (表示) Y YA YA YA YA

作成 Y YA N N N

編集 Y YA YA N N

削除 Y YA N N N

Wave

View (表示) Y YA YA YA YA

作成 Y YA YA N N

編集 Y YA YA N N

削除 Y YA YA N N

バッチ

View (表示) Y YA YA YA YA

作成 Y YA YA N N

編集 Y YA YA N N

削除 Y YA YA N N

アプリケーション

View (表示) Y YA YA YA N

作成 Y YA YA N N

編集 Y YA YA N N

削除 Y YA YA N N
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ワークロード

View (表示) Y YA YA N N

インポート(1つまたは範囲) Y YA YA N N

スプレッドシートインポート Y YA YA N N

再試行(マイグレーションアクション) Y YA YA N N

再検出(最初の検出が失敗した場合に自動検出が再試行され

る)

Y YA YA N N

バルク編集 Y YA YA N N

編集 Y YA YA N N

バルク状態変更 Y YA YA N N

削除 Y YA YA N N

変換

View (表示) Y YA YA YA N

統計の表示 Y YA YA YA YA

反映 Y YA YA N N

取り消し Y YA YA N N

再オープン Y YA YA N N

バルク状態変更 Y YA YA YA N

変換の実行 Y N YA YA N

リソース

資格情報

View (表示) Y YA YA YA N

作成 Y YA YA N N

編集 Y YA YA N N

削除 Y YA YA N N

ホスト(ソース)

View (表示) Y YA YA YA N

削除 Y YA YA N N

タスクおよびアクション SA PM PA MS DV
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ホスト(ターゲット)

View (表示) Y YA YA YA N

作成 Y YA YA N N

編集 Y YA YA N N

削除 Y YA YA N N

マイグレーションサーバ

View (表示) Y YA YA YA N

作成 Y YA YA N N

編集 Y YA YA N N

削除 Y YA YA N N

ネットワーク(ソース)

View (表示) Y YA YA YA N

削除 Y YA YA N N

ネットワーク(ターゲット)

View (表示) Y YA YA YA N

作成 Y YA YA N N

編集 Y YA YA N N

削除 Y YA YA N N

データストア(ソース)

View (表示) Y YA YA YA N

削除 Y YA YA N N

データストア(ターゲット)

View (表示) Y YA YA YA N

作成 Y YA YA N N

編集 Y YA YA N N

削除 Y YA YA N N

タスクおよびアクション SA PM PA MS DV
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リソースプール

View (表示) Y YA YA YA N

作成 Y YA YA N N

編集 Y YA YA N N

削除 Y YA YA N N

環境

View (表示) Y YA YA YA N

作成 Y YA YA N N

編集 Y YA YA N N

削除 Y YA YA N N

タスクおよびアクション SA PM PA MS DV
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III III計画

PlateSpin Transformation Managerには、要素を作成して編成し、変換プロジェクトを定義するた

めに必要なツールが用意されています。

 95ページの第11章「プロジェクト計画の概要」

 99ページの第12章「プロジェクトの管理」

 105ページの第13章「Waveの管理」

 109ページの第14章「バッチの管理」

 115ページの第15章「アプリケーションの管理」

 119ページの第16章「プロジェクトの監視」

 125 ページの付録 B「グローバルプランニングオブジェクト」
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11 11プロジェクト計画の概要

PlateSpin Transformation Managerは、数千から数万ものワークロードを持つ大規模なプロジェク

トの変換をスケジュールできるプランニングツールです。小さなバッチでグループ化されたWaveで
発生する変換をWaveごとにスケジュールできます。

 95 ページの 「ウェーブおよびバッチのプランニング」

 96 ページの 「プランニングの前提条件」

 96 ページの 「アクセス許可の付与」

 97 ページの 「ワークロードの変換」

 97 ページの 「日付のスケジューリング」

ウェーブおよびバッチのプランニング

大規模なIT変換プロジェクトは、複数の場所にまたがる場合がある生産環境で長期間にわたって行

われることが普通です。将来のネットワークアクティビティおよび条件は、予測しにくいことがあ
り、詳細は不明です。大量のワークロードがある複雑なプロジェクトは、完了までに数カ月または
数年かかる場合があります。数カ月前になってからのみ詳細の計画が可能になる場合もあります。

PlateSpin Transformation Managerは、ローリングウェーブプランニングをサポートしていて、変

換タスクの短期プランニングおよび長期プランニングが可能になっています。図 11-1に示すよう

に、プロジェクトの変換タスクをウェーブで編成できます。短期ウェーブでは、タスクを詳細に計
画できます。新しく、より適切な情報が入手可能になるにつれ、将来のウェーブの変換計画を洗練
できます。 

図 11-1   ウェーブのプランニング 
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ウェーブ内では、バッチは同時に変換するワークロードのようにグループ化されます。ネットワー
クリソースを使用できる間にはバッチの方が簡単にスケジュールできます。各バッチおよびウェー
ブで貴重な結果をもたらすことができます。スケジュールは柔軟性があります。開始日およびカッ
トオーバー日をステークホルダーと調整し、ビジネスに重要な計画済みのイベントを回避できます。

図 11-2   バッチのプランニング

プランニングの前提条件

プロジェクトを作成するとき、これを特定の組織と関連付ける必要があります。プロジェクトを追
加するにはその前に、親組織を作成し、変換プロジェクトを作成するときにその親組織を使用でき
るようにする必要があります。ウェーブ、バッチ、アプリケーション、およびワークロードはすべ
てこれらの親プロジェクトの子コンテナです。

アクセス許可の付与

PlateSpin Transformation Managerには、プロジェクトを管理するために次の役割が用意されてい

ます。

 プロジェクトマネージャ: プロジェクトマネージャは、プロジェクトのすべての側面を管理す

る責任があります。

 プロジェクト設計者: プロジェクト設計者は、ワークロードの変換計画を設定し、変換をスケ

ジューリングし、変換のヘルスを監視する責任があります。

 マイグレーションスペシャリスト: マイグレーションスペシャリストは、変換を実行する責任

があります。

 ダッシュボードビューア: ダッシュボードビューアは、プロジェクトの進捗状況およびメト

リックを監視するステークホルダーです。
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ワークロードの変換

現在の運用モードから将来の運用モードへのワークロードの変換は、変換プロジェクトの基本的な
管理目標です。変換計画には次の情報が含まれます。

 ワークロード間の依存性

 元の各ワークロードおよび提案するワークロードについてのデータ

 ワークロードタスクのシーケンス

 タスクを実行する必要があるタイミング

図 11-3は、プランニングオブジェクト(組織、プロジェクト、ウェーブ、バッチ、およびワーク

ロード)の間の親子関係を示しています。 

図 11-3   プランニングオブジェクトの親子関係

日付のスケジューリング 
プロジェクトの日付は、ビジネスニーズおよびネットワークニーズに応じて設定できます。ビジネ
スの要素には、プロジェクトの優先度、タスクの依存性、およびリソースの利用可否が含まれます。
ネットワーク環境の要素には、使用できる帯域幅、接続速度、および変換するデータ量が含まれま
す。

特定のカットオーバー日がある場合や、できる限り効率的かつ迅速に作業が完了するように計画を
作成すればよい場合があります。外部イベントによって、特定のタスクを完了しなければならない
日付が決まる場合もあります。ITリソースおよび人的リソースの利用可否もスケジュールを制約し

ます。

ウェーブおよびバッチの日付は、手動で設定できるほか、親オブジェクトから継承できます。子オ
ブジェクトの日付は、その親オブジェクトの実行ウィンドウ内である必要があります。

図 11-4は、日付が親オブジェクトから子オブジェクトへどのように継承されるかを示しています。

手動で設定した日付は、フィールドおよび表に黒のフォントで表示されます。継承された日付は、
フィールドおよび表に灰色のフォントで表示されます。

手動で日付を設定すると、この日付設定は継承よりも優先されます。手動設定した日付のあるワー
クロードをバッチ間で移動すると、この手動日付設定は変更されませんが、継承された日付設定は
自動的に変更されます。 
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図 11-4に、ワークロードをバッチ1からバッチ3に移動した後に手動の日付がどのように同じまま

になるかを示します。手動の日付が新しいバッチの実行ウィンドウ外になると、その日付はフィー
ルドおよび表に赤のフォントで表示されます。ワークロードの実行ウィンドウが新しい親ウィンド
ウ外に拡張された場合、その日付を再設定する必要があります。

図 11-4   継承された開始日と終了日

注: 日付は、使用中のコンピュータブラウザのロケール設定のフォーマットで表示されます。 

PlateSpin Transformation Managerは、オブジェクトが設定を取得した方法に応じて、次のフォン

トの色でオブジェクトの日付を表示します。

日付のフォントの色 条件

灰色 日付は親オブジェクトから継承されています。 

黒 日付はオブジェクトで直接設定されました。新しい日付は子オブジェク
トによって自動的に継承されます。

赤 日付は親オブジェクトで設定された実行ウィンドウの前または後になっ
ています。

 オブジェクトの開始日は親の開始日の前です。

 オブジェクトの終了日またはカットオーバー日は親の終了日または

カットオーバー日の後です。

1

1

1 3

2 3
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12 12プロジェクトの管理

PlateSpin Transformation Managerを使用すると、ビジネスニーズに基づいて、ワークロード変換

の情報を分析し、プロジェクトに編成できます。 

 99 ページの 「プロジェクトについて」

 101 ページの 「プロジェクトの前提条件」

 101 ページの 「プロジェクトの表示」

 101 ページの 「プロジェクトの作成」

 102 ページの 「プロジェクトの編集」

 102 ページの 「プロジェクトのカスタムフィールド名の設定」

 103 ページの 「プロジェクの関連付けの設定」

 104 ページの 「プロジェクトの削除」

プロジェクトについて

プロジェクトでは、変換プロジェクトの次の情報を追跡できます。

名前: 組織で一意のプロジェクトのフレンドリ名。この名前は、文字または数字で始まる必要があ

ります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用できる特殊文字はスペース、ハ
イフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コンマ、およびピリオド
です。

組織: プロジェクトの親組織の名前。

説明: (オプション)プロジェクトの簡単な説明。

開始日: ワークロードの変換の開始計画日。

終了日: すべてのワークロードの変換を正常に完了する必要がある日付。

モード: プロジェクトのモードを指定します。必要に応じてモード間を切り替えることができます。

 計画: 計画モードでは、サポートされているさまざまな変換方式とプランニングオプションが

許可されています。 

計画モードを使用して、手動で、またはサードパーティのマイグレーションツールを使用して
実行する変換を計画します。個々のワークロードに自動化を設定することもできます。

 自動化: 自動化モードでは、ユーザのPlateSpinマイグレーション環境内のワークロードマイ

グレーションを計画して実行できます。PlateSpin Migrateサーバを使用したマイグレーショ

ンにのみ適用される追加の設定が提供され、そのいくつかのオプションは自動化によってサ
ポートされている内容に制限されています。詳細については、16 ページの 「PlateSpinマイグ

レーション環境」を参照してください。

自動化モードを使用して、PlateSpinマイグレーション環境で自動化または半自動化オプショ

ンを使用して実行する変換を計画します。個々のワークロードに手動またはサードパーティの
マイグレーションを設定することもできます。
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カスタムフィールド名: プロジェクトの追跡対象の追加情報タイプ。1～7個のカスタムのフィール

ドを定義できます。各カスタムのフィールドは独立していて、任意の目的で使用できます。使用法
には、新しい属性、論理タグ、優先度システム、連絡先情報などがあります。

たとえば、ワークロードを日々のIT管理者で特定する場合、Custom 1 (カスタム1)フィールドの名

前をプロジェクトの連絡先1に定義します。値は、プロジェクトに応じて、連絡先担当者の名前、

ユーザ名、または電子メールアドレスにできます。［変換］ダイアログの［連絡先］フィールドに
ワークロードの値を指定します。

関連付け: 関連付けは、さまざまなコンポーネントとプロジェクトの関係を定義します。［ワーク

ロード］タブを除くプライマリタブで実行できるタスクは、各タブでも実行できます。ワークロー
ドでは、プロジェクトに関連付けられた元のワークロードと提案するワークロードの情報を表示で
きます。

 計画

 ウェーブ(作成、編集、表示、削除) - 105 ページの 「Waveの管理」を参照してください。

 バッチ(作成、編集、表示、移動、削除) - 109 ページの 「バッチの管理」を参照してくだ

さい。

 アプリケーション(作成、編集、表示、削除) - 115 ページの 「アプリケーションの管理」

を参照してください。

 ワークロード(元、提案) - 151 ページの 「ワークロード変換の設定」を参照してくださ

い。

 リソース

 資格情報(作成、編集、表示、削除) - 201 ページの 「資格情報リソースの管理」を参照し

てください。

 ホスト - 207 ページの 「ホストリソースの管理」を参照してください。

 ソース(表示)

 ターゲット(作成、編集、表示、削除)

 マイグレーションサーバ(作成、編集、表示、削除) - 215 ページの 「マイグレーション

サーバリソースの管理」を参照してください。

 ネットワーク - 219 ページの 「ネットワークリソースの管理」を参照してください。

 ソース(表示)

 ターゲット(作成、編集、表示、削除)

 データストア - 223 ページの 「データストアリソースの管理」を参照してください。 

 ソース(表示)

 ターゲット(作成、編集、表示、削除)

 リソースプール(作成、編集、表示、削除) - 227 ページの 「リソースプールリソースの管

理」を参照してください。

 環境(作成、編集、表示、削除) - 231 ページの 「環境リソースの管理」を参照してくださ

い。

 ユーザ

プロジェクトレベルのプロジェクトの役割割り当ては、その子コンポーネントによって自動的
に継承されます。

 ダッシュボードビューア(表示、追加、削除) - 68 ページの 「ダッシュボードビューアの

役割」を参照してください。
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 マイグレーションスペシャリスト(表示、追加、削除) - 68 ページの 「マイグレーション

スペシャリストの役割」を参照してください。

 プロジェクト設計者(表示、追加、削除) - 67 ページの 「プロジェクト設計者の役割」を

参照してください。

 プロジェクトマネージャ(表示、追加、削除) - 67 ページの 「プロジェクトマネージャの

役割」を参照してください。

プロジェクトの前提条件

プロジェクトを作成するとき、これを特定の組織と関連付ける必要があります。プロジェクトを作
成するにはその前に、親組織を作成し、プロジェクトを作成するときにその親組織を使用できるよ
うにする必要があります。詳細については、72 ページの 「組織の作成」を参照してください。

プロジェクトの表示

表示オプションを使用すると、表示権限を持つユーザはプロジェクト情報を表示できます。

プロジェクト情報を表示するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 プロジェクトタブを選択します。

3 プロジェクトリストで、目的のプロジェクトを検索して見つけます。

4 プロジェクトを選択し、表示をクリックします。

5 操作を終了したら閉じるをクリックします。

プロジェクトの作成

プロジェクトを作成できるのはシステム管理者ユーザだけです。

プロジェクトを作成するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 プロジェクトタブを選択します。

3 作成をクリックします。

4 プロジェクトペインに、次の情報を指定します。

 名前

 組織

 (オプション)説明

 開始日

 最終日

 モード(計画または自動化)

 (オプション)カスタムフィールド名(フィールド1～フィールド7)

5 保存をクリックしてプロジェクトのオブジェクトを作成し、関連付けペインをアクティブ化し
ます。
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6 関連付けペインで各タブをクリックし、関連コンポーネントの設定を行います。103 ページの 
「プロジェクの関連付けの設定」を参照してください。

7 (オプション)完了済みに設定をクリックするか、またはReopen (再オープン)をクリックしま

す。

8 ［保存］をクリックします。

9 ［閉じる］をクリックします。

プロジェクトの編集

プロジェクトを設定し、プロジェクトが完成に近づくにつれて、プロジェクトの日付、カスタムの
フィールド、および関連付けを変更する必要が生じる場合があります。システム管理者およびプロ
ジェクトマネージャは、プロジェクトの設定を変更できます。

プロジェクトを編集するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 プロジェクトタブを選択します。

3 プロジェクトをダブルクリックして［プロジェクトの編集］ダイアログを開き、プロジェクト
の詳細を表示します。

代わりに、プロジェクトを選択してから編集をクリックしても構いません。

4 必要に応じて値を変更します。

 名前

 組織

 (オプション)説明

 開始日

 最終日

 モード(計画または自動化)

 (オプション)カスタムのフィールド名(フィールド1～フィールド7)

5 (オプション)関連付けを表示または変更します。103 ページの 「プロジェクの関連付けの設

定」を参照してください。

6 (オプション)完了済みに設定をクリックするか、またはReopen (再オープン)をクリックしま

す。

7 ［保存］をクリックします。

8 ［閉じる］をクリックします。

プロジェクトのカスタムフィールド名の設定

カスタムのフィールドでは、プロジェクトで追跡する追加情報を定義します。カスタムのフィール
ドはプロジェクト全体に適用されます。システム管理者およびプロジェクトマネージャは、1つの

プロジェクトに1～7個のカスタムフィールド名を設定できます。各フィールド名はプロジェクト

内で一意である必要があります。［変換］ダイアログで使用できるのは、定義済みのカスタムの
フィールドだけです。プロジェクト設計者はワークロードに適切な値を設定します。
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カスタムフィールド名を定義するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 プロジェクトタブを選択します。

3 次のいずれかの操作を行います。

3a 作成をクリックし、［プロジェクトの作成］ダイアログを開き、必要なフィールドを設定
します。

3b プロジェクトをダブルクリックして［プロジェクトの編集］ダイアログを開き、プロジェ
クトの詳細を表示します。

4 Custom Field Names (カスタムフィールド名)の下で、最大7つのカスタムのフィールドの名前

を指定します。

5 (オプション)完了済みに設定をクリックするか、またはReopen (再オープン)をクリックしま

す。

6 ［保存］をクリックします。

7 ［閉じる］をクリックします。

プロジェクの関連付けの設定

プロジェクトの［関連付け］ペインには、可能なすべての関連付けが表示されます。システム管理
者ユーザ、プロジェクトマネージャユーザ、およびプロジェクト設計者ユーザは、プロジェクトの
関連付けを設定できます。

権限に応じて、これらのコンポーネントのメインタブから実行できるアクションを［関連付け］の
下のタブから実行できます。このとき一部のアクションが使用できない場合があります。プロジェ
クトを保存し、後で戻ってきて情報を入力できます。 

プロジェクトにコンポーネントを関連付けるには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 プロジェクトタブを選択します。

3 プロジェクトをダブルクリックして［プロジェクトの編集］ダイアログを開き、プロジェクト
の詳細を表示します。

4 ［関連付け］に下で各タブをクリックし、関連コンポーネントの設定を表示または変更します。

計画

 ウェーブ - 105ページの第13章「Waveの管理」を参照してください。

 バッチ - 109ページの第14章「バッチの管理」を参照してください。

 アプリケーション - 115ページの第15章「アプリケーションの管理」を参照してください。

 ワークロード - 151ページの第19章「ワークロード変換の設定」を参照してください。

リソース

 資格情報 - 201ページのセクション21「資格情報リソースの管理」を参照してください。

 ホスト - 207ページのセクション22「ホストリソースの管理」を参照してください。

 マイグレーションサーバ - 215ページのセクション23「マイグレーションサーバリソース

の管理」を参照してください。

 ネットワーク - 219ページのセクション24「ネットワークリソースの管理」を参照してく

ださい。
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 データストア - 223ページのセクション25「データストアリソースの管理」を参照してく

ださい。 

 リソースプール - 227ページのセクション26「リソースプールリソースの管理」を参照し

てください。

 環境 - 231ページのセクション27「環境リソースの管理」を参照してください。

ユーザ

 ダッシュボードビューア - 68 ページの 「ダッシュボードビューアの役割」を参照してく

ださい。

 マイグレーションスペシャリスト - 68 ページの 「マイグレーションスペシャリストの役

割」を参照してください。

 プロジェクト設計者 - 67 ページの 「プロジェクト設計者の役割」を参照してください。

 プロジェクマネージャ - 67 ページの 「プロジェクトマネージャの役割」を参照してくだ

さい。

5 (オプション)完了済みに設定をクリックするか、またはReopen (再オープン)をクリックしま

す。

6 ［保存］をクリックします。

7 ［閉じる］をクリックします。

プロジェクトの削除

プロジェクトを削除できるのはシステム管理者ユーザだけです。 

注: プロジェクトを削除すると、PTMデータベースからプロジェクトのすべてのデータが削除されま

す。

プロジェクトを削除するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 プロジェクトタブを選択します。

3 目的のプロジェクトを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。
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13 13Waveの管理

PlateSpin Transformation Managerは、ローリングウェーブプランニングをサポートしていて、変

換タスクの短期プランニングおよび長期プランニングが可能になっています。ウェーブは、ワーク
ロード変換の主な成果を表します。短期ウェーブでは、タスクを詳細に計画できます。新しく、よ
り適切な情報が入手可能になるにつれ、将来のウェーブの変換計画を洗練できます。

 105 ページの 「ウェーブについて」

 106 ページの 「ウェーブの前提条件」

 106 ページの 「Waveの表示」

 106 ページの 「Waveの作成」

 107 ページの 「Waveの編集」

 107 ページの 「Waveの関連付けの設定」

 108 ページの 「Waveを削除」

ウェーブについて

ウェーブでは、変換アクティビティの次の情報を追跡できます。

名前: 変換プロジェクトで一意のウェーブのフレンドリ名。この名前は、文字または数字で始まる

必要があります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用できる特殊文字はス
ペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コンマ、およ
びピリオドです。

組織: ウェーブの親組織の名前。

プロジェクト: ウェーブの親プロジェクトの名前。

説明: (オプション)ウェーブの簡単な説明。

開始日: ワークロードの変換の開始計画日。デフォルトでは、開始日はその親プロジェクトの開始

日から継承されます。灰色のフォントの日付は継承された値を示します。

終了日: すべてのワークロードの変換を正常に完了する必要がある日付。デフォルトでは、終了日

はその親プロジェクトの終了日から継承されます。灰色のフォントの日付は継承された値を示しま
す。

関連付け: 関連付けは、さまざまなコンポーネントタイプとウェーブの関係を定義します。

 バッチ(作成、編集、表示、削除) - 109 ページの 「バッチの管理」を参照してください。

 ワークロード - 151 ページの 「ワークロード変換の設定」を参照してください。

 元(編集、表示、削除)

 提案(編集、表示、削除)

 ユーザ 

 ダッシュボードビューア(表示) - 68 ページの 「ダッシュボードビューアの役割」を参照

してください。
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 マイグレーションスペシャリスト(表示、追加、削除) - 68 ページの 「マイグレーション

スペシャリストの役割」を参照してください。

 プロジェクト設計者(表示) - 67 ページの 「プロジェクト設計者の役割」を参照してくだ

さい。

 プロジェクトマネージャ(表示) - 67 ページの 「プロジェクトマネージャの役割」を参照

してください。

ウェーブの前提条件

ウェーブを作成するとき、これを特定の組織およびプロジェクトと関連付ける必要があります。
ウェーブを作成するにはその前に、親組織およびプロジェクトを作成し、ウェーブを作成するとき
にこれらを使用できるようにする必要があります。

手順については、次を参照してください。

 72 ページの 「組織の作成」。

 101 ページの 「プロジェクトの作成」。

Waveの表示

表示オプションを使用すると、表示権限のみを持つユーザはウェーブの情報を表示できます。

ウェーブの情報を表示するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ウェーブタブを選択します。

3 ウェーブリストで、目的のウェーブを検索して見つけます。

4 ウェーブを選択し、表示をクリックします。

5 操作を終了したら閉じるをクリックします。

Waveの作成

システム管理者ユーザおよびプロジェクトマネージャはウェーブを作成できます。

ウェーブを作成するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ウェーブタブを選択します。

3 作成をクリックします。

4 ウェーブペインに、次の情報を指定します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 (オプション)説明
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 開始日

 最終日

5 保存をクリックしてウェーブのオブジェクトを作成し、関連付けペインをアクティブ化します。 

6 (オプション)関連付けペインで各タブをクリックし、関連コンポーネントの設定を行います。

107 ページの 「Waveの関連付けの設定」を参照してください。

7 (オプション)完了済みに設定をクリックします。

8 ［保存］をクリックします。

9 ［閉じる］をクリックします。

Waveの編集

ウェーブを設定し、その親プロジェクトが完成に近づくにつれて、ウェーブの日付および関連付け
を変更する必要が生じる場合があります。システム管理者およびプロジェクトマネージャは、
ウェーブを変更できます。

ウェーブを編集するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ウェーブタブを選択します。

3 ウェーブをダブルクリックして［ウェーブの編集］ダイアログを開き、ウェーブの詳細を表示
します。

代わりに、ウェーブを選択してから編集をクリックしても構いません。

4 必要に応じて値を変更します。

5 (オプション)関連付けの表示または編集。107 ページの 「Waveの関連付けの設定」を参照し

てください。

6 (オプション)完了済みに設定をクリックします。

7 ［保存］をクリックします。

8 ［閉じる］をクリックします。

Waveの関連付けの設定

ウェーブの［関連付け］ペインには、すべての関連付けが表示されます。システム管理者ユーザ、
プロジェクトマネージャユーザ、およびプロジェクト設計者ユーザは、ウェーブの関連付けを設定
できます。

ワークロードの状態に応じて、このとき一部のアクションが使用できない場合があります。ウェー
ブを保存し、後で戻ってきて情報を入力できます。

ウェーブにコンポーネントを関連付けるには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ウェーブタブを選択します。

3 ウェーブをダブルクリックして［ウェーブの編集］ダイアログを開き、ウェーブの詳細を表示
します。
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4 ［関連付け］に下で各タブをクリックし、関連コンポーネントの設定を表示または変更します。

 バッチ - 109ページの第14章「バッチの管理」を参照してください。

 ワークロード - 151ページの第19章「ワークロード変換の設定」を参照してください。

 ユーザ

 ダッシュボードビューア - 68 ページの 「ダッシュボードビューアの役割」を参照し

てください。

 マイグレーションスペシャリスト - 68 ページの 「マイグレーションスペシャリスト

の役割」を参照してください。

 プロジェクト設計者 - 67 ページの 「プロジェクト設計者の役割」を参照してくださ

い。

 プロジェクマネージャ - 67 ページの 「プロジェクトマネージャの役割」を参照して

ください。

5 (オプション)完了済みに設定をクリックします。

6 ［保存］をクリックします。

7 ［閉じる］をクリックします。

Waveを削除

ウェーブを削除できるのはシステム管理者ユーザおよびプロジェクトマネージャだけです。ウェー
ブを削除すると、PTMデータベースからウェーブのすべてのデータが削除されます。メンバーの

ワークロードがインポート済み状態になりますが、関連するワークロード情報は削除されません。

ウェーブを削除するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ウェーブタブを選択します。

3 目的のウェーブを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。
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14 14バッチの管理

バッチは、ワークロード変換のウェーブのコンポーネント成果です。バッチは同時に変換するワー
クロードのようにグループ化されます。ネットワークリソースを使用できる間にはバッチの方が簡
単にスケジュールできます。開始日およびカットオーバー日をステークホルダーと調整し、ビジネ
スに重要な計画済みのイベントを回避できます。

 109 ページの 「バッチについて」

 110 ページの 「バッチの前提条件」

 110 ページの 「バッチの表示」

 110 ページの 「バッチの作成」

 111 ページの 「バッチの編集」

 111 ページの 「別のWaveへのバッチの移動」

 112 ページの 「バッチの関連付けの設定」

 112 ページの 「バッチの削除」

バッチについて

バッチでは、変換アクティビティの次の情報を追跡できます。

名前: 変換プロジェクトで一意のバッチのフレンドリ名。この名前は、文字または数字で始まる必

要があります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用できる特殊文字はスペー
ス、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コンマ、およびピ
リオドです。

組織: バッチの親組織の名前。

プロジェクト: バッチの親プロジェクトの名前。

ウェーブ: バッチの親ウェーブの名前。

説明: (オプション)バッチの簡単な説明。

開始日: メンバーのワークロードの変換の開始計画日。デフォルトでは、開始日はその親ウェーブ

の開始日から継承されます。灰色のフォントの日付は継承された値を示します。

終了日: すべてのメンバーのワークロードの変換を正常に完了する必要がある日付。デフォルトで

は、終了日はその親ウェーブの終了日から継承されます。灰色のフォントの日付は継承された値を
示します。

関連付け: 関連付けは、さまざまなコンポーネントタイプとバッチの関係を定義します。

 ワークロード - 151 ページの 「ワークロード変換の設定」を参照してください。

 元(編集、表示、削除)

 提案(編集、表示、削除)
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 ユーザ 

 ダッシュボードビューア(表示) - 68 ページの 「ダッシュボードビューアの役割」を参照

してください。

 マイグレーションスペシャリスト(表示、追加、削除) - 68 ページの 「マイグレーション

スペシャリストの役割」を参照してください。

 プロジェクト設計者(表示) - 67 ページの 「プロジェクト設計者の役割」を参照してくだ

さい。

 プロジェクトマネージャ(表示) - 67 ページの 「プロジェクトマネージャの役割」を参照

してください。

バッチの前提条件

バッチを作成するとき、これを特定の組織、プロジェクト、およびウェーブと関連付ける必要があ
ります。バッチを作成するにはその前に、親組織、プロジェクト、およびウェーブを作成し、バッ
チを作成するときにこれらを使用できるようにする必要があります。

手順については、次を参照してください。

 72 ページの 「組織の作成」。

 101 ページの 「プロジェクトの作成」。

 106 ページの 「Waveの作成」。

バッチの表示

表示オプションを使用すると、表示許可のみを持つユーザはバッチの情報を表示できます。

バッチ情報を表示するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 バッチタブを選択します。

3 バッチリストで、目的のバッチを検索して見つけます。

4 バッチを選択し、表示をクリックします。

5 操作を終了したら閉じるをクリックします。

バッチの作成

システム管理者ユーザおよびプロジェクトマネージャはバッチを作成できます。

バッチを作成するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 バッチタブを選択します。

3 作成をクリックします。

4 バッチペインに、次の情報を指定します。

 名前

 組織
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 プロジェクト

 ウェーブ

 (オプション)説明

 開始日

 最終日

5 保存をクリックしてバッチのオブジェクトを作成し、関連付けペインをアクティブ化します。

6 (オプション)関連付けペインで各タブをクリックし、関連コンポーネントの設定を行います。

参照先 112 ページの 「バッチの関連付けの設定」

7 (オプション)完了済みに設定をクリックします。

8 ［保存］をクリックします。

9 ［閉じる］をクリックします。

バッチの編集

バッチを設定し、その親プロジェクトが完成に近づくにつれて、バッチの日付および関連付けを変
更する必要が生じる場合があります。システム管理者およびプロジェクトマネージャは、バッチを
変更できます。

バッチを編集するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 バッチタブを選択します。

3 バッチをダブルクリックして［バッチの編集］ダイアログを開き、バッチの詳細を表示しま
す。

代わりに、バッチを選択してから編集をクリックしても構いません。

4 必要に応じて値を変更します。

5 (オプション)関連付けを表示または変更します。参照先 112 ページの 「バッチの関連付けの

設定」

6 (オプション)完了済みに設定をクリックします。

7 ［保存］をクリックします。

8 ［閉じる］をクリックします。

別のWaveへのバッチの移動

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、バッチタブを選択します。

2 リストから、別のウェーブに移動するバッチを1つ以上選択します。バッチは、同じウェーブ

にあるものでも異なるウェーブにあるものでも構いません。複数のバッチを選択するには、
Shiftを押しながら目的のバッチをクリックします。

3 移動をクリックします。

4 ［移動］ダイアログで、目的のあて先ウェーブを選択し、OKをクリックします。

5 バッチに設定された日付と新しい親ウェーブに設定された日付の間で日付競合がある場合、日
付の処理方法について初期設定を指定します。
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たとえば、新しい親ウェーブにスケジュールされたウィンドウに合うようにバッチの日付を変
更できることを選択するか、または既存の日付を保持し、後で修正します。競合する日付は赤
のフォントで表示されます。

バッチの日付が継承される場合、バッチは新しい親ウェーブから日付を自動的に継承します。

6 ［保存］をクリックします。

7 ［閉じる］をクリックします。

8 競合している日付があるバッチそれぞれについて、バッチを選択し、編集をクリックし、日付
を変更してから保存をクリックします。

バッチの関連付けの設定

バッチの［関連付け］ペインには、すべての関連付けが表示されます。システム管理者ユーザ、プ
ロジェクトマネージャユーザ、およびプロジェクト設計者ユーザは、バッチの関連付けを設定でき
ます。

ワークロードの状態に応じて、このとき一部のアクションが使用できない場合があります。バッチ
を保存し、後で戻ってきて情報を入力できます。

バッチにコンポーネントを関連付けるには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 バッチタブを選択します。

3 バッチをダブルクリックして［バッチの編集］ダイアログを開き、バッチの詳細を表示しま
す。

4 ［関連付け］に下で各タブをクリックし、関連コンポーネントの設定を表示または変更します。 

 ワークロード - 151ページの第19章「ワークロード変換の設定」を参照してください。

 ユーザ

 ダッシュボードビューア - 68 ページの 「ダッシュボードビューアの役割」を参照し

てください。

 マイグレーションスペシャリスト - 68 ページの 「マイグレーションスペシャリスト

の役割」を参照してください。

 プロジェクト設計者 - 67 ページの 「プロジェクト設計者の役割」を参照してくださ

い。

 プロジェクマネージャ - 67 ページの 「プロジェクトマネージャの役割」を参照して

ください。

5 (オプション)完了済みに設定をクリックします。

6 ［保存］をクリックします。

7 ［閉じる］をクリックします。

バッチの削除

バッチを削除できるのはシステム管理者ユーザおよびプロジェクトマネージャだけです。バッチを
削除すると、PTMデータベースからバッチのすべてのスケジュールデータが削除されます。メン

バーのワークロードがインポート済み状態になりますが、関連するワークロード情報は削除されま
せん。
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バッチを削除するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 バッチタブを選択します。

3 目的のバッチを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。
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15 15アプリケーションの管理

PlateSpin Transformation Managerを使用すると、ワークロード変換で追跡するアプリケーション

タイプを定義できます。

 115 ページの 「アプリケーションについて」

 115 ページの 「アプリケーションの前提条件」

 115 ページの 「アプリケーションの表示」

 116 ページの 「アプリケーションの作成」

 116 ページの 「スプレッドシートインポート中のアプリケーションの作成」

 116 ページの 「アプリケーションの編集」

 117 ページの 「アプリケーションとワークロードの関連付け」

 117 ページの 「アプリケーションの削除」

アプリケーションについて

アプリケーションでは、変換アクティビティの次の情報を追跡できます。

名前: 変換プロジェクトで一意のアプリケーションのフレンドリ名。この名前は、文字または数字

で始まる必要があります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用できる特殊文
字はスペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コンマ、
およびピリオドです。

組織: プロジェクトの親組織の名前。

プロジェクト: アプリケーションコンポーネントの親プロジェクトの名前。

説明: (オプション)アプリケーションの簡単な説明。

アプリケーションの前提条件

アプリケーションコンポーネントを作成するとき、これを特定の組織およびプロジェクトと関連付
ける必要があります。アプリケーションを作成するにはその前に、親組織およびプロジェクトを作
成し、アプリケーションを作成するときにこれらを使用できるようにする必要があります。

アプリケーションの表示

表示オプションを使用すると、表示権限のみを持つユーザはアプリケーションの情報を表示できま
す。

アプリケーションの情報を表示するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 アプリケーションタブを選択します。
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3 アプリケーションリストで、目的のアプリケーションを検索して見つけます。

4 アプリケーションを選択し、表示をクリックします。

5 操作を終了したら閉じるをクリックします。

アプリケーションの作成

システム管理者ユーザおよびプロジェクトマネージャはアプリケーションコンポーネントを作成で
きます。

アプリケーションを作成するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 アプリケーションタブを選択します。

3 作成をクリックします。

4 次の情報を指定します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 (オプション)説明

5 保存をクリックしてバッチのオブジェクトを作成し、関連付けペインをアクティブ化します。

6 ［閉じる］をクリックします。

スプレッドシートインポート中のアプリケーション
の作成

スプレッドシートインポート中にアプリケーションオブジェクトを作成することもできます。ワー
クロードごとに、1つ以上のアプリケーション列を追加します。アプリケーションがプロジェクトの

既存のアプリケーションオブジェクトに一致しない場合は、インポートによってそれが作成されま
す。指定されたアプリケーションは自動的にワークロードに関連付けられます。詳細については、
194 ページの 表 C-8 「アプリケーションのパラメータ」を参照してください。

アプリケーションの編集

システム管理者およびプロジェクトマネージャは、アプリケーションを変更できます。

アプリケーションを編集するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 アプリケーションタブを選択します。

3 アプリケーションをダブルクリックして［アプリケーションの編集］ダイアログを開き、アプ
リケーションの詳細を表示します。

代わりに、アプリケーションを選択してから編集をクリックしても構いません。

4 必要に応じて値を変更します。
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5 ［保存］をクリックします。

6 ［閉じる］をクリックします。

アプリケーションとワークロードの関連付け

［変換］ダイアログの［アプリケーション］パネルには、ワークロードに関連付けられたアプリケー
ションがすべて表示されます。システム管理者ユーザ、プロジェクトマネージャユーザ、およびプ
ロジェクト設計者は、アプリケーションをワークロードに関連付けることができます。

アプリケーションをワークロードに関連付けるには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ワークロードタブを選択します。

3 ワークロードをダブルクリックして［ワークロードの編集］ダイアログを開き、［アプリケー
ション］パネルにスクロールダウンし、ワークロードに関連付けられているアプリケーション
を表示します。

4 追加をクリックしてアプリケーションの関連付けを追加します。

5 削除をクリックしてアプリケーションの関連付けを削除します。

6 ［保存］をクリックします。

7 ［閉じる］をクリックします。

スプレッドシートインポートで、ワークロードに指定するアプリケーションがワークロードに自動
的に関連付けられます。194 ページの 表 C-8 「アプリケーションのパラメータ」も参照してくださ

い。

アプリケーションの削除

アプリケーションを削除できるのはシステム管理者ユーザおよびプロジェクトマネージャだけです。 

注: アプリケーションを削除すると、その関連付けが自動的に削除されます。これには、進行中お
よび完了済みのワークロードに割り当てられている関連付けも含まれます。同じ関連付けを適用す
る場合、アプリケーション名および設定を編集するほうが適切かどうかを検討します。

アプリケーションを削除するには、次の手順に従います。

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 アプリケーションタブを選択します。

3 目的のアプリケーションを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。
アプリケーションの管理 117



118 PlateSpin Transformation Managerユーザガイド



16 16プロジェクトの監視

PlateSpin Transformation Managerには、プロジェクトおよび個々のワークロードのステータスと

メトリックスを表示する表示する機能が用意されています。

 119 ページの 「ダッシュボードの使用」

 122 ページの 「プロジェクト、Wave、またはバッチの数と状態の表示」

 123 ページの 「ワークロードの状態の表示」

ダッシュボードの使用

PlateSpin Transformation Managerには、変換プロジェクトのサマリメトリックをダッシュボード

に表示する機能が用意されています。

 ユーザが割り当てたプロジェクト、ウェーブ、またはバッチのメトリックのみ表示されます。

 プロジェクト、ウェーブ、およびバッチの進捗状況が表示されます。

 状態、オペレーティングシステムおよび変換方式ごとにワークロードのメトリックが表示され

ます。

 5分おきに状態および計算のジョブが実行されます。計算ジョブ実行中にワークロードの変更

が行われると、Needs Update (更新が必要です)が表示されます。
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ダッシュボードについて

PlateSpin Transformation Managerのダッシュボードには、割り当てた変換プロジェクト、ウェー

ブ、またはバッチの統計が表示されます。 

図 16-1   ダッシュボードのプロジェクト表示

表 16-1   ダッシュボードの情報

キー メトリック 説明

1 プロジェクト 複数のプロジェクトの役割を持っている場合、［プロジェクト］フィー
ルドで表示するプロジェクトの情報を選択できます。

1つのプロジェクトの役割を持っている場合、［プロジェクト］フィー

ルドおよび［プロジェクトセレクタ］の設定は不変です。

2 最終更新日時 PTMサーバは、5分おきに各プロジェクトの状態および数をコンパイル

します。このタイムスタンプによって、表示されている統計がどの程度
新しいかがわかりますダッシュボードを表示中に変更が行われると、
「Needs update (更新が必要です)」メッセージも表示されます。

変更が行われなかった場合、「Up to date (最新)」メッセージが表示さ

れます。
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3 ウェーブ プロジェクトに複数のウェーブがある場合、［ウェーブ］フィールドで
表示するウェーブの情報を選択できます。デフォルトの設定はすべての
ウェーブです。

4 バッチ プロジェクトに複数のバッチがある場合、［バッチ］フィールドで表示
するバッチの情報を選択できます。デフォルトの設定はすべてのバッチ
です。

5 スケジュール PTMは、［Workload Status (ワークロードの状態)］ペインの上部に、

現在表示されているプロジェクト、ウェーブ、またはバッチの開始日お
よびカットオーバー日を表示します。

6 プロジェクトの状態 プロジェクトの現在の状態。例: 進行中、クローズ

7 変換の状態 現在表示されているプロジェクト、ウェーブ、またはバッチの合計ワー
クロード数、およびカテゴリ(合計ワークロード、インポート済み、定

義中、送信済み、進行中、完了、警告)ごとのワークロード数。 

カテゴリのタイトルまたは値をクリックして、該当するメンバー項目を
持つ［ワークロード］リストを開きます。

代わりに［詳細検索］ダイアログでヘルス>All Warning State (すべて

の警告状態)オプションを使用して、警告状態のワークロードをすべて

表示できます。

8 Warning (警告) この数には、次の条件の1つまたは複数が当てはまるすべてのワーク

ロード変換が含まれます。

 変換が障害状態である。

 変換が進行中になっていないが、変換開始日を過ぎている。

 変換が完了していないが、変換カットオーバー日を過ぎている。

 変換開始日がその親の開始日より前である(バッチ、ウェーブ、プ

ロジェクト)。

 変換カットオーバー日がその親のカットオーバー日より後である。

9 ワークロードのブ
レークダウン

ワークロードの特性に基づくワークロードのグラフィック表示。

10 オペレーティングシ
ステムごとのワーク
ロード

オペレーティングシステムのカテゴリそれぞれに現在表示されているプ
ロジェクト、ウェーブ、またはバッチのワークロードの割合を示す円グ
ラフ。この内訳は、親スケジュールコンテナに割り当てられているオペ
レーティングシステムの比率によって決まります。

キー メトリック 説明
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プロジェクト、Wave、またはバッチの数と状態の表
示

プロジェクト、Wave、およびバッチのリストのCounts (カウント)列には、次のサマリヘルスおよ

び状態の数が含まれています。

合計 

プロジェクトの合計ワークロード数。

Def 

現在定義中の状態である合計ワークロード数。これは通常［Needs Additional Info (追加情報

が必要です)］または［Ready to be Submitted (送信準備完了)］の状態のワークロード数で

す。

反映 

定義済みで変換開始待機中の合計ワークロード数。

InProg 

現在変換中状態の合計ワークロード数。

完了 

現在完了状態の合計ワークロード変換数。

Warn 

現在1つまたは複数の警告状態であるプロジェクトの合計ワークロード数。

プロジェクト、Wave、バッチ、およびワークロードのリストの［状態］列では、現在の状態が報告

されます。

11 変換方式ごとのワー
クロード

変換方式カテゴリに現在表示されているプロジェクト、ウェーブ、また
はバッチのワークロード数を示す棒グラフ。

 仮想から仮想(VからV)

 仮想から物理(VからP)

 仮想からクラウド(VからC)

 物理から仮想(PからV)

 物理から物理(PからP)

 物理からクラウド(PからC)

 クラウドから仮想(CからV)

 クラウドから物理(CからP)

 クラウドからクラウド(CからC)

 リフトアンドシフト(LnS)

 仮想ファイル移動(VFM)

 廃止(Decom)

キー メトリック 説明
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ワークロードの状態の表示

［ワークロード］タブの［状態］列に変換ワークフローの状態とマイグレーションサブ状態が表示さ
れます。状態またはサブ状態メッセージをマウスオーバーして、ツールヒント形式で詳細を表示で
きます。
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B Bグローバルプランニングオブジェクト

In PlateSpin Transformation Managerでは、グローバルプランニングオブジェクトがすべてのプロ

ジェクトに使用できます。 

 125 ページの 「ユーザの役割」

 126 ページの 「ワークロードタイプ」

 126 ページの 「ワークロード変換方式」

 126 ページの 「オペレーティングシステムのファミリ」

 127 ページの 「オペレーティングシステムのアーキテクチャ」

 127 ページの 「クラウドプロバイダ」

 127 ページの 「仮想テクノロジ(ハイパーバイザ)」

 127 ページの 「ボリュームタイプ」

 128 ページの 「ストレージマッピング戦略」

 128 ページの 「ストレージオブジェクト」

 128 ページの 「ディスクコピー方式」

 128 ページの 「圧縮レベル」

 129 ページの 「マイグレーションサーバのタイプ」

 129 ページの 「ホスト検出の状態」

 129 ページの 「プロジェクトフェーズ」

 129 ページの 「変換フェーズ」

 130 ページの 「ワークロードヘルス」

 130 ページの 「ワークフローステータス」

 131 ページの 「マイグレーションサブステータス」

ユーザの役割

 システム管理者

 プロジェクトマネージャ

 プロジェクト設計者

 マイグレーションスペシャリスト

 ダッシュボードビューア

詳細については、66 ページの 「役割」を参照してください。
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ワークロードタイプ

 クラウド

 物理

 仮想

ワークロード変換方式

 クラウドからクラウド(CからC)

 クラウドから物理(CからP)

 クラウドから仮想(CからV)

 廃止(Decom)

 リフトアンドシフト(LnS)

 物理からクラウド(PからC)

 物理から物理(PからP)

 物理から仮想(PからV)

 仮想からクラウド(VからC)

 仮想ファイル移動(VFM)

 仮想から物理(VからP)

 仮想から仮想(VからV)

詳細については、170 ページの 「ワークロード変換の編集」を参照してください。

オペレーティングシステムのファミリ
 CentOS

 Citrix

 Linux 

 NetWare/OES

 その他

 Red Hat Linux

 Solaris

 SUSE Linux

 Ubuntu

 不明

 VMware ESX

 Windows

詳細については、59ページのセクション6「オペレーティングシステムの設定」を参照してくださ

い。
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オペレーティングシステムのアーキテクチャ

 x32 (32ビット)

 x64 (64ビット)

詳細については、59ページのセクション6「オペレーティングシステムの設定」を参照してくださ

い。

クラウドプロバイダ

クラウドプロバイダのオプションは、業界のマーケットシェアでトップのプロバイダを示していま
す。

 Amazon Web Services

 Google

 Microsoft Azure

 なし

 Rackspace

 vCloud

詳細については、209 ページの 「ホストリソースについて」を参照してください。

仮想テクノロジ(ハイパーバイザ)
ハイパーバイザオプションは、業界のマーケットシェアでトップの仮想化テクノロジを示していま
す。

 Citrix XenServer

 Linux KVM

 Microsoft Hyper-V

 なし

 SUSE Xen

 VMware

詳細については、209 ページの 「ホストリソースについて」を参照してください。

ボリュームタイプ

 ローカル

 NAS (Network Attached Storage)

 SAN (ストレージエリアネットワーク)

 システム
グローバルプランニングオブジェクト 127



ストレージマッピング戦略

 ソースと同じ

 Custom

 すべてのボリュームを1つのディスクに作成

 ディスクごとに1つのボリューム

ストレージオブジェクト

 ディスク

 ダイナミックミラー

 ダイナミックRAID 5

 ダイナミックシンプル

 ダイナミックスパン

 ダイナミックストライプ

 パーティション

 スワップ

 ボリューム

 ボリュームグループ

ディスクコピー方式

ディスクコピー方式は、ソースワークロードとターゲットワークロード間のデータ転送に使用され
ます。

 ドライバありブロック

 ドライバなしブロック

 ファイル

圧縮レベル

圧縮レベルは、レプリケーション時のデータ転送で使用可能な圧縮方式を示します。

 Fast

 [データポイントの最大値]

 なし

 Optimal (最適)
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マイグレーションサーバのタイプ
 PlateSpin Migrate

 その他(任意のマイグレーションツールがこのカテゴリを使用して定義可能)

ホスト検出の状態

［ホスト］リストには、［状態］列にホスト検出の状態が表示されます。

 Discovering (検出中)

 Discovery Failed (検出の失敗)

 Discovery Succeeded (検出の成功)

 Discovered

プロジェクトフェーズ

［プロジェクト］リストには、［状態］列にプロジェクトフェーズが表示されます。

 計画

 変換準備完了

 In Progress

 完了

変換フェーズ

変換フェーズは変換計画ワークフローのオプションです。［ワークロード］リストには、［状態］列
に変換フェーズが表示されます。単一のワークロードについては［変換］ダイアログを使用して、1
つ以上の選択したワークロードについては［Bulk Status Change(バルク状態変更)］ダイアログを

使用して、変換フェーズを手動で設定できます。

 Ready to be Imported(インポート準備完了)

 インポート済み

 追加情報が必要

 送信準備完了

 送信済み、開始日を待機

 変換準備完了

 変換中

 変換失敗

 カットオーバー前テスト

 カットオーバー前テスト不合格

 カットオーバー前テスト合格
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 Ready to Cut Over, Waiting for Cutover Date (カットオーバー準備完了、カットオーバー日を

待機)

 Ready to Cut Over (カットオーバー準備完了)

 カットオーバー

 カットオーバー後テスト

 カットオーバー後テスト不合格

 カットオーバー後テスト合格

 完了

 再オープン

 取り消し

 Error (エラー)

ワークロードヘルス

ワークロードヘルスはワークロード変換のエラー状態を報告します。ワークロードの詳細検索でヘ
ルスオブジェクトを検索できます。

 All

 OK

 Warning (警告)

 Error (エラー)

 All Warning states (すべての警告状態)

 Other warnings (その他の警告)

 State warnings (状態の警告)

 Sub State warnings (サブ状態の警告)

 All Planning warnings (すべての計画の警告)

 Start date is before batch start date (開始日はバッチ開始日より前)

 Cutover date is after batch end date (カットオーバー日はバッチ終了日より後)

 Invalid date range (無効な日付範囲)

 Not started, but start date has passed (開始されていないが、開始日が過ぎた)

 カットオーバーされていないが、カットオーバー日が過ぎた

ワークフローステータス

ステータスはワークロードの変換ワークフローを反映しています。ワークロードの詳細検索でス
テータスオブジェクトを検索できます。

 All

 All Defining states (すべて定義中の状態)

 All Failed states (すべて失敗した状態)

 All In-progress states (すべて進行中の状態)
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 All Submitted states (すべて送信済み状態)

 完了

 カットオーバー

 Error (エラー)

 インポート済み

 インポート

 追加情報が必要

 カットオーバー後テスト

 カットオーバー後テスト不合格

 カットオーバー後テスト合格

 カットオーバー前テスト

 カットオーバー前テスト不合格

 カットオーバー前テスト合格

 Ready to Cut Over (カットオーバー準備完了)

 Ready to Cut Over, waiting for Cutover Date (カットオーバー準備完了、カットオーバー日を

待機)

 インポート準備完了

 送信準備完了

 変換準備完了

 再オープン

 送信済み、開始日を待機

 変換失敗

 変換中

 取り消し

マイグレーションサブステータス

PlateSpinマイグレーション環境では、PlateSpin Migrateサーバがマイグレーションプロセスのイ

ベントを報告します。ワークロードの詳細検索でサブステータスオブジェクトを検索できます。

 All

 Adding workload failed (ワークロードの追加失敗)

 Adding workload to migration server (マイグレーションサーバへのワークロードの追加中)

 Automated testing (自動化テスト)

 Automated testing failed (自動化テスト不合格)

 Automated testing stalled. (自動化テストが停止しました。)Attempting auto-recovery.(自
動検出の試行中。)

 Automated testing succeeded (自動化テスト合格)
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 Automatic migrations not supported for this workload (自動マイグレーションがこのワーク

ロードでサポートされていない)

 Canceling create test cutover environment (テストカットオーバー環境の作成のキャンセル中
)

 Canceling cutover (カットオーバーのキャンセル中)

 Canceling incremental replication (増分レプリケーションのキャンセル中)

 Canceling initial replication (最初のレプリケーションのキャンセル中)

 Canceling reverting test cutover (テストカットオーバーの復帰のキャンセル中)

 Canceling target VM prepare (ターゲットVM準備のキャンセル中)

 Canceling target host discovery (ターゲットホスト検出のキャンセル中)

 Custom import scripts failed (カスタムインポートスクリプト失敗)

 Custom import scripts succeeded (カスタムインポートスクリプト成功)

 Cutover canceled (カットオーバーキャンセル)

 Cutover in progress (カットオーバー進行中)

 Discovering target host (ターゲットホストの検出中)

 Discovery succeeded, ready to plan (検出成功、計画準備完了)

 Incremental replication (増分レプリケーション)

 Incremental replication canceled (増分レプリケーションがキャンセルされました)

 Incremental replication failed (増分レプリケーションに失敗しました)

 Incremental replication paused while testing (増分レプリケーションがテスト中に一時停止

しました)

 Incremental replication stalled. (増分レプリケーションが停止しました)Attempting auto-
recovery.(自動検出の試行中。)

 Incremental replication succeeded (増分レプリケーションが成功しました)

 Initial replication (最初のレプリケーション)

 Initial replication canceled (最初のレプリケーションがキャンセルされました)

 Initial replication failed (最初のレプリケーションに失敗しました)

 Initial replication stalled. (最初のレプリケーションが停止しました)Attempting auto-
recovery.(自動検出の試行中。)

 Initial replication succeeded (最初のレプリケーションが成功しました)

 Initial workload discovery (最初のワークロード検出)

 Initial workload discovery failed (最初のワークロード検出に失敗しました)

 Initial workload discovery stalled. (最初のワークロード検出が停止しました。)Attempting 
auto-recovery.(自動検出の試行中。)

 Initial workload discovery succeeded (最初のワークロード検出が成功しました)

 Manual tests failed (手動テスト不合格)

 Manual tests in progress (手動テスト進行中)

 Manual tests succeeded (手動テスト合格)

 Migrate Server insufficient licenses (Migrateサーバにライセンス数が不足している)
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 Migrate Server not configured Migrate (サーバが設定されていない)

 Migration cutover process failed (マイグレーションカットオーバープロセスに失敗しました)

 Migration cutover progress stalled. (マイグレーションカットオーバーの進行が停止しまし

た。)Attempting auto-recovery.(自動検出の試行中。)

 Migration environment prepare failed (マイグレーション環境準備に失敗しました)

 Migration environment prepare stalled. (マイグレーション環境準備が停止しました。

)Attempting auto-recovery.(自動検出の試行中。)

 Post-cutover testing failed (カットオーバー後テスト不合格)

 Post-cutover testing in progress (カットオーバー後テスト進行中)

 Post-cutover testing stalled. (カットオーバー後テストが停止しました。)Attempting auto-
recovery.(自動検出の試行中。)

 Post-cutover testing succeeded (カットオーバー後テスト合格)

 Pre-migration validation (マイグレーション前検証)

 Pre-migration validation failed (マイグレーション前検証に失敗しました)

 Pre-migration validation stalled. (マイグレーション前検証が停止しました。)Attempting 
auto-recovery.(自動検出の試行中。)

 Pre-migration validation succeeded (マイグレーション前検証が成功しました)

 Preparing target (VM ターゲットVMの準備中)

 Ready to replicate (複製準備完了)

 Removing the completed workload details failed (完了したワークロード詳細の削除に失敗し

ました)

 Removing the completed workload details succeeded (完了したワークロード詳細の削除が成功

しました)

 Removing the completed workload from the migration server (マイグレーションサーバから完

了したワークロードを削除中)

 Reverting test cutover (テストカットオーバーを元に戻しています)

 Reverting test cutover failed (テストカットオーバーの復帰に失敗しました)

 Reverting test cutover stalled. (テストカットオーバーの復帰が停止しました。)Attempting 
auto-recovery.(自動検出の試行中。)

 Running custom import scripts (カスタムインポートスクリプトの実行中)

 Target VM prepare canceled (ターゲットVM準備がキャンセルされました)

 Target host discovered (ターゲットホストが検出されました)

 Target host discovery canceled (ターゲットホストの検出がキャンセルされました)

 Target host discovery failed (ターゲットホストの検出に失敗しました)

 Target host discovery stalled. (ターゲットホストの検出が停止しました。)Attempting auto-
recovery.(自動検出の試行中。)

 Test cutover failed (テストカットオーバーに失敗しました)

 Test cutover in progress (テストカットオーバーが進行中)

 Test cutover stalled. (テストカットオーバーが停止しました。)Attempting auto-
recovery.(自動検出の試行中。)
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 Test cutover succeeded (テストカットオーバーが成功しました)

 Unhandled error (ハンドルされていないエラー)

 User-provided note (ユーザによって入力された注記)

 Waiting for physical host to register (登録する物理ホストの待機中)

 Waiting for user to complete manual tests (ユーザが手動テストを完了するのを待機中)

 Waiting for user to initiate prepare (ユーザが準備を開始するのを待機中)

 Withdrawing workload (ワークロードの取り消し中)

 Workload add stalled. (ワークロードの追加が停止しました。)Attempting auto-recovery.(自
動検出の試行中。)

 Workload added to migration server (マイグレーションサーバにワークロードが追加されまし

た)

 Workload being removed from migration serve (ワークロードがマイグレーションサーバから削

除されています)

 Workload configure failed (ワークロードの設定に失敗しました)

 Workload configure stalled. (ワークロードの設定が停止しました。)Attempting auto-
recovery.(自動検出の試行中。)

 Workload not configured (ワークロードが設定されていません)

 Workload removed from migration server (ワークロードがマイグレーションサーバから削除さ

れました)

 Workload target removed from migration server and host (ワークロードターゲットがマイグ

レーションサーバとホストから削除されました)
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IV IVワークロード

PlateSpin Transformation Managerを使用すると、各変換プロジェクトのクラウドマシン、物理マ

シン、および仮想マシンの情報をインポートできます。各ワークロードの元の設定を使用して、適
切なあて先ワークロードおよびターゲットネットワークを定義できます。

 137ページの第17章「ワークロードの概要」

 143ページの第18章「ワークロードのインポートおよび検出」

 151ページの第19章「ワークロード変換の設定」

 181 ページの付録 C「バルクインポートスプレッドシート」
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17 17ワークロードの概要

ワークロードは、現在の運用モードから将来の運用モードに変換するクラウドマシン、物理マシン、
または仮想マシンです。シングルインポート方式またはバルクインポート方式を使用して、プロ
ジェクトの元のワークロードの情報を変換データベースに追加できます。マシン情報を再インポー
トして、元のワークロード情報を変更できます。 

注: プロジェクトにPlateSpin Migrate ConnectorおよびPlateSpin Migrateサーバを使用する場合、

インポートに成功すると、自動検出プロセスがトリガされ、インポートしたソースワークロードそ
れぞれの情報が追加されます。

元のワークロードのインポート時、PlateSpin Transformation Managerは、元の設定に基づいて対

応する提案ワークロードを自動作成します。個別編集およびバルク編集を使用して、提案するワー
クロードをカスタマイズできます。 

 137 ページの 「自動化モード」

 137 ページの 「ワークロードタイプ」

 138 ページの 「ワークロード変換方式」

 138 ページの 「OSタイプ」

 139 ページの 「カスタムのフィールド」

 139 ページの 「ネットワーク接続とアクセス要件」

自動化モード

自動化モードでは、ユーザのPlateSpinマイグレーション環境内のワークロードマイグレーション

を計画し、PlateSpin Migrateサーバでサポートされているマイグレーションを自動的に実行できま

す。マイグレーション環境全体を設定することなく計画を開始できます。

プロジェクトの計画モードから自動化モードに切り替える場合、ストレージおよびNICの提案する

ワークロード設定は元のワークロードの設定に戻ります。それ以外の場合、以前にインポートされ
たすべてのワークロード設定は変更されません。以降にインポートされたワークロードについて、
マイグレーションサーバは自動的に［Auto Assign (自動割り当て)］に設定されます。

ワークロードタイプ

PlateSpin Transformation Managerは、次のワークロードタイプをサポートしています。

 クラウド: ワークロードは、Amazon Web Services、Google Cloud Platform、Microsoft Azure、
Rackspace、VMware vCloudなどのクラウドプロバイダのIaaS(infrastructure-as-a-
service)環境にホストされています。

 物理: ワークロードは、タワー、ラック、ブレードサーバなどの物理マシンにホストされてい

ます。
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 仮想: ワークロードは、Citrix XenServer、Linux KVM、Microsoft Hyper-V、SUSE Xen、VMware
などのHypervisorを実行している仮想化ホストサーバにホストされている仮想マシンです。

ワークロード変換方式

PlateSpin Transformation Managerは、次のワークロード変換方式の計画をサポートしています。

 クラウドからクラウド(CからC)

 クラウドから物理(CからP)

 クラウドから仮想(CからV)

 物理からクラウド(PからC)

 物理から物理(PからP)

 物理から仮想(PからV)

 仮想からクラウド(VからC)

 仮想から物理(VからP)

 仮想から仮想(VからV)

 リフトアンドシフト(LnS)

 仮想ファイル移動(VFM)

 廃止(Decom)

廃止の場合、［変換］ダイアログに元の設定、プロジェクト、ウェーブ、バッチ、およびスケ
ジュールが表示されます。PTMには提案するワークロード設定は表示されませんが、PTMデー

タベースに値が格納されます。詳細検索、バルク編集、およびバルク状態変更アクションには
提案する値が含まれ、間接的な編集を追跡します。したがって、ワークロードを廃止状態にし
たり、廃止以外の状態にしたりできます。

自動化モードでは、仮想化ハイパーバイザがVMwareであり、仮想マシンがVMware Clusterホスト

上にある2つの変換方式の自動実行をサポートします。

 物理から仮想

 仮想から仮想

すべての他の変換方式は、自動マイグレーションにはサポートされていないため、計画モードでは
自動的に設定されます。

OSタイプ

システム管理者は、［System Configuration (システム設定)］で製品に使用できるオペレーティン

グシステムのタイプのリストを管理できます。

変換プロジェクトにOSタイプを追加する必要がある場合、Transformation Managerの管理者に連絡

してください。59ページのセクション6「オペレーティングシステムの設定」を参照してください。
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カスタムのフィールド

各プロジェクトにカスタムのフィールドを定義できます。プロジェクトがプロジェクトセレクタで
選択された場合、［ワークロード］リストにカスタムフィールド名および列ヘッダを含めることがで
きます。PTMは、［詳細検索］フォームおよび［Bulk Edit (バルク編集)］フォームに対してプロ

ジェクト用に定義されたカスタムのフィールドも追加します。詳細については、102 ページの 「プ

ロジェクトのカスタムフィールド名の設定」を参照してください。

ネットワーク接続とアクセス要件

PlateSpin Migrate Connectorでは、PlateSpin Transformation Managerサーバまたは固有のプロ

ジェクトへの割り当てに基づいて、以下のリソースへのネットワーク接続が必要です。

 Transformation Managerに割り当てられたPlateSpin Transformation Managerサーバ

 ソースワークロード

 ターゲットVMware Clusterホスト

 PlateSpin Migrateサーバ

ご利用の環境がネットワーク接続とアクセスに対する以下の要件を満たしている必要があります。

 140 ページの 「イベントメッセージング」

 140 ページの 「PlateSpin検出環境」

 141 ページの 「PlateSpinマイグレーション環境」

 141 ページの 「PlateSpin Transformation Manager用のセキュアHTTP設定」
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イベントメッセージング

PlateSpin Transformation Managerでは、登録済みリスナーに対してワークロードワークフロー状

態変更メッセージを発行します。各Migrate Connectorインスタンスは割り当てられた

Transformation Managerサーバまたはプロジェクトで登録され、イベントをリスンし、プロジェク

ト内のMigrateサーバ上でこれらのイベントに対する適切なアクションを実行します。

PlateSpinマイグレーション環境内で、各PlateSpin Migrateサーバは登録済みリスナーに対して

ワークロードマイグレーション状態変更メッセージを発行します。Migrate Connectorインスタンス

はプロジェクト内のMigrateサーバで登録され、メッセージをリスンして、Transformation 
Managerの適切なプロジェクトとワークロードにこれらのメッセージを配布します。

表 17-1では、検出および自動マイグレーションのメッセージングに必要なプロトコルとポートを示

しています。これらのメッセージには、イベントと状態変更が反映されていますが、機密情報は含
まれていません。 

表 17-1   ネットワークプロトコルおよびポートのイベントメッセージング要件

PlateSpin検出環境

ワークロード検出では、ソースワークロードおよびファイアウォールに対して着信ping (ICMPエ
コー応答およびICMPv4-Inエコー要求)を有効にする必要があります。PlateSpinはIPv4のみをサ

ポートします。ワークロード検出に必要なソフトウェア、ネットワーク、およびポート設定につい
ては、表 17-2を参照してください。 

表 17-2   ネットワークアクセスおよび通信のワークロード検出要件

トラフィック ネットワークプロトコルおよび
ポート

その他の要件

イベントメッセージング 61613 TCP、着信

(非セキュア)

このポートは、Transformation 
Managerアプライアンス上で、デ

フォルトで開いています。

自動マイグレーションの場合、プ
ロジェクトに割り当てられた
PlateSpin Migrateサーバ上でこの

ポートを開きます。

検出ターゲット ネットワークプロトコルおよび
ポート

その他の要件

Windowsワークロード  ICMP、着信

 SMB (TCP 445または139)

 Microsoft .NET Framework 
2.0 SP2、3.5 SP1、または4.0

 ドメイン管理者の資格情報ま

たはビルトイン管理者特権

Linuxワークロード  ICMP、着信

 SSH (TCP 22、着信)

ルートレベルのアクセス。ルート
以外のアカウントの使用について
は、ナレッジベースの記事
7920711 (https://www.netiq.com/
support/kb/doc.php?id=7920711)を
参照してください。
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ホスト検出では、ターゲットVMwareホストおよびファイアウォールに対して着信ping (ICMPエ
コー応答およびICMPv4-Inエコー要求)を有効にする必要があります。PlateSpinはIPv4のみをサ

ポートします。ホスト検出に必要なソフトウェア、ネットワーク、およびポート設定については、
表 17-3を参照してください。

表 17-3   ネットワークアクセスおよび通信のホスト検出要件

PlateSpin Transformation Managerサーバ上および各PlateSpin Migrate Connector上でイベント

メッセージングに必要なポートを開いていることを確認します。詳細については、140 ページの 
「イベントメッセージング」を参照してください。

PlateSpinマイグレーション環境

表 17-4では、PlateSpin Transformation Managerで自動マイグレーションにMigrate REST APIを使

用できるように、各Migrateサーバ上に、ファイアウォールで開くポートを提供しています。また、

Migrateサーバのマイグレーションサーバリソースは、Migrate管理者ユーザ向けの有効な資格情報

リソースを提供する必要があります。

表 17-4   ネットワークアクセスおよび通信のREST API要件

PlateSpin Transformation Managerサーバおよび各PlateSpin Migrateサーバ上でイベントメッセー

ジングに必要なポートを開いていること確認します。詳細については、140 ページの 「イベント

メッセージング」を参照してください。

PlateSpin Transformation Managerでは、ご利用のマイグレーション環境が、ネットワーク通信に

対するPlateSpin Migrate要件を満たしている必要があります。『PlateSpin Migrate 12.2ユーザガ

イド』の「Requirements for Migration」を参照してください。 

PlateSpin Transformation Manager用のセキュアHTTP設定

PlateSpin Migrate ConnectorとPlateSpin Transformation Managerの間のセキュアHTTPS接続のた

めに、PlateSpin Transformation ManagerアプライアンスVM上のJetty SSL設定は最新の推奨セ

キュリティ設定に基づいて設定されています。 

検出ターゲット ネットワークプロトコルおよび
ポート

その他の要件

VMware Clusterホスト  ICMP、着信

 SMB (TCP 445または139、着信)

管理者の役割を持つVMwareアカウ

ント

REST APIトラフィック ネットワークプロトコルおよび
ポート

アクセス

HTTPS (セキュア) ポート443、TCP、着信および発信 Migrateサーバ用の管理者ログイン

資格情報

HTTP (非セキュア) ポート80、TCP、着信および発信 Migrateサーバ用の管理者ログイン

資格情報
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18 18ワークロードのインポートおよび検出

大規模変換プロジェクトは通常、数百から数千のワークロードが関与します。Transformation 
Managerシステムで各ワークロードを個別に定義すると時間がかかります。PlateSpin 
Transformation Managerには、そののプロセスを簡素化するためのツールが用意されています。ス

プレッドシートからワークロード詳細をインポートするか、ソースワークロードに関する詳細を取
得する自動検出プロセスを利用できます。

 143 ページの 「ワークロードの自動検出について」

 145 ページの 「ワークロードの表示」

 145 ページの 「スプレッドシートを使用したワークロードのインポート」

 147 ページの 「自動検出を使用したワークロードのインポート」

 149 ページの 「ワークロード検出の再試行」

 150 ページの 「ワークロードの再検出」

ワークロードの自動検出について

プロジェクトでPlateSpin Migrate Connectorを使用できる場合、PlateSpin Transformation 
Managerは、ソースワークロードがプロジェクトにインポートされると、そのワークロードの自動

検出を提供します。必要に応じて、ワークロードの詳細を再検出することもできます。

 143 ページの 「ソースワークロードの検出要件」

 144 ページの 「インポートおよび検出プロセス」

 144 ページの 「検出失敗のトラブルシューティング」

ソースワークロードの検出要件

自動検出機能を使用してインポートを試行する前に、PlateSpin検出環境を設定する必要がありま

す。

 PlateSpin Transformation Manager 1.1 

PlateSpin Transformation Managerを設定し、検出するワークロードのプロジェクトを設定し

ます。

 PlateSpin Migrate Connector 1.1 

ソースワークロードと同じネットワークにMigrate Connectorを展開し、それをPTMサーバま

たはサーバ上のプロジェクトに割り当てます。展開情報については、『PlateSpin Migrate 
Connectorクイックスタート』の「展開要件」を参照してください。

PlateSpin Transformation Managerアプライアンスには、PTMサーバと連携するように事前設

定されているMigrate Connectorインスタンスが含まれます。独自のSUSE Linux Enterprise 
Server 11 SP4サーバにMigrate Connectorインスタンスを別々に展開することもできます。詳

細については、『PlateSpin Migrate Connector Quick Start』を参照してください。
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注: ワークロードの検出または再検出を試みる前に、Migrate Connectorが稼働しているどうか

を確認してください。

 ソースワークロード 

 Connectorは、次のプラットフォームのWindowsおよびLinuxソースワークロードの自動検

出をサポートしています。

 x86およびx64アーキテクチャを備えた物理マシン

 VMware Clusterホスト上のx86およびx64アーキテクチャを備えた仮想マシン(VM)

クラウドまたは他の仮想ワークロードタイプについては、スプレッドシートインポート方
式を使用してワークロード詳細を追加できます。

 ソースワークロードが稼動しているかどうか確認してください。

 ネットワーク接続がPlateSpin Migrate Connectorとソースワークロード間で機能している

ことを確認してください。

 資格情報 

ソースワークロード検出に使用する資格情報リソースを作成します。資格情報リソースは、ホ
スト上のターゲットVMへのレプリケーションに後でも使用されます。

 ネットワーク接続およびアクセス 

自動検出用のネットワーク接続およびアクセス情報については、140 ページの 「PlateSpin検
出環境」を参照してください

インポートおよび検出プロセス

インポートおよび自動検出プロセスでは次のアクションを実行します。

1. 既存のワークロードに一致しない場合は、インポートにより新しいワークロードオブジェクト
が作成されます。 

2. FQDNが提供されない場合、ワークロード名としてIPアドレスを使用して、次のページ更新時

に、［ワークロード］リストに新しいワークロードが表示されます。

3. ワークロードにログインするために提供された資格情報リソースを使用して、新しいワーク
ロードごとに自動検出が開始されます。検出ステータスが［ワークロード］リストと［変換］
ダイアログに表示されます。

4. ワークロードが正常に検出されると、次回ページの更新時に、［ワークロード］リストまたは
［変換］ダイアログに新たに検出された詳細が表示されます。検出されたホスト名は、必要に
応じて、ワークロード名としてIPアドレスまたはFQDNと置き換えられます。

検出失敗のトラブルシューティング

次のいずれかの状態により、検出が失敗します。

 Migrate Connectorが使用できない。

 ソースワークロードが自動検出でサポートされていない。

 ソースワークロードのオペレーティングシステムのファイアウォールで、必要なポートが開い

ていない。

 ソースワークロードの資格情報リソースが提供されていない。

 資格情報リソースのユーザ名とパスワードの値が無効である。
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 ソースワークロードが検出時に実行されていない。

 提供されたIPアドレスまたはFQDNが、UPS、プリンタ、ネットワーク装置などの非コンピュー

タデバイスによって使用されている。ワークロードがデータベースから自動的に削除されてい
る。

Migrate Connector、ネットワーク、または資格情報の問題を解決した後で、サポートされるソース

ワークロードの検出を再試行できます。149 ページの 「ワークロード検出の再試行」を参照してく

ださい。

検出に失敗したワークロードの検出を再試行し、ワークロードがインポート済み変換ワークフロー
フェーズになりワークロード未設定サブステータスを持つ場合、ワークロードに有効な資格情報リ
ソースが割り当てられていないことを示す場合があります。初期検出を続行する場合は、［変換］ダ
イアログに移動して、［ワークロード］パネルに資格情報リソースを割り当てます。203 ページの 
「資格情報とワークロードの関連付け」を参照してください。

ワークロードの表示

ワークロードは、変換ライフサイクル全体を通して［ワークロード］タブからワークロードを管理
します。ソースワークロードに関する情報をインポートして、このページからこれらの情報の主な
設定とステータスを追跡します。

1 プロジェクトセレクタでプロジェクトを選択します。

1つのプロジェクトのみの権利がある場合は、そのプロジェクトが自動的に選択されます。

2 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択します。

3 ワークロードタブを選択します。

4 フィルタを使用してリストの簡易検索を実行します。詳細検索  を使用して、さまざまな

ワークロード設定、カスタムのフィールド、状態、およびヘルスを検索します。詳細について
は、169 ページの 「フィルタおよび詳細検索を使用したワークロードの検索」を参照してくだ

さい。 

5 状態を表示して、ワークロードの状態に従います。

スプレッドシートを使用したワークロードのイン
ポート

大規模変換プロジェクトは通常、数百から数千のワークロードが関与します。Transformation 
Managerシステムで各ワークロードを個別に定義すると時間がかかります。［ワークロード］ページ

の［Spreadsheet Import (スプレッドシートインポート)］ダイアログを使用して、専用にフォー

マットされたスプレッドシートから単一プロジェクトのワークロードの情報をインポートできます。
スプレッドシートの準備と検証に関する詳細については、181 ページの付録 C「バルクインポートス

プレッドシート」を参照してください。
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注: プロジェクトでPlateSpin Migrate Connectorを使用できる場合は、ワークロードが正常にイン

ポートされると、ソースワークロードに関する詳細情報を取得する自動検出プロセスが開始されま
す。自動検出の詳細については、144 ページの 「インポートおよび検出プロセス」および143 ペー

ジの 「ソースワークロードの検出要件」を参照してください。

スプレッドシートを使用してプロジェクトの複数のワークロードをインポートするには、次の手順
を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 Spreadsheet Import (スプレッドシートのインポート)をクリックします。 

3 プロジェクトリストから、スプレッドシートのワークロードに使用するプロジェクトを選択し
ます。

運用のグローバルスコープがプロジェクトに設定されている場合、プロジェクトフィールドに
はその値が事前に入力されています。別のプロジェクトを選択するには、［Spreadsheet Import 
(スプレッドシートのインポート)］ダイアログを終了し、グローバルスコープを選択解除す

るか、またはスコープを該当のプロジェクトに再割り当てし、ステップ 2に戻って再試行しま

す。

4 ブラウズをクリックし、指定したプロジェクトに追加するワークロード情報を格納している
［Bulk Import (バルクインポート)］スプレッドシート(.xlsファイル)を見つけて選択しま

す。

5 検証をクリックし、Validation Results (検証結果)を表示して必要なすべての情報が存在し、

適切なフォーマットになっていることを確認します。

たとえば、エントリに必要な情報がない、フィールドで不明なオプションを使用している、値
に対して不正なフォーマットを使用しているなどが報告される場合があります。

6 スプレッドシートにエラーが含まれている場合:

6a ダイアログ下部のGet Results (結果の取得)をクリックし、注釈付きのスプレッドシート

を生成し、ファイルをコンピュータに保存します。

6b ［Bulk Import (バルクインポート)］スプレッドシートの誤りを修正し、ファイルを保存

します。

6c ステップ 5に戻り、エラー報告がなくなるまで検証と修正のプロセスを繰り返します。

7 スプレッドシートが検証された後、インポートをクリックします。

8 正常にインポートされた後、ダイアログ下部のGet Results (結果の取得)をクリックし、保存

をクリックします。 

PlateSpin Transformation Managerは、最終ステータスのインポート済みとともに、割り当てら

れたワークロードIDをスプレッドシートに追加します。NICとディスクの情報を提供した場合

は、それらのコンポーネント用に割り当てられたUUIDも追加されます。

9 Webインタフェースで、プランニング>ワークロードの順に選択し、ワークロードのリストを表

示します。

10 (Connector)スプレッドシートに1つ以上のワークロードの資格情報が含まれていた場合、状

態を表示し、ワークロードの自動検出を確認します。

このタスクを実行できるユーザ: システム管理者、プロジェクトマネージャ、プロジェクト設計者
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自動検出を使用したワークロードのインポート

プロジェクトでPlateSpin Migrate Connectorを使用できる場合は、インポートオプションを使用し

てワークロードをインポートして、自動検出プロセスを利用してそれらのワークロードに関する詳
細情報を追加できます。

 単一のワークロードに関する詳細情報をインポートして検出するためのIPv4アドレスまたは

FQDNを指定します。

 最大256個のワークロードの詳細情報を同時にインポートして検出するためのIPv4アドレスの

範囲を指定します。

ワークロードは、1つの変換プロジェクトに1つのインスタンスしか持つことができません。プロ

ジェクト内にワークロードがすでに存在する場合は、そのワークロードに対して検出プロセスは実
行されません。また、自動検出では、コンピュータネットワークに接続されていないデバイスは無
視されます。

 147 ページの 「インポートについて」

 148 ページの 「IPアドレスまたはFQDNによる単一ワークロードのインポート」

 148 ページの 「IPアドレス範囲内のワークロードのインポート」

インポートについて

1つまたは範囲のインポートのための［インポート］ダイアログでは、次の情報が必要です。

組織: プロジェクトの親組織を選択します。 

プロジェクト: ワークロードの親プロジェクトを選択します。

説明: (オプション)ワークロードの簡単な説明を指定します。このテキストは、デフォルトでは

［ワークロード］リストに表示されます。

IPまたはFQDN: 1つのアドレスまたはアドレス範囲を指定します。

 シングル: ワークロードのIPアドレスまたは完全修飾ドメイン名を指定します。PTMは、この

情報を使用してワークロードを検出し、これと通信します。ワークロードは、1つの変換プロ

ジェクトに1つのインスタンスしか持つことができません。

例: 

sqlserver5.paris.digitalair.com

192.168.1.1

 範囲: ワークロード範囲の最初のIPv4アドレスを指定し、この範囲の最後のIPv4アドレスの

4番目のオクテット値を指定します。オクテット範囲の有効な値は0～255です。PTMは、こ

の情報を使用してワークロードを検出し、これと通信します。 

例: 

10.10.1.0 – 255

10.10.10.16 – 48

このタスクを実行できるユーザ: システム管理者、プロジェクトマネージャ、プロジェクト設計者
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資格情報: PTMは、資格情報を使用してワークロードを検出し、これと通信します。試行用に1～
4個の資格情報リソースを指定できます。インポートでは指定された資格情報リソースごとに試行

します。検出が成功するためには、1つ以上の指定された資格情報リソースが有効になっている必

要があります。

IPアドレスまたはFQDNによる単一ワークロードのインポート

単一のワークロードに関する詳細情報をインポートして検出するための単一のIPv4アドレスまたは

FQDNを指定できます。

単一のワークロードをインポートするには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 インポートを選択します。

3 ［Import a Workload (ワークロードのインポート)］ダイアログで、次の情報を指定します。

 組織

 プロジェクト

 説明

 IPまたはFQDN

例: 

sqlserver5.paris.digitalair.com

192.168.1.1

 資格情報 

試行用に1～4個の資格情報リソースを指定します。

4 インポートをクリックします。

5 閉じるをクリックして［ワークロード］リストに戻ります。

6 ［ワークロード］リストで、ワークロードの検出状態を監視します。 

7 (検出の失敗)検出に失敗した場合は、ワークロードの状態をマウスオーバーして問題を理解

してから、問題を解決して検出を再試行します。 

IPアドレス範囲内のワークロードのインポート

最大256個のワークロードの詳細情報を同時にインポートして検出するためのIPv4アドレスの範囲

を指定できます。 

指定したIPアドレス範囲内のワークロードをインポートするには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 インポートを選択します。

3 ［ワークロード］ダイアログの［Import a Range (範囲をインポート)］で、次の情報を指定し

ます。

 組織

 プロジェクト

 説明
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 IPまたはFQDN

範囲内の最初のIPアドレスと範囲内の最後のオクテットを指定します。

例: 

10.10.1.0 – 255

10.10.10.16 – 48

 資格情報

範囲内の各ワークロードに対して試行するための1～ 4個の資格情報リソースを指定しま

す。

4 インポートをクリックします。

5 閉じるをクリックして［ワークロード］リストに戻ります。

6 ［ワークロード］リストで、範囲内の各ワークロードの検出プロセスを監視します。 

7 (検出の失敗)検出に失敗した場合は、ワークロードの状態をマウスオーバーして問題を理解

してから、問題を解決して、検出に失敗したワークロードの検出を再試行します。

ワークロード検出の再試行

初期検出に失敗した場合は、ワークロードの検出を再試行することをお勧めします。検出失敗の考
えられる原因については、144 ページの 「検出失敗のトラブルシューティング」を参照してくださ

い。

1つ以上のワークロードの検出を再試行するには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 詳細検索を使用して、初期検出に失敗した1つ以上のワークロードを選択します。サブ状態リ

ストで、Initial workload discovery failed (初期ワークロード検出の失敗)を選択します。

3 ［ワークロード］リストをクリックして詳細検索を終了します。

4 各ワークロードについて、Initial workload discovery failed (初期ワークロード検出の失敗)状
態をマウスオーバーして、検出に失敗した理由に関する詳細情報を表示します。 

5 絞り込まれたリストで1つまたは複数のワークロードを選択します。

6 リストの上に表示されている操作の中からRetry (再試行)をクリックして、選択した各ワーク

ロードの検出を開始します。

単一ワークロードの検出を再試行するには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 フィルタと詳細検索を使用して、目的のワークロードを見つけて選択してから、編集をクリッ
クします。 

3 ヘッダ領域のRetry (再試行)をマウスオーバーして、初期検出に失敗した理由に関する情報を

表示します。

4 Retry (再試行)をクリックして検出を開始します。
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ワークロードの再検出

実行する変換を送信する前にソースワークロードを変更した場合は、ワークロードを再検出するこ
とをお勧めします。［変換］ダイアログまたは［Bulk Edit (バルク編集)］オプションを使用して提

案するワークロードを編集した後は、再検出されたワークロードの情報は元のワークロードのみに
当てはまります。

1つ以上のワークロードを再検出するには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 詳細検索を使用して、初期検出に失敗した1つ以上のワークロードを選択します。サブ状態リ

ストで、Discovery succeeded, ready to plan (検出成功、計画準備完了)を選択します。

3 ［ワークロード］リストをクリックして詳細検索を終了します。

4 絞り込まれたリストで1つまたは複数のワークロードを選択します。

5 リストの上に表示されている操作の中からRediscover (再検出)をクリックして、選択した各

ワークロードの再検出を開始します。

単一ワークロードを再検出するには:

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 フィルタと詳細検索を使用して、目的のワークロードを見つけて選択してから、編集をクリッ
クします。 

3 ヘッダ領域で、Discovery succeeded, ready to plan (検出成功、計画準備完了)というサブ状態

を確認します。

4 Rediscover (再検出)をクリックして再検出を開始します。
150 PlateSpin Transformation Managerユーザガイド



19 19ワークロード変換の設定

ワークロードをインポートし、それらに関する情報を検出したら、各ワークロードの提案する変換
を設定する準備が整います。

 151 ページの 「自動マイグレーションについて」

 153 ページの 「変換ダイアログについて」

 167 ページの 「ワークロードリストの表示」

 168 ページの 「ワークロードのNICおよびボリュームサマリの表示」

 169 ページの 「フィルタおよび詳細検索を使用したワークロードの検索」

 170 ページの 「ワークロード変換の詳細の表示」

 170 ページの 「ワークロード変換の編集」

 171 ページの 「レプリケーションに使用するソースNICの設定」

 172 ページの 「送信後のワークロード変換の編集」

 173 ページの 「複数の提案するワークロードのバルク編集」

 177 ページの 「複数の提案するワークロードのバルク状態変更」

 177 ページの 「Migrateサーバからの編集の同期」

 178 ページの 「変換履歴の表示」

 178 ページの 「変換履歴へのユーザ注記の追加」

 179 ページの 「送信されたワークロードの取り消し」

 180 ページの 「ワークロードの削除」

自動マイグレーションについて

PlateSpinマイグレーション環境で、PlateSpin Transformation Managerは、物理マシンおよび

VMware仮想マシンからVMware Clusterホストのターゲット仮想マシンに対して自動マイグレーショ

ンを提供します。

 151 ページの 「自動展開要件」

 152 ページの 「自動プロセス」

 152 ページの 「自動マイグレーション失敗のトラブルシューティング」

自動展開要件

自動マイグレーションの実行を試みる前に、PlateSpinマイグレーション環境を設定する必要があ

ります。

 PlateSpin Transformation Manager 1.1 

PlateSpin Transformation Managerを設定し、プロジェクトを設定して、ワークロードとホス

トを検出します。
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 PlateSpin Migrate Connector 1.1 

PlateSpin Migrate Connectorがプロジェクトに使用できる必要があります。展開情報について

は、『PlateSpin Migrate Connectorクイックスタート』の「展開要件」を参照してください。

 PlateSpin Migrate 12.2 

PlateSpin Migrateサーバはネットワークに展開される必要があります。展開情報については、

『PlateSpin Migrate 12.2ユーザガイド』の「Planning Your PlateSpin Migration Environment」
を参照してください。

初期計画の詳細を使用せずに、マイグレーションサーバリソースを作成できます。ワークロー
ドの変換計画の［自動割り当て］を選択すると、PlateSpin Migrate Connectorで、プロジェク

トに作成するマイグレーションサーバリソースの中からPlateSpin Migrateサーバ割り当てを

管理できるようになります。

 サポートされている変換 

Connectorは、次のソースワークロードとターゲットVMホストに対してのみ自動マイグレー

ションをサポートします。

 x86およびx64アーキテクチャを備えた物理マシン

 VMware Clusterホスト上の仮想マシン(VM)

 ターゲットVMware Clusterホスト

他のワークロードタイプの場合は、手動またはサードパーティ製のマイグレーションツールを
使用します。

 ソースワークロード 

ソースワークロードが稼動しているかどうか確認してください。

 ターゲットホスト 

VMware Clusterホストはターゲットホストとして使用できる必要があります。初期計画の詳細

を使用せずにホストリソースを作成できます。ホスト検出情報については、209 ページの 「ホ

ストリソースについて」を参照してください。

 ネットワーク接続およびアクセス 

次のネットワーク接続が機能していることを確認します。

 PlateSpin Migrate Connectorとソースワークロード間

 PlateSpin Migrate ConnectorとPlateSpin Migrateサーバ間

 ソースネットワークとターゲットネットワーク間

自動マイグレーション用のネットワーク接続およびアクセス情報については、141 ページの 
「PlateSpinマイグレーション環境」を参照してください。

自動プロセス

PlateSpinマイグレーション環境内で自動マイグレーションがどのように機能するかについては、

16 ページの 「PlateSpinマイグレーション環境」を参照してください。

自動マイグレーション失敗のトラブルシューティング

次のいずれかの状態により、マイグレーションが失敗します。

 Migrate Connectorが使用できない。
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 割り当てられたMigrateサーバが使用できない。

 ターゲットVMware Clusterホストが使用できない。

 ソースワークロードが自動マイグレーションでサポートされていない。

 ターゲットワークロードが自動マイグレーションでサポートされていない。

 ターゲットホストが自動マイグレーションでサポートされていない。

 ソースワークロードのオペレーティングシステムのファイアウォールで、必要がポートが開い

ていない。

 ソースワークロードの資格情報リソースが提供されていない。

 Migrateサーバの資格情報リソースが提供されていない。

 ターゲットVMware Clusterホストの資格情報リソースが提供されていない。

 資格情報リソースのユーザ名とパスワードの値が無効である。

 ソースワークロードがマイグレーション実行時に実行されていない。

変換ダイアログについて

［変換］ダイアログでそれぞれの変換を計画します。これには、元のワークロード、提案するワーク
ロード、および変換状態についての情報が含まれます。このダイアログを使用すると、提案する
ワークロードおよびワークロードの変換状態を変更できます。

［変換］ダイアログでは、提案する値のフォントの色がデータの状態を示します。

 明るい灰色: セクションが直接編集されていない場合、提案するフィールド値は明るい灰色

(淡色)です。各提案するフィールド値は、ソースワークロードのインポート済みまたは検出

済みの値から継承されます。［変換計画］セクションで、各フィールド値はその親のバッチ、
ウェーブ、またはプロジェクト値から継承されます。

 灰色: セクションが直接編集され、値が表示される元の値に一致する場合は、提案するフィー

ルド値は灰色です。そのセクションの編集アクションが有効な場合は、提案する値は変更可能
です。

 青のイタリック: フィールド値はそのインポート済みまたは検出済みの値から変更されていま

す。

［変換］ダイアログのセクションが直接編集されていない場合、提案するデフォルトまたはイ
ンポート済みの値に対する変更が間接的に行われています。そうでない場合、変更が直接的ま
たは間接的に行われている可能性があります。フィールドへの変更のソースおよび履歴は追跡
されません。

 赤: セクション見出しは、そのフィールドのいずれかに対してエラーまたは警告が存在する場

合、赤い太字の書体で表示されます。赤のエラー状態は、フィールドラベルの横に表示されま
す。たとえば、必要な値がない場合、エラーが存在します。

このダイアログを使用すると、ワークロード変換の次の情報を表示または変更できます。

 154 ページの 「ヘッダ」

 154 ページの 「ワークロードIDおよび検出アドレス」

 155 ページの 「［変換］ダイアログのURL」

 155 ページの 「［エラーと警告］」

 155 ページの 「ステータスと再試行」
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 158 ページの 「マイグレーションサブステータス」

 158 ページの 「検出ステータスと再検出」

 158 ページの 「最終更新日時」

 158 ページの 「ライセンスの状態」

 158 ページの 「変換計画」

 160 ページの 「マイグレーションの設定」

 161 ページの 「ワークロード」

 162 ページの 「場所」

 163 ページの 「ネットワークインタフェース」

 164 ページの 「ネットワークインタフェースのテスト」

 165 ページの 「ストレージ」

 167 ページの 「アプリケーション」

 167 ページの 「カスタムのフィールド」

 167 ページの 「変換履歴」

ヘッダ

［変換］ダイアログのヘッダは、ワークロードの次の情報を提供します。

 FQDN(完全修飾ドメイン名)

 プロジェクト名

 ウェーブ名または<ウェーブが割り当てられていません>

 バッチ名または<バッチが割り当てられていません>

ワークロードIDおよび検出アドレス

［変換］ダイアログのヘッダ領域の任意のオブジェクトをマウスオーバーし、選択したワークロード
の次のIDを表示します。

 変換ID

 元のワークロードID

 提案するワークロードID

 マイグレーションサーバのワークロードID

この値は、PlateSpin Migrateサーバが割り当てられた後で認識されます。この値は、指定し

たPlateSpin Migrateサーバのデータベースの対応するワークロード用に使用されます。

 検出アドレス

これは、ワークロードの検出およびワークロードとの通信に使用されるIPアドレスです。
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［変換］ダイアログのURL 

［変換］ダイアログの右上端のナビゲーションURLアイコン をクリックして、選択したワーク

ロード変換のURLを表示します。新しいタブのリンクを開く、またはクリップボードにURLをコ

ピーできます。コピーしたURLをステークホルダーに電子メールで送り、選択したページに直接移

動できるようにすることも可能です。ユーザは、アクセスするにはログインする必要があります。 

［エラーと警告］

エラーまたは警告がある場合、［変換］ダイアログは、ワークロード変換に関連付けられている合計
数を報告します。エラーまたは警告のあるセクションでは、セクションのタイトルおよび不足して
いるフィールド値または無効な情報は赤のフォントで表示されます。

注: 障害状態で、それが復元可能な状態である場合、再試行するオプションを使用できます。

ステータスと再試行

ステータスは、ワークロードが変換ワークフローのどこにあるのかを示します。図 19-1は、ステー

タス、さまざまなワークロードの状態、および変換プロセスのワークフローを設定するユーザを示
します。太い線は、各状態のデフォルトの次の状態を示します。各ワークロード状態および可能性
があるその次の状態の説明は、表 19-1を参照してください。 

一部の状態は、ワークロードの割り当てバッチの開始日またはカットオーバー日に関連付けられて
います。その日が過ぎたが期待されたアクションがまだ発生しない場合、状態が警告を報告します。

注: 障害状態で、それが復元可能な状態である場合、再試行するオプションを使用できます。

 エラーがあります

 警告があります
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図 19-1   変換ワークフロー

表 19-1   状態の説明および次の状態

状態 説明 可能性がある次の状態

インポート済み ワークロード情報は、元のワークロードおよび
提案するワークロードとしてインポートされて
います。インポートした情報をまだ変更してい
ません。ワークロードは、ワークロード情報の
編集を開始するまでライセンス供与されませ
ん。

追加情報が必要(編集時に自動)

追加情報が必要 ［変換］ダイアログで直接、または［バッチの
編集］アクションを通じて、インポートした
ワークロード情報を変更しました。一部の必須
の値が存在しない、または解決すべきエラーが
あります。編集には、ワークロードのスケ
ジュールの設定、提案するワークロード設定の
変更、または必須の値の追加が含まれます。

送信準備完了(エラーがない場

合に自動)

 送信済み、開始日を待機

送信準備完了 必須の値がすべて存在し、解決すべきエラーが
ありません。割り当てられたバッチの開始日が
過ぎている場合、赤の警告通知が［状態］列に
表示されます。

送信済み、開始日を待機

(x2P x2V x2C) (LnS Decom VFM)
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送信済み、開始日を
待機

ワークロードは変換するために送信され、割り
当てられたバッチの開始日はまだ来ていませ
ん。開始日になると、ワークロードの状態は自
動的に変換準備完了に変更されます。マイグ
レーションスペシャリストは、開始日の前に
ワークロードの状態を送信済みから変換中に手
動で変更できます。

変換準備完了

 変換中

 完了

 取り消し

変換準備完了 ワークロードは、変換する準備ができていて、
割り当てられたバッチの開始日が過ぎました。 

完了

 変換中

取り消し

取り消し 送信したワークロードは、変換プロセスを続行
する前に計画した変換を変更する必要があるた
め、取り消されました。

追加情報が必要

変換中 マイグレーションスペシャリストは、レプリ
ケーション方式(x2P、x2V、またはx2C)また

はその他の方式(LnS、Decom、およびVFM)な
どワークロードの変換プロセスを開始しまし
た。

カットオーバー準備完了

 完了

 カットオーバー前テスト

 変換失敗

 変換準備完了

変換失敗 元のワークロードから提案するワークロードへ
の変換をしようとしましたが失敗しました。

変換中

 完了

カットオーバー準備
完了

変換するワークロードの準備ができていて、
カットオーバー日を待っています。

完了

 カットオーバー

カットオーバー後テスト

カットオーバー前テ
スト

変換するワークロードのテストが進行中です。 カットオーバー前テスト合格

カットオーバー前テスト不合格

 完了

カットオーバー前テ
スト合格

変換するワークロードのテストに合格し、ワー
クロードはカットオーバーの準備ができていま
す。

カットオーバー準備完了

 完了

 カットオーバー前テスト

カットオーバー前テ
スト不合格

変換するワークロードのテストに不合格でし
た。変換を繰り返すかまたはワークロードを再
テストします。

変換中

 完了

 カットオーバー前テスト

カットオーバー ワークロードがそのターゲットネットワークに
カットオーバーされました。

完了

 カットオーバー後テスト

カットオーバー後テ
スト

カットオーバー後、カットオーバーワークロー
ドのテストが進行中です。

カットオーバー後テスト合格

カットオーバー後テスト不合格

 完了

カットオーバー後テ
スト合格

カットオーバーワークロードのテストに合格し
ました。

完了

 カットオーバー後テスト

カットオーバー後テ
スト不合格

カットオーバーワークロードのテストが不合格
でした。必要に応じてワークロードを再テスト
します。

カットオーバー後テスト

 完了

完了 ワークロード変換プロセスは完了しました。 再オープン

状態 説明 可能性がある次の状態
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マイグレーションサブステータス

自動マイグレーション中に、PlateSpin Migrateサーバは、マイグレーションサブステータスとも呼

ばれる、ワークロードのマイグレーション状態イベントを報告します。［詳細検索］ダイアログでサ
ブステータス状態を検索できます。

報告可能なマイグレーション状態イベントのリストについては、131 ページの 「マイグレーション

サブステータス」を参照してください。

検出ステータスと再検出

プロジェクトでPlateSpin Migrate Connectorを使用できる場合は、ヘッダ領域のステータスの下に

ワークロードの検出ステータスが表示されます。 

正常に検出されると、Rediscovery (再検出)オプションを使用できます。NICの追加や割り当てら

れたデータストアの変更など、ソースワークロードを手動で変更する場合は再検出を開始する場合
があります。150 ページの 「ワークロードの再検出」を参照してください。

最終更新日時

［最終更新日時］フィールドには、［変換］ダイアログで直接行われた最終変更のタイムスタンプ、
または提案するワークロードまたは状態のインポート、検出、および変更を通じて間接的に行われ
た最終変更のタイムスタンプが表示されます。

ライセンスの状態

［変換］ダイアログのヘッダ領域の右下端にライセンスの状態が表示されます。ライセンス済み(緑
)アイコンをマウスオーバーし、ライセンス日を表示します。 

変換計画

［変換計画］パネルでは、ワークロード変換について次の情報を指定できます。

 プロジェクト: ワークロードの親プロジェクト。

 ウェーブ: 指定したバッチの親ウェーブ。

 バッチ: このワークロードにスケジュールされた親バッチ。

再オープン 完了したワークロード変換は、変換プロセスを
続行する前に計画した変換を変更する必要があ
るため、再度開きました。

追加情報が必要

 ライセンス済み

 ライセンスなし

 ライセンスを使用できません

状態 説明 可能性がある次の状態
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 開始日: ワークロード変換に計画された開始日。この日付は、その親バッチの実行ウィンドウ

内、かつカットオーバー日の前にする必要があります。 

 時間: マイグレーションのためのワークロードレプリケーションを開始する時刻を指定し

ます。時刻は、マイグレーションを実行するために使用するPlateSpin Migrateサーバの

タイムゾーンの時刻です。 

 カットオーバーの日時: ワークロード変換に計画されたカットオーバー日。この日付は、その

親バッチの実行ウィンドウ内にする必要があります。 

 時間: カットオーバーの実行を開始する時刻を指定します。時刻は、マイグレーションを

実行するために使用するPlateSpin Migrateサーバのタイムゾーンの時刻です。 

 変換方式: このワークロード用に使用する変換方式。選択肢は、元のワークロードのワーク

ロードタイプによって決まります。138 ページの 「ワークロード変換方式」を参照してくださ

い。

 マイグレーションサーバ: 元のワークロードを提案するワークロードに移行する際に使用する

マイグレーションサーバのリソース。マイグレーションサーバを選択するにはその前に、まず
リソース>マイグレーションサーバでプロジェクトのマイグレーションサーバのリソースを作成

する必要があります。215ページの第23章「マイグレーションサーバリソースの管理」を参照

してください。

注: マイグレーションサーバの選択は［自動割り当て］を有効にしている場合は無効です。 

URLおよび資格情報のない不完全な状態でマイグレーションサーバのリソースを保存できます。

この場合、［マイグレーションサーバ］フィールドの［変換計画］パネルにマイグレーション
サーバのリソース名および未設定状態が表示されます。マイグレーションサーバを環境に後で
展開する場合、マイグレーションサーバのリソースをそのURLおよび資格情報を使用して更新

する必要があります。リソース状態はその関連付けられているワークロードのすべてに対して
自動的に更新されます。

 Auto Assign (自動割り当て): このチェックボックスをオンにすると、PlateSpin Migrateサー

バにマイグレーションジョブが負荷分散的に自動割り当てされるようになります。自動化モー
ドでは、固有のマイグレーションサーバリソースを各ワークロードに割り当てる代わりの手段
として、自動割り当て機能を使用できます。 

Migrate Connectorはラウンドロビン負荷分散を使用して、プロジェクト内のPlateSpin 
Migrateサーバのすべてにわたってワークロードマイグレーションジョブを均等に分散します。

ラウンドロビン用に現在実行中のMigrateサーバのすべてを検出します。新しいワークロード

マイグレーション要求を受信すると、Connectorは使用可能な容量とライセンスの順番で次の

Migrateサーバにワークロードを割り当てます。

ワークロードがMigrateサーバに割り当てられると、PlateSpin Migrateのワークロードへの

リンクがワークロードの［変換］ダイアログで使用可能になります。そのリンクをたどって、
割り当てられたMigrateサーバ上のワークロードに直接アクセスできます。

注: Windows Clusterマイグレーションの場合、PlateSpin Migrateサーバは『PlateSpin 
Migrate 12.2ユーザガイド』の「Migrating Windows Clusters」で説明される前提条件を満た

している必要があります。自動割り当て機能を使用する場合は、プロジェクトのすべての
Migrateサーバがこれらの前提条件を満たしていることを確認します。

 保留状態: このチェックボックスをオンにすると、ワークロードが［On Hold (保留状態)］状

態になり、ワークロードが進行不能になります。このチェックボックスをオフにすると、保留
状態が解除されます。［On Hold (保留状態)］状態のワークロードは、［ワークロード］リスト

で淡色表示されます。
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マイグレーションの設定

［マイグレーションの設定］パネルでは、レプリケーション環境のデフォルト動作に関する情報が表
示されます。

一般設定

 ディスクコピー方式: ソースディスクからターゲットディスクへの正確なボリュームデータコ

ピーを作成するための方式です。データ転送のオプション:

 ドライバありブロック: ソースワークロードに特殊なドライバを動的にインストールする

ディスク転送方式。ブロックレベルでのボリュームデータ転送が容易になります。この方
式ではスナップショットが使用されます(使用可能な場合)。PlateSpin Migrateでは、す

べてのLinuxワークロードに対してこのオプションを使用することが要求されます。

 ドライバなしブロック: Windowsワークロード用のドライバなしデータ転送方式。この方

式では、スナップショットが使用されるか(使用可能な場合)、MD5ベースレプリケー

ションによるドライバなしの同期が使用されます。 

 ファイル: ファイル単位でデータをコピーして変更内容を複製するWindowsワークロード

用のデータ転送方式。 

 ドライバのインストール: ディスクコピー方式として［ドライバありブロック］を選択する場

合は、マイグレーションプロセス中のどのタイミングでソースワークロードにドライバをイン
ストールするのかを指定できます。

 準備: ソースワークロードに必要なデータ転送ソフトウェアをインストールし、ワーク

ロードのレプリケーションの準備としてターゲットワークロードを作成します。

 最初のレプリケーション: ソースワークロードに必要なデータ転送ソフトウェアをインス

トールし、ワークロードの最初の完全レプリケーションを開始します。

 圧縮レベル: ターゲットワークロードにレプリケーションを転送する前に、ワークロードデー

タに適用する圧縮のレベルを指定します。

 高速: ソースで消費されるCPUリソースは最小になりますが、圧縮率は低くなります。

 Optimal (最適): (推奨)ソースで消費されるCPUリソースとその圧縮率が最適なものにな

ります。

 [最大]： ソースで消費されるCPUリソースは最大になりますが、圧縮率は高くなります。

 なし: 圧縮しません。

 日々の増分レプリケーションの実行: このチェックボックスをオンにすると、ターゲットワー

クロードへの日次増分レプリケーションが有効になります。 

 時間: 増分レプリケーションジョブを実行する時刻を指定します。時刻は、マイグレー

ションを実行するために使用するPlateSpin Migrateサーバのタイムゾーンの時刻です。

デフォルトの実行時刻は、PlateSpin Migrateサーバのタイムゾーンの午前1時です。

 データの暗号化: このチェックボックスをオンにすると、転送するデータを暗号化できるよう

になります。

 ワークフローの一時停止: このチェックボックスをオンにすると、マイグレーション設定と

ワークロード準備プロセスの間にワークフローを一時停止できるようになります。

 自動カットオーバー: このチェックボックスをオンにすると、カットオーバー日付に達したと

きにワークロードの自動カットオーバーが実行されます。

 テストカットオーバーでレプリケーションを実行: このチェックボックスをオンにすると、テ

ストカットオーバーの実行前に増分レプリケーションを実行できます。
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 カットオーバーでレプリケーションを実行: このチェックボックスをオンにすると、カット

オーバーの実行前に増分レプリケーションを実行できます。

 カットオーバー中にソースをシャットダウン: このチェックボックスをオンにすると、カット

オーバー中にソースワークロードをシャットダウンできます。

 カットオーバー中にターゲットをシャットダウン: このチェックボックスをオンにすると、

カットオーバー中にターゲットワークロードをシャットダウンできます。

レプリケーションネットワーク

 ネットワーク: ターゲットのホストマシンに割り当てられたネットワークリソースを選択しま

す。

 ［MTU］: レプリケーションネットワークで使用できる最大パケットサイズを表すバイト単位

の最大転送ユニット設定。有効な値は68から65535です。たとえば、ほとんどの

Ethernetネットワークは1500バイトのMTU設定に対応しています。VPNでは、MTU値は通常

1500バイト未満です。

ソースワークロードとターゲットワークロードの間のレプリケーションネットワークパスの最
小MTU設定と一致するMTU設定を指定します。パケットがインタフェースのMTU値より大きい

場合、パケットが小さいパケットに分割されるか、またはパケットがドロップされる場合があ
ります。パケットのフラグメンテーションと再転送は、どちらも遅延および輻輳をもたらし、
レプリケーション時間が大幅に増える可能性があります。レプリケーションネットワークに合
わせてワークロードのMTU値を調整するとこのような状況を回避する役に立ち、転送パフォー

マンスが最適化され、レプリケーション時間が最小化されます。

 DHCPを使用してネットワークアドレスの詳細を取得: この設定は、デフォルトで有効になっ

ています。このチェックボックスをオフにして、静的IPアドレスを指定してから、レプリ

ケーションネットワークのネットワークアドレス設定を指定します。

 IPアドレス: IPv4フォーマット。

 サブネットマスク: IPv4フォーマット。

 デフォルトゲートウェイ: IPv4フォーマット。

 DNSサーバ: IPv4フォーマット。複数エントリの場合、ラインごとに1つのDNSサーバを

指定します。

ワークロード

［ワークロード］パネルには、スプレッドシートのインポート機能を使用してインポートまたは再イ
ンポートされた元のワークロード設定が表示されます。初めには、提案するワークロードの設定は
同じです。提案するワークロードの設定を編集できます。

ワークロードの詳細

 ホスト名: ワークロードの単純なホスト名(またはマシン名)。ワークロードのFQDNではあり

ません。例: sqlserver10

 ドメイン名: 提案するワークロードが結合するドメインの名前。例: digitalair.com、

paris.digitalair.com

 管理者資格情報: (オプション)指定したソースワークロードの認証を受けるために使用する資

格情報リソースを選択します。

 オペレーティングシステム: OSタイプリストから指定した値。

 アーキテクチャ: この値は、指定したオペレーティングシステムから継承されます。
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 説明: (オプション)マイグレーションの制約や依存性についての情報などのワークロードのテ

キストの説明。

 ワークロードタイプ: クラウド、物理、または仮想この値は、変換方式から継承されます。

ワークロードリソース

 RAM容量: ワークロードのメモリ量(MB、GB、TB、PB、EB、ZB、またはYB)。

 # ソケット: ワークロードに搭載されているソケットの数。

 ソケットあたりのコア数: 各ソケットのコア数。ワークロードの合計コア数は、ソケットあた

りのコア数にソケット数を掛けた値です。

Windows設定

Windows仮想ワークロード用にWindows設定領域があります。

 ドメインまたはワークグループ: Windowsワークロードがドメインのメンバーなのかワークグ

ループのメンバーなのかを指定してから、名前を指定します。

 ドメイン: そのドメイン名を指定します(例: PARISやparis.digitalair.com)。

 ワークロード: そのワークグループ名を指定します(例: WORKGROUP)。

 ドメイン資格情報: ［ドメイン］を指定した場合は、ワークロードを既存のドメインに参加させ

るために必要なドメイン管理者アカウントの資格情報リソースを選択します。

場所

［場所］パネルには、ネットワークのどこに提案するワークロードがあるかが表示されます。

ホスト

 使用環境: ワークロードに割り当てられる環境リソース。 

 クラウドプロバイダ: (タイプ: クラウド)ワークロードをホストするクラウドプロバイダ:

 Amazon Web Services

 Microsoft Azure

 Rackspace

 vCloud

 Google

 搭載: (タイプ: 仮想)ワークロードのVMをホストするHypervisorのタイプ:

 Citrix XenServer

 Linux KVM

 Microsoft Hyper-V

 SUSE Xen

 VMware

 ホスト: (タイプ: 仮想)ターゲットホストに使用するホストリソース。

 サイト: ワークロードのネットワークがある地理的場所または施設。例: London

 ハードウェア: ワークロードが使用するハードウェアのベンダまたはモデル。例: Dell 
PowerEdge

 筐体: データセンター内のワークロードの場所。例: Rack A-31
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 スロット: ホストマシンのラックのスロット番号。例: 8

仮想マシンの設定

 VM名: ワークロードに使用するVMの名前。デフォルト値はワークロードのホスト名です。

 リソースプール: (VMware)ターゲットVMがVMwareホスト上に作成されるリソースプールリ

ソースを選択します。

 VM設定データストア: VM設定ファイルを格納するデータストアのリソース。

 データストアのパス: VM設定ファイルへのパス。

 VMwareツールのインストール: (VMware) VMwareホストで動作しているターゲット仮想ワーク

ロードにVMwareツールをインストールするかどうかを指定します。

ネットワークインタフェース

［ネットワークインタフェース］パネルでは、ワークロード上の各NICに関する情報を設定します。

インポート中に提供されたソースNIC情報は削除できませんが、ターゲットワークロードのその他

のNICは追加、編集および削除できます。 

少なくともソースワークロードのNICを1つとターゲットワークロードのNICを1つ持っている必

要があります。リストに最後に残ったNICは削除できません。まず別のNICを作成してから不要な

NICを削除する必要があります。

ソースワークロードに複数のNICがある場合、レプリケーションに使用するNICを指定します。

 インタフェース名: NICの名前。例: eth0

 ネットワーク: ワークロードに割り当てられるネットワークリソース。複数のNICがある場合

は、NICごとにこの設定が必要です。

 MACアドレス: (計画モード)ソースワークロードのNICのMACアドレス。フォーマット: 00-
00-00-00-00-0c。 

提案するワークロードの場合は、MACアドレスがターゲットワークロードによって割り当てら

れます。このアドレスは計画のために追跡されません。

 VLAN ID: ワークロードのトラフィックを運ぶネットワークVLAN。

 ブート時に接続: ブート時にネットワークに接続するようにNICが自動的に設定されます。

 DHCPを使用してネットワークアドレスの詳細を取得: この設定は、デフォルトで有効になっ

ています。このチェックボックスをオフにして、静的IPアドレスを指定してから、ターゲッ

トネットワークのネットワークアドレス設定を指定します。

 IPアドレス: IPv4フォーマット。

 サブネットマスク: IPv4フォーマット。

 デフォルトゲートウェイ: IPv4フォーマット。

注: ソースワークロードまたはターゲットワークロードがネットワークアドレス変換(NAT)デ
バイスの背後の異なる内部(プライベート)ネットワークにある場合、他方のワークロードと

通信してワークロードを複製できない場合があります。影響を受けるワークロードでは、レプ
リケーションに使用するNICのパブリックIPアドレスを必ず指定します。
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 DHCPを使用してネームサーバを取得: 関連ネットワークのDHCPサーバからDNS名を取得する

かどうかを指定します。デフォルトでは、このオプションは有効になっています。静的IPア
ドレスを使用する場合、このオプションを選択解除し、次の情報を提供します。

 DNSサーバ: IPv4フォーマット。複数エントリの場合、ラインごとに1つのDNSサーバを

指定します。

 検索ドメイン: 1つまたは複数の検索ドメインのFQDN。

 レプリケーションの使用: ［ネットワークインタフェース］パネルで、当該NICをレプリケー

ション通信用に使用するかどうかを指定します。デフォルト値は［はい］です。1つ以上のNIC
がレプリケーション用に有効になっている必要があります。

ネットワークインタフェースのテスト

［ネットワークインタフェースのテスト］パネルでは、ターゲットワークロードのカットオーバーテ
スト中のNIC設定に関する情報を設定します。ネットワークインタフェースからデフォルト設定を

コピーまたは再適用し、テストネットワークの設定を使用して、ライブネットワーク設定を変更で
きます。テスト用のNICを作成および削除することもできます。

 インタフェース名: NICの名前。例: eth0

 ネットワーク: ワークロードに割り当てられるネットワークリソース。複数のNICがある場合

は、NICごとにこの設定が必要です。

 MACアドレス: (計画モード)ソースワークロードのNICのMACアドレス。フォーマット: 00-
00-00-00-00-0c。 

提案するワークロードの場合は、MACアドレスがターゲットワークロードによって割り当てら

れます。このアドレスは計画のために追跡されません。

 VLAN ID: ワークロードのトラフィックを運ぶネットワークVLAN。

 ブート時に接続: このチェックボックスをオンにすると、ブート時にNICをネットワークに接

続できるようになります。

 DHCPを使用してネットワークアドレスの詳細を取得: この設定は、デフォルトで有効になっ

ています。このチェックボックスをオフにして、静的IPアドレスを指定してから、ターゲッ

トネットワークのネットワークアドレス設定を指定します。

 IPアドレス: IPv4フォーマット。

 サブネットマスク: IPv4フォーマット。

 デフォルトゲートウェイ: IPv4フォーマット。

注: ソースワークロードまたはターゲットワークロードがネットワークアドレス変換(NAT)デ
バイスの背後の異なる内部(プライベート)ネットワークにある場合、他方のワークロードと

通信してワークロードを複製できない場合があります。影響を受けるワークロードでは、レプ
リケーションに使用するNICのパブリックIPアドレスを必ず指定します。

 DHCPを使用してネームサーバを取得: 関連ネットワークのDHCPサーバからDNS名を取得する

かどうかを指定します。デフォルトでは、このオプションは有効になっています。静的IPア
ドレスを使用する場合、このオプションを選択解除し、次の情報を提供します。

 DNSサーバ: IPv4フォーマット。複数エントリの場合、ラインごとに1つのDNSサーバを

指定します。

 検索ドメイン: 1つまたは複数の検索ドメインのFQDN。
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ストレージ

［ストレージ］パネルでは、ストレージマッピング戦略に関する情報とワークロード上のマウントさ
れたボリュームに関する情報を設定します。ソースワークロードの情報を変更することはできませ
ん。ソースワークロードのディスクとボリュームの情報を更新するには、自動検出を使用している
場合はソースワークロードを再検出できます。または、バルクインポートスプレッドシートを更新
して、スプレッドシートのインポートを使用してワークロードを再びインポートすることもできま
す。

ストレージマッピング戦略

マッピング戦略によって、ストレージディスクおよびボリュームのレイアウトが、ソースワーク
ロードからあて先ストレージの場所の提案するレイアウトに変換されます。計画モードでは、結果
として得られる提案レイアウトを保持することも、ディスクの詳細を変更してカスタムのマップソ
リューションにすることもできます。

 ソースと同じ: ターゲットボリュームおよびディスクのストレージオブジェクトが、ソース

ワークロードと同じレイアウト、サイズ、およびフォーマットを使用して、あて先のストレー
ジの場所に設定されます。提案するワークロードの場合、ターゲットVMware環境のパスおよ

びデータストアを選択して、SANデバイスとNASデバイスのリモートパスを設定できます。 

 カスタム: 計画モードでは、ボリュームグループ、ボリューム、ディスク、およびパーティ

ションを追加、編集、および削除できます。元のボリュームとディスク用の［Same as Source 
(ソースと同じ)］設定に戻すこともできます。

ボリュームタブ

［ボリューム］タブでは、ボリュームの観点から提案するワークロードで提案するボリュームレイア
ウトを表示および設定できます。

 ボリューム: 提案するワークロードのボリュームとボリュームグループのツリービューリスト。

 名前: ボリュームグループの名前またはそのメンバーのボリューム。

 ファイルシステム: パーティションのファイルシステムフォーマット。例: Ext3、Linux-
swap、NTFS、未割り当て、拡張。

 サイズ: ボリュームグループまたはその子ボリュームに割り当てられる合計容量(指定の

単位)。ボリュームまたはボリュームグループ内で使用可能な未使用容量がサイズの下に

表示されます。

 Cluster Size (クラスタサイズ): (Windows) NTFSボリュームの場合は、ブロック割り当てサ

イズを指定します。

 以下のコマンドをタイプします。 選択したボリュームのストレージオブジェクトおよび

ファイルシステムのタイプ。

ストレージタイプの例:

 ダイナミックミラー

 ダイナミックRAID 5

 ダイナミックシンプル

 ダイナミックスパン

 ダイナミックストライプ

 ローカル

 NAS

 SAN
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 スワップ

 システム

 ボリューム

ファイルシステムタイプの例:

 NTFS

 Ext4

 マウントポイント: ボリュームをマウントできるワークロードのパス。例: K:、/mnt/

data2。ボリュームはマウントまたはマウント解除されます。

 データストア:  ボリュームに使用するVMデータストアの名前。データストアの仮想ディ

スクファイルへのリモートパスはデータストア名の下に表示されます。

 データストアのパス: データストアでは、ボリューム用にデータストアのパスを指定しま

す。 

 Remote Path (リモートパス): SANまたはNetwork Attached Storageのリモートパス。

 デバイス: 選択したボリュームグループまたはボリュームで使用されるデバイスとパー

ティション。

ディスクタブ

［ディスク］タブでは、提案するワークロードの提案するディスクおよびパーティションレイアウト
を表示および設定できます。

 ディスク: 提案するワークロードのディスクとパーティションのツリービューリスト。

 名前: 親ディスクの名前およびその子パーティション。 

 サイズ: ディスクおよびそのパーティションに割り当てられた合計容量(指定の単位)。
使用可能な未割り当て容量がサイズの下に表示されます。 

 ボリューム: 子パーティションにあるボリュームの名前。

 以下のコマンドをタイプします。 ストレージオブジェクトのタイプ(ディスクまたはパー

ティション)。パーティションタイプにはファイルシステムフォーマットが含まれます

(例: Ext3、Linuxスワップ、NTFS、未割り当て、拡張など)。

 データストア:  ディスクに使用するVMデータストアの名前。データストアの仮想ディス

クファイルへのパスはデータストア名の下に表示されます。

 ディスクの詳細: ディスクリストのパーティションを選択し、提案するワークロードのディス

クおよびボリュームの詳細を表示または変更します。 

 以下のコマンドをタイプします。 ストレージオブジェクトのタイプ(ディスクまたはパー

ティション)。

 サイズ: ディスクまたはパーティションに割り当てられた合計容量(指定の単位)。

 名前: ボリュームまたはボリュームグループの名前。例: Network_Share_11-T1。

 マウントポイント: ボリュームをマウントできるワークロードのパス。例: K:、/mnt/

data2。ボリュームはマウントまたはマウント解除されます。

 ボリューム: パーティションにあるボリュームの名前。

 未割り当て: ディスクまたはパーティションで使用できる空き容量(指定の単位)。
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 仮想ディスクの詳細: ディスクリストのパーティションを選択し、提案するワークロードの仮

想ディスクおよびボリュームの詳細を表示または変更します。マップしたディスクまたはボ
リュームのカスタマイズはオプションです。

 データストア:  使用するターゲットVMのVMwareデータストアの名前。

 データストアのパス: 選択したデータストアの仮想ディスクファイル(.vmdk)へのパス。

 ディスクのプロビジョニング: 仮想ディスク用にVMwareで使用する仮想ディスクプロビ

ジョニングポリシー。

 シンディスク: スペース効率の良いスパースディスクフォーマットでディスクを作成

します。これは、作成時にプロビジョニングしたサイズに拡張できます。

 シックディスク: シック仮想ディスクのタイプで仮想ディスクを作成します。これは

耐障害性などのクラスタリング機能をサポートします。仮想ディスクに必要なスペー
スは作成時に割り当てられます。

アプリケーション

［アプリケーション］パネルでは、ワークロードにインストールされているアプリケーションが表示
されます。提案するワークロードのアプリケーションを追加または削除できます。

カスタムのフィールド

［カスタムのフィールド］パネルでは、プロジェクト用に設定されるカスタムのフィールド1-7の値

を指定できます。カスタムのフィールドを使用できるのは、プロジェクトに対してカスタムフィー
ルドが設定されており、［変換］ダイアログを開いたときにグローバルプロジェクトセレクタでプロ
ジェクトが選択されている場合のみです。

変換履歴

［Transformation History (変換履歴)］パネルでは、直近の件のワークフロー状態変更、マイグ

レーションのサブ状態変更、またはユーザによって提供されたワークロードに関するメモが表示さ
れます。状態が変更されるたびにエントリがトリガされます。ログに記録されるユーザ注記を入力
することもできます(手動の変更や、ワークロードに対して実行された操作など)。

ワークロードリストの表示

［ワークロード］タブでは、各ワークロードの重要な設定および状態を追跡できます。次のヒントに
従って、ページを操作して、各種の状態や詳細を表示してください。

 プロジェクトセレクタを対象のプロジェクトに設定し、そのプロジェクトのワークロードのみ

リストします。 

 元のワークロードまたは提案するワークロードの詳細に基づいてリストを表示します。

 ［Status (状態)］または［Sub Status (サブ状態)］の状態をマウスオーバーして、イベントや

エラーの状態に関する詳細情報を表示します。
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 フィルタを使用してリストの簡易検索を実行します。詳細検索  を使用して、さまざまな

ワークロード設定、カスタムのフィールド、状態、およびヘルスを検索します。詳細について
は、169 ページの 「フィルタおよび詳細検索を使用したワークロードの検索」を参照してくだ

さい。 

 ヘルスの警告タイプを選択し、特定の状態のすべてのワークロードを素早くリストします。た

とえば、カットオーバーされていないが、カットオーバー日が過ぎたです。130 ページの 「ワーク

ロードヘルス」を参照してください。

 タブのタイトルをダブルクリックすると、リストの通常のポーリングサイクルに関係なく、任

意のリストをすぐに強制的に更新できます。

 タブのタイトルをマウスオーバーしてリストの合計項目数およびリストで現在選択されている

選択済み項目の合計数を表示します。

 障害状態のワークロードを選択し、それが復元可能な状態である場合、再試行するオプション

を使用できます。

 Rediscover (再検出)オプションを使用できるのは、以前に正常に検出されたワークロードを選

択する場合です。

ワークロードのNICおよびボリュームサマリの表示

ワークロードのサマリでは、［ワークロードの編集］ダイアログを開かずに、元のワークロードおよ
び提案するワークロードの重要な情報を表示できます。情報は、ワークロード名をマウスオーバー
すると、ツールチップとしてポップアップ表示されます。

ワークロードのNICおよびディスクサマリを表示するには:

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 フィルタおよび詳細検索オプションを使用して、目的のワークロードを見つけます。

3 (オプション)ワークロード名をマウスオーバーし、その元のワークロードおよび提案する

ワークロードの設定(NICとボリュームに関する設定)のサマリを表示します。
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4 ワークロード名からマウスを移動し、サマリのポップアップ表示を終了します。

フィルタおよび詳細検索を使用したワークロードの
検索

フィルタツールおよび詳細検索ツールを使用すると、アクションの実行対象のワークロードを1つ
以上見つけることができます。これは複数のワークロードを選択し、バッチに割り当てるかまたは
変換情報を変更する簡単な方法です。 

1 Webインタフェースで、グローバルプロジェクトセレクタをクリックしてから、目的のプロジェ

クトを選択します。

2 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

3 フィルタで、検索できる列に値を検索する文字を入力します。フィルタは、文字を入力すると
すぐにリストに適用されます。

Clear Filter (フィルタのクリア)  アイコンをクリックすると、フィールドをクリアし、

フィルタを削除できます。 

4 詳細検索アイコン  をクリックすると、目的の検索パラメータおよび値を指定して検索を絞り

込めます。 

［詳細検索］ダイアログは複数オプションフォームで、ワークロードについて検索するター
ゲットに適切な次のパラメータを組み合わせて検索できます。

プロジェクト

 ウェーブ

 バッチ

 ホスト名

 OSタイプ

 アプリケーション

 カスタム4

ワークロードタイプ

 変換方式

 環境

 サイト

 筐体

 カスタム1

 カスタム5

合計ストレージ

 1つのディスクサイズ

 ソケットあたりのコア

数

 メモリ量

 保留中

 カスタム2

 カスタム6

ネットワーク

VLAN ID

状態

サブ状態

ヘルス

カスタム3

カスタム7
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注: プロジェクトのために定義する各カスタムのフィールドは、グローバルプロジェクトセレ
クタが特定のプロジェクトに設定されている場合にフォームに表示されます。

クリアをクリックして［詳細検索］をリセットし、別のフィールドで再試行します。

5 目的の項目までリストを絞り込んだ後、リストをクリックして［詳細検索］ダイアログを終了
します。

6 ［ワークロード］タブをマウスオーバーしてし、リストの合計項目数を表示します。

7 フィルタした［ワークロード］リストで、検索結果にリストされているワークロードを表示し
ます。項目の上下に移動するにはスクロールバーを使用します。詳細については、42 ページの 
「リストの上下スクロール」を参照してください。

8 (オプション)リストの複数の項目を選択し、選択したワークロードに対してバルク編集アク

ションまたはバルク状態変更アクションを実行します。詳細については、42 ページの 「リス

トでの複数項目の選択」を参照してください。

9 ［ワークロード］タブをマウスオーバーしてし、リストの合計項目数および選択した合計項目
数を表示します。

ワークロード変換の詳細の表示

［ワークロード］リストには、各ワークロードに関する主要な情報と統計情報が表示されます。
［ワークロード］タブの表示オプションを使用すると、「表示」許可のみを持つユーザが選択された
ワークロードのワークロード変換詳細を表示できます。

ワークロード変換の詳細を表示するには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 ワークロードリストで、［フィルタ］および［詳細検索］を使用して目的のワークロードを見つ
けます。

3 ワークロードを選択してから、表示をクリックして［変換］ダイアログを開きます。

4 ワークロード情報を表示します。

5 操作を終了したら閉じるをクリックします。

ワークロード変換の編集

最初のワークロードインポートにより、元のワークロードと提案するワークロードが作成されます。
ワークロードの［変換］ダイアログを使用して、変換および提案するワークロードに適した設定を
行います。

ワークロードのさまざまなパラメータについては、153 ページの 「変換ダイアログについて」を参

照してください。

変換、および提案するワークロードを単一ワークロード向けに設定するには、次の手順を実行しま
す。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 フィルタおよび詳細検索オプションを使用して、目的のワークロードを見つけます。

これらのタスクを実行できるユーザ: システム管理者、プロジェクトマネージャ、プロジェクト設計者
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3 (オプション)ワークロードの名前をマウスオーバーしてし、その元のワークロードおよび提

案するワークロードの設定のサマリを表示します。

4 変更するワークロードをダブルクリックし、その［変換］ダイアログを開きます。代わりに、
ワークロードを選択してから編集をクリックしても構いません。

5 必要に応じて［変換］ダイアログでワークロード情報を変更します。

 ステータス

 ライセンス

 変換計画

 マイグレーションの設定

 ワークロード

 場所

 ネットワークインタフェース

 ネットワークインタフェースのテスト

 ストレージ

 アプリケーション

 カスタムのフィールド

 変換履歴

6 以下を実行してここで変更を保存し、実行準備完了としてワークロードを送信するか、または
送信したワークロードに戻って変更します。

 Mark In Progress (マークの進行中)を選択し、追加の変更を行うためにワークロードを保持

します。戻って追加の変更を行うまでエラーが存在していても構いません。

 すべてのエラーを解決し、適切な変換の詳細を指定してから送信をクリックし、ワーク

ロードが変換の準備が完了していることを示します。

注: 自動化モードでは、正常に検出されていないワークロード変換を送信することはでき
ません。

レプリケーションに使用するソースNICの設定

ソースワークロードに複数のNICがある場合、レプリケーションに使用するNICを指定する必要が

あります。

レプリケーション用にNICを有効にするには:

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 フィルタおよび詳細検索オプションを使用して、目的のワークロードを見つけます。

3 変更するワークロードをダブルクリックし、その［変換］ダイアログを開きます。代わりに、
ワークロードを選択してから編集をクリックしても構いません。

4 スクロールダウンして［ネットワークインタフェース］パネルを表示して、レプリケーション
に使用するNICを検索します。

5 元のワークロードの下で、有効にするをクリックして、レプリケーションの使用をはいに設定し
ます。1つ以上のソースNICを有効にする必要があります。 

6 ［閉じる］をクリックします。
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送信後のワークロード変換の編集

ワークロードの送信後にそのワークロードを取り消すことなく、ワークロード変換に関する次の設
定を変更できます。

 変換計画 

 ウェーブ

 バッチ

 開始日と終了日

 カットオーバーの日時

 保留状態

 変換履歴 

 ユーザにより提供されたメモ

単一ワークロードの計画または注記の追加を行うには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、グローバルプロジェクトセレクタでプロジェクトを選択します。

2 ツールバーのプランニングを選択してから、ワークロードタブを選択します。

3 フィルタおよび詳細検索オプションを使用して、目的のワークロードを見つけます。

4 変更するワークロードをダブルクリックし、その［変換］ダイアログを開きます。代わりに、
ワークロードを選択してから編集をクリックしても構いません。

5 ［変換計画］パネルで、編集をクリックしてから、スケジュール情報を必要に応じて変更しま
す。

6 ［Transformation History (変換履歴)］パネルで表示をクリックしてから、必要に応じてメモ

を追加します。

7 閉じるをクリックして［変換］ダイアログを閉じます。

［Bulk Edit (バルク編集)］を使用して1つ以上のワークロードの計画を変更するには、次の手順

を実行します。

1 Webインタフェースで、グローバルプロジェクトセレクタでプロジェクトを選択します。

2 ツールバーのプランニングを選択してから、ワークロードタブを選択します。

3 フィルタオプションと詳細検索オプションを使用して、目的のワークロードを見つけます。

4 変更するワークロードを選択します。

5 Bulk Edit (バルク編集)をクリックします。 

6 (オプション)計画の設定を必要に応じて変更します。

 ウェーブ

 バッチ

 バッチおよびウェーブから削除

 Start Date (開始日)

 カットオーバー日

 保留状態

7 適用をクリックします。 
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8 変更を確認してから、Proceed (続行)をクリックします。

［On Hold (保留状態)］状態になって淡色表示されているワークロードは［ワークロード］リ

ストで淡色表示されます。

複数の提案するワークロードのバルク編集

バルク編集機能は、選択した複数のワークロードに同じパラメータ設定を同時に適用できる強力な
エディタです。各パラメータは独立していて、選択した一連のワークロードに別々に適用されます。
バルク編集は、ワークロードのタイプおよびその他の特性に対して各値を検証し、そのワークロー
ドに対して有効な設定のみ変更を行います。この保護機構によって、ネットワーク環境に意味のあ
る論理的に関係のあるさまざまなワークロードを並行して編集できます。 

 173 ページの 「バルク編集について」

 176 ページの 「バルク編集するワークロードの選択」

 176 ページの 「バルク編集の適用」

バルク編集について

［Bulk Edit (バルク編集)］ダイアログのタイトル領域には、［Bulk Edit (バルク編集)］ダイアロ

グを開く前に［ワークロード］リストで事前選択したワークロード数が表示されます。システム管
理者および複数のプロジェクトでプロジェクトマネージャまたはプロジェクト設計者の役割を持つ
ユーザは、プロジェクトをまたいでワークロードを選択できます。

指定したパラメータ値が選択した1つまたは複数のワークロードに適用される場合、確認ダイアロ

グは影響を受けるワークロード数、スキップされるワークロード数、およびワークロードをスキッ
プする要因を特定します。 

注: 同じバルク編集要求で複数のパラメータに値を指定する場合、確認ダイアログは、パラメータ
の残りのさまざまな一致条件のすべてを表示するわけではありません。最初に検出した一致のみを
報告します。したがって、明確な因果関係のレポートが必要な場合、バルク編集要求で同時に編集
するパラメータ設定を1つのみにする必要があります。

ワークロードは、指定した変更または値がワークロードタイプに対して有効でない場合、スキップ
される場合があります。たとえば、ホストおよびデータストアの変更は、ターゲット仮想ワーク
ロード、または変換方式が不明であるワークロードに対してのみ適用されます。クラウドプロバイ
ダは、ターゲットクラウドワークロード、または変換方式が不明であるワークロードに対してのみ
適用されます。 

一部のアクションは、ワークロードの状態に基づいて、選択したワークロードに実行できません。

 送信済み以降の状態のワークロードの値は編集できません。ワークロードを取り消して編集で

きる状態に戻す必要があります。

 完了状態のワークロードの値は編集できません。ワークロードを再度開いて編集できる状態に

戻す必要があります。完了状態が親のウェーブ、バッチ、またはプロジェクトから開始された
場合、まず親を再度開く必要があります。

表 19-2は、同時に1つのプロジェクトのワークロードに適用するウェーブ、バッチ、およびネット

ワークのパラメータについて説明します。値を選択すると、特定のプロジェクトのワークロードに
アクションが限定されます。1つのプロジェクトに変更を適用した後、［プロジェクト］フィールド

をクリアし、異なる値を選択して2番目のプロジェクトを分離できます。同様のアクションを繰り

返し、該当のすべての変更を完了します。
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表 19-2   1つのプロジェクトのパラメータの同時バルク編集

パラメータ 説明

プロジェクト プロジェクトセレクタを事前設定する場合、プロジェクト値は参
考値です。選択したすべてのワークロードがそのプロジェクトに
所属します。

プロジェクト固有パラメータのいずれかを選択すると、プロジェ
クト値は、選択した値に関係するプロジェクトを表します。残り
のすべてのプロジェクト関連パラメータ値はその選択に基づいて
制限されます。

ウェーブ このオプションは、ターゲットのバッチの親ウェーブを反映し、
プロジェクト値が設定されていない場合にこれを設定します。 

バッチ 選択したワークロードのターゲットのバッチ割り当てを設定しま
す。親のウェーブおよびプロジェクトが設定されていない場合、
これらを設定します。 

各ワークロードは、新しく割り当てたバッチから日付を継承しま
す。手動での日付設定は継承よりも優先されます。手動設定した
日付が新しい実行ウィンドウ範囲外の場合、影響を受ける日付は
［ワークロード］リストおよび［変換］ダイアログに赤色フォン
トで表示されます。

バッチおよびウェーブから削除 選択されたワークロードをそれらに現在割り当てられているバッ
チおよびウェーブの外に移動します。 

VLAN ID 任意のネットワークのVLAN IDを変更します。

 任意の値から指定した値へ。

 指定した値から新しい指定した値へ。

指定したネットワークのVLAN IDを変更します。

 任意の値から指定した値へ。

 指定した値から新しい指定した値へ。

ネットワークリソース 任意のNICのネットワークリソースを変更します。

 任意の値から指定した値へ。

 指定した値から新しい指定した値へ。

指定したNICのネットワークリソースを変更します。

 任意の値から指定した値へ。

 指定した値から新しい指定した値へ。

ホストリソース ホストリソースを変更します。

 任意の値から新しい指定した値へ。

 指定した値から新しい指定した値へ。

ホットリソース設定は、仮想ターゲットワークロード、または現
在変換方式が設定されていないワークロードに対してのみ適用さ
れます。
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表 19-3は、選択したすべての編集できる状態のワークロードに適用するパラメータを説明します。

表 19-3   1つのプロジェクトまたは複数のプロジェクトのパラメータのバルク編集

データストアリソース データストアリソースを変更します。

 任意の値から新しい指定した値へ。

 指定した値から新しい指定した値へ。

データストアリソース設定は、仮想ワークロード、または現在変
換方式が設定されていないワークロードに対して適用されます。 

マイグレーションサーバリソース マイグレーションサーバリソースを変更します。

 任意の値から新しい指定した値へ。

 指定した値から新しい指定した値へ。

レプリケーションネットワーク レプリケーションネットワークを変更します。

 任意のネットワークから新しい指定したネットワークへ。

 指定したネットワークから新しい指定したネットワークへ。

パラメータ 説明

選択したワークロード数 ［Bulk Edit (バルク編集)］ダイアログを開く前に［ワークロー

ド］リストで事前選択したワークロード数。

表示するプロジェクト数 システム管理者および複数のプロジェクトでプロジェクトマネー
ジャまたはプロジェクト設計者の役割を持つユーザは、プロジェ
クトをまたいでワークロードを選択できます。

変換方式 変換方式を指定します。この設定は、ソースワークロードタイプ
が一致するワークロードに対してのみ適用されます。 

たとえば、物理からクラウドへの場合、選択したワークロードの
物理ソースワークロードの提案変換タイプのみを変更します。

ディスクコピー方式 ディスクコピー方式としてドライバありブロック、ドライバなし
ブロック、またはファイルを指定します。

クラウドプロバイダ クラウドワークロードのクラウドプロバイダを指定します。

注: クラウドプロバイダ設定は、クラウドワークロード、または
現在変換方式が設定されていないワークロードに対して適用され
ます。 

開始日 変換実行の開始日を設定します。

カットオーバー日 ワークロードのカットオーバー日を設定します。

保留状態 選択したワークロードのワークロード変換ワークフローを一時停
止します。

メモリ量 ターゲットメモリのサイズを指定します。

カスタムのフィールド プロジェクトのために定義する各カスタムのフィールドは、グ
ローバルプロジェクトセレクタが特定のプロジェクトに設定され
ている場合にフォームに表示されます。

パラメータ 説明
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バルク編集するワークロードの選択

［Bulk Edit (バルク編集)］ダイアログを開く前に、プロジェクトセレクタ、フィルタ、詳細検索、

ソート、および複数選択機能を使用して、［ワークロード］リストを絞り込み、アクションを行う
ワークロードを選択します。並行バルク編集アクションを行う任意の数のワークロードを事前選択
できます。 

バルク編集アクションを行うワークロードを選択するには:

1 (条件付き)1つのプロジェクトのワークロードを操作するには、プロジェクトセレクタをク

リックし、目的のプロジェクトを選択します。

2 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

3 フィルタオプションおよび詳細検索オプションを使用してワークロードのリストを絞り込みま
す。

4 複数選択機能を使用して、同じ方法で変更する1つまたは複数のワークロードを選択します。 

5 ［ワークロード］タブをマウスオーバーしてし、現在リストにあるワークロードの数、および
選択されているワークロードの数を表示します。

6 176 ページの 「バルク編集の適用」に進みます。

バルク編集の適用

選択したら、［Bulk Edit (バルク編集)］ダイアログを使用して選択したワークロードの1つまたは

複数のパラメータの値を指定します。 

バルク編集を実行するには:

1 対象のワークロードを選択した後、Bulk Edit (バルク編集)をクリックします。

2 選択したワークロードで変更する情報を指定します。173 ページの 「バルク編集について」を

参照してください。

次のフィールドは選択した1つのプロジェクトに適用されます。

 プロジェクト

 ウェーブ

 バッチ

 バッチおよびウェーブから削除

 VLAN ID(ネットワーク、VLAN IDから、VLAN IDへ)

 ネットワークリソース(NIC、ネットワークから、ネットワークへ)

 ホストリソース(ホストから、ホストへ)

 データストアリソース(データストアから、データストアへ)

 マイグレーションサーバリソース(マイグレーションサーバから、マイグレーションサー

バへ)

 レプリケーションネットワーク(ネットワークから、ネットワークへ)

次のフィールドは選択したすべてのワークロードに適用されます。

 変換方式

 ディスクコピー方式
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 クラウドプロバイダ

 開始日

 カットオーバー日

 保留状態

 メモリ量

 カスタムフィールド値(グローバルプロジェクトセレクタが設定されている場合にのみ使

用可能)

3 適用をクリックします。

4 確認メッセージを確認し、Proceed (続行)をクリックします。

［On Hold (保留状態)］状態のワークロードは、［ワークロード］リストで淡色表示されます。

複数の提案するワークロードのバルク状態変更

バルク状態変更ツールを使用して、複数のワークロードに提案するワークロードの状態の値を同時
に変更できます。フィルタおよび詳細検索オプションを使用して、目的のワークロードを見つけて
選択します。詳細については、155 ページの 「ステータスと再試行」を参照してください。

［Bulk Status Change (バルクステータスの変更)］ダイアログに、選択したワークロード数および

バルクステータスの変更で影響を受けるプロジェクト数が示されます。変更は、選択した次の
フェーズが有効な状態変更である、選択した項目のみに適用されます。

1つ以上のワークロードの状態を変更するには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 同じ状態に設定するワークロードを1つ以上選択します。 

3 Bulk Status Change (バルクステータスの変更)をクリックします。

4 選択したワークロードに対して次のいずれかの操作を実行します。

 送信オプションを使用できる場合、選択したワークロードを1つ以上変換準備完了の

フェーズに移行できます。送信をクリックして、ワークロードの状態を変換準備完了に変
更します。

 選択したワークロードに設定するNext Phase (次のフェーズ)を指定し、適用するをクリック

します。

Migrateサーバからの編集の同期

PlateSpinマイグレーション環境では、マイグレーションスペシャリストによってMigrateサーバ

上のワークロードマイグレーションジョブに手動で変更が加えられることがあります。その変更が
Transformation Managerによって追跡される設定に影響を与える場合は、イベントがMigrate 
Connectorを通じてTransformation Managerとの間で同期されます。 

同期されるワークロード設定の例としては、コア数、ソケットあたりのコア数、データストア数、
レプリケーションネットワーク用の静的IPアドレスなどが挙げられます。Transformation Manager
には［Blackout Window (ブラックアウト時間帯)］や［Bandwidth Throttling (帯域幅調整)］の設

定はないため、これらの設定の変更はTransformation Managerによって同期されません。また、
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Migrateで設定されたソース資格情報も同期されません。マイグレーション担当者は、Migrateでコ

マンドをクリックすることによって操作を開始する場合もあります。状態の変更は同期され、
Transformation Managerには変更された状態が表示されます。

変換履歴の表示

変換履歴によって以下が追跡されます。

 ワークフロー状態の変更

 マイグレーションのサブ状態の変更

 ユーザにより提供されたメモ(Transformation Managerによる監視の範囲外で発生したイベント

を記述するもの)

［変換］ダイアログの［Transformation History (変換履歴)］パネルには、直近の10件のイベント

またはユーザにより提供されたメモが表示されます。すべてのイベントは該当するワークロードの
変換履歴ログに記録されています。 

ワークロードの変換履歴を表示するには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 フィルタおよび詳細検索オプションを使用して、目的のワークロードを見つけます。

3 変更するワークロードをダブルクリックし、その［変換］ダイアログを開きます。代わりに、
ワークロードを選択してから編集をクリックしても構いません。

4 スクロールダウンして［Transformation History (変換履歴)］パネルを表示して、直近の

10件のイベントとユーザにより提供されたメモを表示します。

5 表示をクリックして変換履歴ログを開きます。

6 スクロールするかフィルタを使用して目的のイベントを見つけます。

ユーザにより提供されたメモが長い場合は、注記をマウスオーバーすると、注記全体をツール
ヒント形式で表示できます。

7 閉じるをクリックして変換履歴ログを閉じます。

8 閉じるをクリックして［変換］ダイアログを閉じます。

変換履歴へのユーザ注記の追加

変換履歴で、ユーザ注記(Transformation Managerによる監視の範囲外で発生したイベントを記述

するもの)を追加できます。

ユーザ注記を履歴に追加するには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 フィルタおよび詳細検索オプションを使用して、目的のワークロードを見つけます。

3 変更するワークロードをダブルクリックし、その［変換］ダイアログを開きます。代わりに、
ワークロードを選択してから編集をクリックしても構いません。

4 スクロールダウンして［Transformation History (変換履歴)］パネルを表示してから、表示を

クリックします。

5 Create Note (メモの作成)で、ログに追加するコメントを入力します。 
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入力できる注記の長さは、注記フィールドの大きさによって制限されません。入力するにつれ
て語句が左側にスクロールしていきます。

6 Add Note (メモを追加)をクリックします。

新しい注記は、タイムスタンプが付加されてから、User-provided note (ユーザにより提供され

たメモ)という状態で変換履歴に追加されます。注記の先頭の2行が［Transformation 
History (変換履歴)］ダイアログに表示されます。3行以上の注記の場合は、注記をマウス

オーバーすると、注記全体をツールヒント形式で表示できます。

7 閉じるをクリックして変換履歴ログを閉じます。

新しい注記は、変換履歴で最新イベントの1項目として表示されます。ユーザにより提供され

たメモの1行目が［Transformation History (変換履歴)］パネルに表示されます。2行以上の

注記の場合は、注記をマウスオーバーすると、注記全体をツールヒント形式で表示できます。

8 閉じるをクリックして［変換］ダイアログを閉じます。

送信されたワークロードの取り消し

マイグレーション用ワークロードを送信した後で、マイグレーションの任意のポイントでそれを取
消すことができます。計画モードでは、状態がすぐにPrepared, waiting (準備済み 待機中)に戻り

ます。 

自動化モードでは、取り消すと、ターゲットVMを削除し、Migrateサーバからワークロードジョブ

をクリーンアップするオプションがあります。この動作は、ワークフローにおけるその時点のマイ
グレーションの場所によって異なります。

 マイグレーションが開始を待機している場合は、その状態はすぐにPrepared, waiting (準備済み 

待機中)に戻ります。 

 マイグレーションが開始されている場合、VMホストとMigrate サーバを自動的にクリーンアッ

プするオプションがあります。

 ターゲットVMを削除することを選択する場合は、その状態がPrepared, waiting (準備済み 

待機中)に戻る前に、クリーンアップが発生します。クリーンアップにはしばらく時間が

かる場合があります。クリーンアップが完了するまでワークロードを変更することはでき
ません。

 ターゲットVMを削除しないことを選択する場合は、状態はすぐにPrepared, waiting (準備

済み 待機中)に戻ります。ワークロードジョブはMigrate サーバ上に残り、ターゲットVM
はターゲットホスト上に残ります。ターゲットVMとMigrateサーバを手動でクリーン

アップする必要があります。 

ワークロードを取り消すには:

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 フィルタおよび詳細検索オプションを使用して、目的のワークロードを見つけます。

3 変更するワークロードをダブルクリックし、その［変換］ダイアログを開きます。代わりに、
ワークロードを選択してから編集をクリックしても構いません。

4 ［変換］ダイアログで、取り消しをクリックします。
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5 ターゲットVMを削除する許可を求めるプロンプトが表示されたら、次のいずれかを実行しま

す。

 VMホスト上のターゲットVMとMigrateサーバ上のワークロードジョブを開始し、自動的に

クリーンアップするには、はいをクリックします。 

 VMホスト上のターゲットVMとMigrateサーバ上のワークロードジョブを手動でクリーン

アップするには、いいえをクリックします。 

1つ以上のワークロードを取り消すには:

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 取り消したい送信済みワークロードを1つ以上選択します。 

3 Bulk Status Change (バルク状態変更)をクリックします。

4 取り消しをクリックします。

5 ターゲットVMを削除する許可を求めるプロンプトが表示されたら、次のいずれかを実行しま

す。

 選択したワークロードのそれぞれに対してVMホスト上のターゲットVMとMigrateサーバ上

のワークロードジョブを開始し、自動的にクリーンアップするには、はいをクリックしま
す。

 選択したワークロードのそれぞれに対してVMホスト上のターゲットVMとMigrateサーバ上

のワークロードジョブを手動でクリーンアップする場合は、いいえをクリックします。

ワークロードの削除

［削除］オプションを使用して、ワークロード管理許可を持つユーザは、プロジェクトからワーク
ロードを削除できます。ライセンスのあるワークロードを削除する場合、使用したライセンスは解
放されません。

ワークロードがもはや存在しないか、変換またはマイグレーションの候補ではない場合は、ワーク
ロード変換またはマイグレーションを実行する前に、ワークロードを削除したい場合があります。
たとえば、変換プロジェクトの前に、ハードウェアに障害が発生したり、ワークロードが廃止され
る場合、ワークロードはもはや使用できません。一部のワークロードが現在の設備に残っていても、
そのワークロードはもはや候補ではありません。 

ただし、ソースワークロードのプロファイルが変更された場合にのみ、それを削除する代わりに、
ソースワークロード情報を再インポートする必要があります。データが変更されたソースワーク
ロードを再インポートするには、バルクインポートスプレッドシートの同じFQDNを使用できます。

提案するワークロードを編集した後で、再インポートすると、ソースワークロード情報のみが変更
されます。詳細については、196 ページの 「ワークロードの再インポート」を参照してください。

プロジェクトからワークロードを削除するには:

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 ワークロードリストで、［フィルタ］および［詳細検索］を使用して目的のワークロードを見つ
けます。

3 ワークロードを選択してから、削除をクリックします。

4 削除を確認するために［はい］をクリックします。
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C Cバルクインポートスプレッドシート

大規模データセンターの変換またはマイグレーションプロジェクトは、数百から数千のワークロー
ドが関与する場合があります。スプレッドシートからのデータのインポートでは、すでにアセット
データベース内にあるデータを利用することができます。 

スプレッドシートに含める情報は、インポート目的によって異なります。

 プランニングのみ: PlateSpin Transformation Managerでは、さまざまな変換目的、マイグレー

ションツール、環境用に計画を立てることができます。同じまたは異なるスプレッドシートか
らワークロード用データをインポートまたは再インポートして、元のワークロードを定義する
ことができます。

 自動検出: PlateSpin検出環境では、インポートスプレッドシートには、ワークロードごとの最

小限のアクセス情報と資格情報の値のみが含まれている必要があります。インポートにより自
動検出が開始され、、新しいワークロードごとに詳細情報が取得されます。スプレッドシート
をインポートする前に、セットアップが次の要件を満たしていることを確認してください。 

 PlateSpin Migrate Connectorインスタンスは、ソースワークロードが存在するネットワー

クに導入され、実行されている必要がある。

 Connectorインスタンスは、PTMサーバと連携するように設定されている必要がある。

 Connectorインスタンスはご使用のプロジェクトで使用できる必要がある。

 Connectorは、物理マシンおよび仮想マシンに対してのみ自動検出をサポートしている。

ソースワークロードごとに、インポートによって、プロジェクトの元のワークロードオブジェクト
が自動的に作成されます。これらの元の設定に基づいて最初に提案するワークロードも作成されま
す。 

このセクションでは、バルクインポートプロセス、およびマシンに関するデータを含む専用に
フォーマットされたスプレッドシートを準備してプロジェクト用にインポートする方法について説
明します。

 182 ページの 「スプレッドシートインポートについて」

 184 ページの 「スプレッドシートパラメータ」

 194 ページの 「サンプルインポートスプレッドシートのダウンロード」

 195 ページの 「スプレッドシートの検証」

 195 ページの 「結果スプレッドシートのダウンロード」

 196 ページの 「ワークロードの再インポート」

このタスクを実行できるユーザ: プロジェクトマネージャ、プロジェクト設計者、または管理者グループ内の

任意のユーザ
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スプレッドシートインポートについて

PlateSpin Transformation Managerでは、変換プロジェクトへの一度に複数マシンのバルクイン

ポートをサポートしています。「バルクインポート」とは、特別にフォーマットされたMicrosoft 
Excel 97-2003 (.xls)スプレッドシートファイルから以前に定義されたプロジェクトにマシンに関

するデータをロードすることを指します。 

新たにインポートされたマシンごとに、インポートにより元のワークロードと最初に提案するワー
クロードが自動的に設定されます。その後、ワークロードはプロジェクトリソース、ユーザ、およ
びスケジュールとさらに関連付けるため、Webインタフェースで利用できるようになります。［変

換］ダイアログまたは［バルク編集］オプションを使用して提案するワークロードを編集した後で、
再インポートされたワークロードの情報は元のワークロードにのみ適用されます。

スプレッドシートにより、各マシンに関するさまざまなデータをインポートできます。PlateSpin 
Transformation Managerでは、検出用IPアドレスまたはFQDN (完全修飾ドメイン名)およびマシ

ンのタイプ(物理、仮想、またはクラウド)のみが必要です。事前定義されたカスタムパラメータ

を使用して、ニーズに応じて、ワークロードに関する詳細を指定できます。 

注: プロジェクトでPlateSpin Migrate Connectorを使用できる場合は、ワークロードが正常にイン

ポートされると、ソースワークロードに関する詳細情報を取得する自動検出プロセスが開始されま
す。自動検出の詳細については、144 ページの 「インポートおよび検出プロセス」および143 ペー

ジの 「ソースワークロードの検出要件」を参照してください。

バルクインポートスプレッドシートを作成するには、独自のスプレッドシートソフトウェアを使用
します。バルクインポートスプレッドシートの1つ以上のバージョンにデータをマップおよびエク

スポートすることにより、ネットワークインベントリレコードのデータを活用できます。 

 182 ページの 「スプレッドシートインポートツール」

 183 ページの 「スプレッドシートインポートのワークフロー」

スプレッドシートインポートツール

PlateSpin Transformation Manager Webインタフェースのスプレッドシートインポート機能では、イ

ンポート用スプレッドシートを検証するのに役立つ次のツールが用意されています。

 確認: 検証ツールでは、含めるデータのタイプを特定するためにスプレッドシートフォーマッ

トをチェックし、値の限定チェックを実行して、エラーを特定します。 

Transformation Managerでは、一部のパラメータには使用可能な値を制限し、その他のパラ

メータにはテキストまたは数を予期しています。また、すべての予期される値が存在すること
を確認するため、パラメータ間の依存関係もチェックされます。それ以外の場合は、パラメー
タに対して入力される値を受け入れます。ネットワーク環境内の実際のマシンに対する個別マ
シンの値の検証は行いません。

再インポートされたマシンごとに、検証ツールにより、そのマシンに対する現在のワークフ
ロー状態もチェックされます。変換のためにすでに送信されているマシンの行は無視されま
す。変換からマシンを取り消し、再インポートするためそれを再び利用対象とすることができ
ます。

データのすべての行が有効で、スプレッドシートのインポートの準備が完了するまで、スプ
レッドシートをインタラクティブに再送信できます。
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 検証結果: 検証結果レポートツールでは、スプレッドシートにマシンごとの検証ステータスが

提供されます。無効な各行については、エラーのタイプと場所が特定されます。無視される行
も特定されます。すべての行、有効な行、無効な行、および無視する行について結果を表示で
きます。 

 結果の取得: 結果の取得ツールを使用して、Microsoft Excel 97-2003 (.xls)フォーマットで結

果のスプレッドシートをダウンロードできます。マシンごとの検証ステータスのほか、列が存
在する場合は次の情報が追加されます。

 Workload ID(ワークロードID) 

 NIC UUID 

 ディスク UUID

スプレッドシートインポートのワークフロー

図 C-1に示される、スプレッドシートインポートのワークフローには、インポート用データを準備

するために実行するタスクと、PlateSpin Transformation Manager環境にインポートする前にその

データを検証するために必要なタスクが含まれます。 

図 C-1   スプレッドシートインポートのワークフロー

1つのプロジェクトで1つ以上のマシンのデータをインポートするか、更新するには:

1. スプレッドシートに単一変換プロジェクト用のマシンに関するデータを収集し、それを
Microsoft Excel 97-2003 (.xls)フォーマットで保存します。 

この専用にフォーマットされたスプレッドシート用テンプレートは、［スプレッドシートイン
ポート］ダイアログで使用できます。

XLS

A B C
1
2
3
4

A B C
1
2
3
4
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2. ［スプレッドシートインポート］ダイアログを開きます。

3. プロジェクトを選択し、準備したスプレッドシートを参照して選択します。

4. スプレッドシートを検証します。

5. すべての行、有効な行、無効な行、または無視する行別に検証結果を表示します。

6. 行が無効な場合、注釈付き結果のスプレッドシートをダウンロードします。PTMでは、問題を

トラブルシューティングするために役立つ検証情報が追加されます。 

7. 無効な行ごとに、さまざまな検証メッセージに従ってエラーを修正し、その検証ステータスの
セルをクリアします。

8. すべての行が有効になるまで、ステップ2から7までをインタラクティブに繰り返します。

9. すべての行が有効になった後で、スプレッドシートをインポートします。 

空の検証ステータスのセルがあるマシンごとに、PTMは次の操作を実行します。

a. マシンの元のワークロードと提案するワークロード(未編集の場合)を作成または更新し

ます。

b. (Connector) PlateSpin Migrate Connectorが有効でプロジェクトに対してアクティブな場

合、スプレッドシートに資格情報を提供すると、自動検出機能により、インポートされた
各ワークロードに関する追加情報が取得されます。検出ステータスが［ワークロード］リ
ストで利用できます。

c. 結果スプレッドシートを生成し、必要に応じて次の情報を含めます。

 マシンデータ

 インポート済みの検証ステータス

 元のワークロードのワークロードID

 NICインスタンスごとのNIC UUID

 ディスクインスタンスごとのディスクUUID

10. (オプション)［スプレッドシートインポート］ダイアログを閉じる前に、結果スプレッド

シートをダウンロードします。 

11. (オプション)同じまたは異なるバルクインポートスプレッドシートからマシンのデータを再

インポートします。再インポートにより、新しいデータを追加し、以前に提出されたデータを
変更することができます。

スプレッドシートパラメータ

バルクインポートスプレッドシートには、変換プロジェクトの1つ以上のワークロードについて次

の情報が含まれています。

 必要なワークロードデータ

 ワークロードの資格情報

 ワークロードの詳細

 場所

 カスタムのフィールド

 NIC

 ディスク

 アプリケーション
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Webインタフェースの［Spreadsheet Import (スプレッドシートのインポート)］ダイアログ(プラ

ンニング>ワークロード>Spreadsheet Import (スプレッドシートインポート))から、サンプルのスプ

レッドシートをダウンロードできます。見出しセルの赤い三角形をマウスでポイントし、列のデー
タの目的とフォーマット、およびこれがマッピングプロセスの一環として必要かどうかについての
ヘルプを表示します。 

バルクインポートスプレッドシートの各パラメータに予測される値およびフォーマットについては、
次の表を参照してください。

 185 ページの 表 C-1 「必要なワークロードのパラメータ」

 186 ページの 表 C-2 「ワークロードの資格情報のパラメータ」

 188 ページの 表 C-3 「ワークロードの詳細のパラメータ」

 189 ページの 表 C-4 「場所のパラメータ」

 191 ページの 表 C-5 「カスタムのフィールドのパラメータ」

 191 ページの 表 C-6 「NICパラメータ」

 193 ページの 表 C-7 「ディスクパラメータ」

 194 ページの 表 C-8 「アプリケーションのパラメータ」

必要なワークロードのパラメータ

スプレッドシートでは、ワークロードを設定するために必要な列は、「FQDN」、「Type (タイプ)」、

および「Validation Status (検証ステータス)」という3つの列のみです。表 C-1を参照してくだ

さい。ヘッダ行には正しい列名を入力する必要があります。これらの3つの列は、ワークロードの

すべての再インポートにおいて存在する必要があります。Workload ID(ワークロードID)列も含め

ると、PTMは、結果スプレッドシートにこのIDを自動的に入力します。

注: 列見出しのないスプレッドシートを用意する場合、サンプルのスプレッドシートで示された順
序で、定義したすべての列を含める必要があります。 

表 C-1   必要なワークロードのパラメータ

パラメータ 必須/オプション 説明

IPまたはFQDN すべてのインポートに
必須。

ワークロードのIPアドレスまたは完全修飾ドメイン名を指

定します。このパラメータは、ワークロードの検出および
ワークロードとの通信に使用される場合があります。検出ま
たは検証を必要としない場合のみホスト名を指定できます。

例: 

sqlserver5.paris.digitalair.com

sqlserver5

192.168.1.1

ワークロードは、1つの変換プロジェクトに1つのインスタ

ンスしか持つことができません。

Validation Status(検
証ステータス)

すべてのインポートに
必須。値はPTMが提供

します。

Transformation Managerは、検証後またはインポート完了後

に、各ワークロードの状態を結果スプレッドシートに書き込
みます。インポート用のフィールドをクリアします。 
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ワークロードの資格情報

ワークロードのマイグレーションにPlateSpin Migrateを使用する場合、Migrateサーバとの通信に

使用する資格情報リソースを指定できます。PlateSpin Migrate Connectorも使用する場合、PTMは

資格情報リソースを使用して、ワークロードの検出、ホストの検出、およびマイグレーションの実
行を行います。詳細については、表 C-2を参照してください。

注: 自動検出には有効な資格情報リソースが必要です。既存の、有効な資格情報リソースのワーク
ロード資格情報名を提供するか、3つすべての資格情報フィールドに入力して新しい資格情報リ

ソースを作成してください。

資格情報リソースを作成した後で、スプレッドシートの値を変更し、ワークロードを再インポート
することによってそのユーザ名とパスワードを変更することはできません。Webインタフェースの

［資格情報の編集］ダイアログを使用して、リソースの設定を変更します。204 ページの 「資格情報

の編集」を参照してください。

表 C-2   ワークロードの資格情報のパラメータ

Workload ID(ワーク

ロードID)
すべてのインポートに
推奨(オプション)。
値はPTMが提供しま

す。

この列がある場合、PTMは、ワークロードがプロジェクトに

正常にインポートされた後に、元のワークロードの固有ワー
クロードIDを結果スプレッドシートに書き込みます。

例: 1635326

タイプ すべてのインポートに
必須。

ワークロードのタイプを指定します。 

使用できる値は、CLOUD、PHYSICAL、またはVIRTUALです。

パラメータ 必須/オプション 説明

ワークロードの資格情
報の名前

オプション プロジェクト内で固有の資格情報の名前を指定します。資
格情報のリストに一致する値がない場合、PTMは新しい資

格情報リソースを作成します。名前は大文字と小文字が区
別されません。

ワークロードの資格情報のユーザ名およびパスワードを指
定し、資格情報の名前を指定しないと、PTMは資格情報の

名前としてFQDNを使用します。

パラメータ 必須/オプション 説明
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ワークロードの詳細

ワークロードの詳細は、ソースワークロードのオペレーティングシステムおよびハードウェアを定
義します。これらの詳細は、ターゲットワークロードに自動的に入力されます。Webインタフェー

スの［変換］ダイアログまたは［Bulk Edit (バルク編集)］アクションを使用して、ターゲット

ワークロードの詳細を後で変更できます。詳細については、表 C-3を参照してください。

スプレッドシートにホスト、ネットワーク、およびデータストアの列を含めてこれらのソースリ
ソースを作成できます。ソースワークロードまたはターゲットワークロードに適用できるリソース
を作成するには、環境列を含めます。 

注: ソースリソース名は、同じタイプのソースリソースで一意である必要があります。環境リソー
ス名は、プロジェクトの環境リソースで一意である必要があります。

リソース名は、文字または数字で始まる必要があります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使
用できます。使用できる特殊文字はスペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パー
セント、アンパサンド、コンマ、およびピリオドです。

ワークロードの資格情
報のユーザ名

オプション(新しい資格

情報リソースに必要)
ワークロードとの通信に使用するための、ドメイン管理者
またはローカル管理者のログオンユーザ名を指定します。

ワークロードのオペレーティングシステムおよび環境が期
待しているユーザ名を正確に入力します。

 Windows:  大文字と小文字の区別なし.ローカルま

たはドメインの管理者資格情報を使用します。次に
例を示します。

 ドメインメンバーのマシンの場合: 
CORPDOM\username

 ワークグループメンバーのマシンの場合: 
WORKGROUP\username

 ローカルユーザアカウントの場合: username

 Linux: 大文字と小文字の区別あり. sudoを使用する

ように正しく設定されたワークロードのルートまた
はルートレベルのユーザ名を使用します。ナレッジ
ベースの記事7920711 (https://www.netiq.com/
support/kb/doc.php?id=7920711)を参照してくださ

い。

ワークロードの資格情
報のパスワード

オプション(新しい資格

情報リソースに必要)
指定したユーザ名のパスワードを指定します。後で資格情
報のパスワードをWebインタフェースから追加または変更

できます。

パスワードでは大文字と小文字が区別されます。パスワー
ドは安全に保存され、Webインタフェースでは表示できま

せん。 

パラメータ 必須/オプション 説明
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表 C-3   ワークロードの詳細のパラメータ

パラメータ 必須/オプション 説明

オペレーティングシス
テム

オプション PTMで設定したオペレーティングシステムリストからオペ

レーティングシステムを指定します。名前は大文字と小文字
が区別されます。

例:

CentOS 6

 Citrix XEN Server

 Red Hat Enterprise Linux 7

 Solaris 11

 SUSE Linux Enterprise Server 12

 Windows Server 2003 (x32)

 Windows 2008

 Windows Server 2012 R2

 Windows Server 2016

 VMware ESX

PTMのデフォルトのオペレーティングシステムリストには、

ほとんどの種類のオペレーティングシステムおよびリリース
バージョンが含まれています。リストにカスタムのオペレー
ティングシステム値を追加するには、システム管理者にお問
い合わせください。 

メモリ(MB) オプション ワークロードに使用できる最大メモリを指定します。単位が
指定されていない場合、値はデフォルトでMBです。有効な

バイナリ単位はB、MB、GB、TB、PB、EB、ZB、およびYBで
す。 

例: 2GB、512、8GB

プロセッサ数 オプション ワークロードに搭載されているプロセッサ数を指定します。

例: 2

コア数 オプション プロセッサあたりのコア数を指定します。

例: 8
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場所

場所の情報は、ワークロードの論理的な場所、仮想の場所、物理的な場所を記述できます。詳細に
ついては、表 C-4を参照してください。

表 C-4   場所のパラメータ

パラメータ 必須/オプション 説明

使用環境 オプション このワークロードの環境リソースの名前を指定します。値は
大文字と小文字が区別されます。一致する値がない場合、
PTMはプロジェクトに新しい環境リソースを作成します。 

例: 段階的推進、運用前、および運用

注: 環境リソース名は、プロジェクトの環境リソースで一意
である必要がありますが、複数のワークロードに適用できま
す。

クラウドプロバイダ オプション。クラウド
ワークロードには推奨
します。

クラウドワークロードをホストするクラウドプロバイダを指
定します。 

使用できる値:

 Amazon Web Services

 Microsoft Azure

 Rackspace

 vCloud

 Google

ホスト オプション 仮想ワークロードでは、ソースワークロードのソースホスト
リソースの名前を指定します。値は大文字と小文字が区別さ
れます。一致する値がない場合、PTMはプロジェクトに新し

いソースホストリソースを作成します。 

例: mailhost、hyperv-cluster、esx2、citrix5.digitalair.com

注: ソースホストリソース名は、プロジェクトのソースホス
トリソースで一意である必要がありますが、複数のワーク
ロードに適用できます。

搭載 オプション 仮想ワークロードでは、そのソースホストリソースで実行し
ているHypervisorのタイプを指定します。名前は大文字と

小文字が区別されます。

使用できる値:

 Citrix XenServer

 Linux KVM

 Microsoft Hyper-V

 SUSE Xen

 VMware
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カスタムのフィールド

スプレッドシートのインポートでは、Custom X (カスタムX)列の見出しが、プロジェクト用に以前

に設定したカスタムフィールド名と一致すると想定されています。各プロジェクトは、プロジェク
ト全体に適用するユーザ定義のフィールドを最大7つ備えることができます。詳細については、表 
C-5を参照してください。

論理名および目的を各プロジェクトのカスタムのフィールドに関連付けることができます。たとえ
ば、ワークロードを日々のIT管理者で特定する場合、プロジェクトの連絡先のフィールド1の名前

を定義します。スプレッドシートで、列見出しとしてCustom 1 (カスタム1)の代わりに連絡先を使

用します。連絡先の人の名前、ユーザ名、電子メールアドレスなど、プロジェクトに適切なフィー
ルドの値を指定します。 

VM名 オプション 仮想ワークロードでは、その仮想化ホストサーバとして知ら
れるVM名を指定します。

例: vm-erm2、vm-msx-mailbox、vm-msx-web

サイト オプション ホストマシンの地理的な場所または論理的な場所を指定しま
す。

例: Paris、Metro General Hospital、South Campus

ハードウェアタイプ オプション ワークロードのホストマシンのハードウェア(つまり、物理

マシンまたはVMの仮想化ホストマシン)を指定します。

例: Dell PowerEdge、Levono X、IBM BladeCenter

筐体 オプション ホストマシンの筐体を指定します。 

例: AA-21、C205-R5、IL6-C5-R3

筐体スロット オプション 指定の筐体のスロット番号を指定します。 

例: U19、B07

ドメインかどうか オプション (OS: Windowsファミリ)ブール値はTRUEまたはFALSEのい

ずれかである必要があります。 

Windowsのワークロードがドメインのメンバーである場合、

TRUEを指定します。 

Windowsのワークロードがワークグループのメンバーである

場合、FALSEを指定します。

ドメイン/ワークグ

ループの名前

オプション Windowsのワークロードのドメインまたはワークグループの

名前を適切に指定します。

ドメイン名の例: CORPDOM、PARIS、またはparis.digitalair.com

ワークグループ名の例: WORKGROUP

パラメータ 必須/オプション 説明
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表 C-5   カスタムのフィールドのパラメータ

NIC

1つのワークロードに1つ以上のNICを指定できます。使用できるNIC入力パラメータのいずれか

を指定してNICをセットアップできます。表 C-6を参照してください。NIC1 UUID列も含めると、

PTMは、結果スプレッドシートにこのUUIDを自動的に入力します。NIC#列のインスタンスを追加し

て複数のNICをセットアップできます。 

表 C-6   NICパラメータ

パラメータ 必須/オプション 説明

カスタム1 オプション 列見出しとしてプロジェクトのフィールド1の名前を指定し

ます。各ワークロードに対して、プロジェクトのフィールド
1の定義に基づいて値を指定します。

カスタム2 オプション 列見出しとしてプロジェクトのフィールド2の名前を指定し

ます。各ワークロードに対して、プロジェクトのフィールド
2の定義に基づいて値を指定します。 

カスタム3 オプション 列見出しとしてプロジェクトのフィールド3の名前を指定し

ます。各ワークロードに対して、プロジェクトのフィールド
3の定義に基づいて値を指定します。 

カスタム4 オプション 列見出しとしてプロジェクトのフィールド4の名前を指定し

ます。各ワークロードに対して、プロジェクトのフィールド
4の定義に基づいて値を指定します。 

カスタム5 オプション 列見出しとしてプロジェクトのフィールド5の名前を指定し

ます。各ワークロードに対して、プロジェクトのフィールド
5の定義に基づいて値を指定します。 

カスタム6 オプション 列見出しとしてプロジェクトのフィールド6の名前を指定し

ます。各ワークロードに対して、プロジェクトのフィールド
6の定義に基づいて値を指定します。 

カスタム7 オプション 列見出しとしてプロジェクトのフィールド7の名前を指定し

ます。各ワークロードに対して、プロジェクトのフィールド
7の定義に基づいて値を指定します。 

パラメータ 必須/オプション 説明

NIC1 UUID オプション。NICには

推奨します。値はPTM
が提供します。

UUIDは、プロジェクトでNICを一意に識別する一連の16進
数です。この列がある場合、PTMは、ワークロードがプロ

ジェクトに正常にインポートされた後に、各NICの固有ID
を結果スプレッドシートに書き込みます。

再インポート時には、PTMは同じIDを保持し、元のワーク

ロードのNICの設定情報を置き換えます。

例: b916afef-ccfc-4501-aa4c-a4658cd9845d

NIC1のインタフェー

ス名

オプション ワークロードの一意のインタフェース名を指定します。

例: eth0、eth1
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NIC1 IP DHCP オプション DHCPサーバがNICにIPアドレスを渡すかどうかを指定しま

す。

ブール値はTRUEまたはFALSEのいずれかにする必要があり

ます。 

NIC1 IPアドレス オプション NICのアドレスをIPv4フォーマットで指定します。 

例: 10.10.10.40

NIC1 MAC オプション ソースワークロードのNICのMACアドレスを

MM:MM:MM:SS:SS:SSの形式で指定します。

例: 01:23:45:67:89:ab

NIC1ネットワーク名 オプション ソースワークロードのソースネットワークリソースの名前を
指定します。値は大文字と小文字が区別されます。一致が見
つからない場合、PTMはプロジェクトに新しいソースネット

ワークリソースを作成します。

例: OrgNet-DMZ、OrgNet-Isolated、Azure-VNet-01、VMnet-08

注: ソースネットワークリソースの名前は、プロジェクトの
ソースネットワークリソースで一意である必要があります
が、同じまたは異なるワークロードの複数のNICに適用でき

ます。

NIC1 VLAN ID オプション このNICに割り当てられたVLAN IDを指定します。IDを指定

すると、検証機能およびインポート機能の実行が高速になり
ます。

有効な値は1から4094です。

NIC1ネットワークマ

スク

オプション ネットワークマスクをIPv4フォーマットで指定します。 

例: 255.255.252.0

NIC1ゲートウェイ オプション デフォルトのゲートウェイアドレスをIPv4フォーマットで

指定します。複数入力はサポートされていません。

NIC1 DNS DHCP オプション DNS DHCPをNICで使用できるかどうかを指定します。

ブール値はTRUEまたはFALSEのいずれかにする必要があり

ます。 

NIC1 DNSサーバ オプション 1つ以上のアドレスをIPv4フォーマットで指定します。複

数入力するには、各値を別の行に入力します。

NIC1検索ドメイン オプション 1つ以上の検索ドメインを指定します。複数入力するには、

各値を別の行に入力します。

適切に追加のNIC#セクションを作成し、次のコンポーネントセクションに進みます。

ワークロードは、それぞれが固有のネットワーク設定を持つ複数のネットワークカードを備えることができ
ます。最初に定義したネットワークカードがNIC1に指定され、2番目がNIC2に指定され、その後も同様に指

定されます。

パラメータ 必須/オプション 説明
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ディスク

1つのワークロードに1つ以上のディスクを指定できます。表 C-7を参照してください。ディスク

に必要な列はDisk1 Vol Type (ディスク1ボリュームタイプ)列とDisk1 Size (ディスク1サイズ)列
のみです。Disk1 UUID (ディスク1UUID)列も含めると、PTMは、結果スプレッドシートにこのUUID
を自動的に入力します。少なくともDisk# Vol Type (ディスク#ボリュームタイプ)列およびDisk# 
Size (ディスク#サイズ)列があるディスク#列インスタンスを追加して、複数のディスクをセット

アップできます。 

表 C-7   ディスクパラメータ

パラメータ 必須/オプション 説明

ディスク1 UUID オプション。ディスク
には推奨します。値は
PTMが提供します。

UUIDは、プロジェクトでディスクを一意に識別する一連の

16進数です。この列がある場合、PTMは、ワークロードがプ

ロジェクトに正常にインポートされた後に、各ディスクの固
有IDを結果スプレッドシートに書き込みます。

再インポート時には、PTMは同じIDを保持し、元のワーク

ロードのディスクの設定情報を置き換えます。

例: 866b4209-4779-48f8-a81d-e8aa04c63d55

ディスク1データスト

ア名

オプション。仮想ワー
クロードに適用されま
す。

ディスクを含むソースデータストアリソースの名前を指定し
ます。値は大文字と小文字が区別されます。一致する値がな
い場合、PTMはプロジェクトに新しいソースデータストアリ

ソースを作成します。 

例: san-dc-east

注: データストア名は、プロジェクトのソースデータストア
リソースで一意である必要があります。データストアは、同
じ仮想ワークロードまたは異なる仮想ワークロードの複数の
ディスクに適用できます。

ディスク1ボリューム

名

オプション ワークロードの一意のボリューム名を指定します。

ディスク1ボリューム

タイプ

オプション。ディスク
には必須です。

使用できる値はSystem、Local、NAS、またはSANです。

ディスク1マウントポ

イント

オプション ボリュームのルートからのパスを指定します。

ディスク1リモートパ

ス

オプション (ボリュームタイプ: SANまたはNAS)ボリュームのリモート

パスを指定します。

例: \\vol1\mnt

ディスク1サイズ オプション。ディスク
には必須です。

ディスクの合計サイズを指定します。単位が指定されていな
い場合、値はデフォルトでMBです。有効なバイナリ単位は

B、MB、GB、TB、PB、EB、ZB、およびYBです。 

例: 2TB、 500GB、102400
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アプリケーション

1つのワークロードに1つ以上のアプリケーションを指定できます。表 C-8を参照してください。

ワークロードについて追跡する各アプリケーションに対してApplication# (アプリケーション#)列
のインスタンスを追加します。 

表 C-8   アプリケーションのパラメータ

サンプルインポートスプレッドシートのダウンロー
ド

サンプルスプレッドシートをダウンロードするには:

1 プロジェクトマネージャユーザまたは任意のシステムユーザとしてWebインタフェースにログ

インします。

2 プランニング > ワークロード > スプレッドシートインポートを選択して、［スプレッドシートイン

ポート］ダイアログを開きます。

3 Get sample spreadsheet (サンプル スプレッドシートの取得)をクリックし、ファイルをローカル

マシンに保存します。

スプレッドシートは、.xlsファイル形式です。 

ディスク1使用済み容

量

オプション ディスクの使用済み容量を指定します。単位が指定されてい
ない場合、値はデフォルトでMBです。有効なバイナリ単位

はB、MB、GB、TB、PB、EB、ZB、およびYBです。 

例: 1.22TB、 162GB、51200

適切に追加のDisk#セクションを作成し、次のコンポーネントセクションに進みます。

ワークロードは、それぞれが固有の設定を持つ複数のディスクを備えることができます。最初に定義した
ディスクがDisk1に指定され、2番目がDisk2に指定され、その後も同様に指定されます。

パラメータ 必須 説明

Application1 Name オプション アプリケーションの名前のみが必要です。ワークロードでア
プリケーションを使用できる必要があります。値は大文字と
小文字が区別されます。一致する値がない場合、PTMはプロ

ジェクトに新しいアプリケーションリソースを作成します。

例: Paris-Project2-Exchange

注: アプリケーション名は、プロジェクトのアプリケーショ
ンで一意である必要がありますが、複数のワークロードに適
用できます。

必要に応じて、追加の［Application# (アプリケーション#)］セクションを作成します。

ワークロードは、これに関連付けられたアプリケーションまたはサービスを複数備えることができます。最
初に定義したアプリケーションはApplication1 Nameの列見出しで指定され、2番目の列見出しは

Application2 Nameになり、以下同様に続きます。

パラメータ 必須/オプション 説明
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スプレッドシートの検証

バルクインポートのスプレッドシートを送信する前に、インポート(または再インポート)を検証

する各マシンの検証ステータスセルの内容をクリアします。 

検証ツールには、マシンの次の状態が表示され、結果スプレッドシートの検証ステータス列に情報
が追加されます。

 インポート準備完了: 行には有効な情報が含まれています。 

検証ツールはマシンに送信されたデータにエラーがないことを確認しました。すべての値は有
効で、期待どおりのフォーマットになっています。必須の値および依存性のある値がすべて存
在します。

 無効: 行には無効な情報が含まれています。 

検証ツールはこのマシンに送信されたデータに1つ以上のエラーがあることを確認しました。

セルには、エラーのタイプおよび場所についてのメッセージも含まれています。

 インポート済み: 行は正しくインポートまたは再インポートされました。 

インポート時、PTMは、指定したプロジェクトのこのマシンに元のワークロードおよび提案す

るワークロードを作成(または変更)します。Webインタフェースを使用して提案するワーク

ロードを編集した場合、再インポートすると、元のワークロード用のデータのみ変更されま
す。

 無視: この行は、変換のためにすでに送信済みのワークロード用に以前インポートされました。 

［変換］ダイアログを使用して変換からこのマシンを取り消し、再インポートできるようにで
きます。

結果スプレッドシートのダウンロード

バルクインポートスプレッドシートの検証またはインポートを実行した後で、［スプレッドシートイ
ンポート］ダイアログで結果の取得オプションが使用可能になります。 

1 ［スプレッドシートインポート］ダイアログで、結果の取得をクリックし、ファイルをローカル
マシンに保存します。

スプレッドシートは、.xlsファイル形式です。 

検証後、結果スプレッドシートがワークロードごとのインポート準備状況を報告します。

正常にインポートされた後、結果スプレッドシートには、次のものを含む、インポートプロセスの
現在の状態の正確な結果が記載されます。

 空の行の削除

 検証ステータスの詳細な結果

 各ワークロードに割り当てられたワークロードID (ワークロードID列が入力バルクインポート

スプレッドシートにある場合)

 各NICに割り当てられたUUID (NIC# UUID列が入力バルクインポートスプレッドシートにある場合
)

 各ディスクに割り当てられたUUID (Disk# UUID列が入力バルクインポートスプレッドシートにあ

る場合)
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ワークロードの再インポート

ワークロードを複数回再インポートして、データのさまざまなカテゴリを個別にセットアップでき
ます。この部分インポート機能によって、それぞれ独自のインポートスプレッドシートを使用して、
複数のソースからワークロードの完全な詳細をインポートできます。それぞれの再インポートで、
元のワークロードの詳細および提案するワークロードの詳細を追加します。 

たとえば、最小のデータをインポートしてワークロードを作成できます。その後の再インポートで、
個別のスプレッドシートを使用して、ワークロードの詳細、場所、NIC、ディスク、アプリケーショ

ン、およびカスタムのフィールドを追加できます。または、同じスプレッドシートで作業を継続し、
再インポートごとに適切な列をスプレッドシートの最後に追加できます。

注: Webインタフェースを使用して、提案するワークロードを編集した後には、提案するワークロー

ドはその後の再インポートでは更新されなくなります。

送信済み以降のフェーズのワークフロー状態のワークロードを再インポートしようとすると、検証
ステータスは次のメッセージを返します。 

変換を送信した後にはワークロードを再インポートできません。

インポートは、送信済み以降の状態のワークロードを無視し、無効な行がない限り続行します。無
視された状態の行は、検証結果の［Ignored Rows (無視された行)］タブに表示されます。
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V Vリソース

PlateSpin Transformation Managerを使用すると、ワークロード変換で追跡するリソースを定義で

きます。リソースには、資格情報、ホスト、ネットワーク、データストア、環境、マイグレーショ
ンサーバ、およびリソースプールが含まれます。

 199ページの第20章「リソースの概要」

 201ページの第21章「資格情報リソースの管理」

 207ページの第22章「ホストリソースの管理」

 215ページの第23章「マイグレーションサーバリソースの管理」

 219ページの第24章「ネットワークリソースの管理」

 223ページの第25章「データストアリソースの管理」

 227ページの第26章「リソースプールリソースの管理」

 231ページの第27章「環境リソースの管理」
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20 20リソースの概要

PlateSpin Transformation Managerを使用すると、ワークロード変換で追跡するリソースを定義で

きます。リソースには、資格情報、ホスト、ネットワーク、データストア、環境、マイグレーショ
ンサーバ、およびリソースプールが含まれます。

 199 ページの 「リソースについて」

 199 ページの 「リソースの前提条件」

リソースについて

リソースは、変換対象のワークロード外部のITインフラの要素です。これらのリソースは、ワーク

ロードの運用環境およびレプリケーション環境を表します。リソースタイプは次のとおりです。

 資格情報

 ホスト

 マイグレーションサーバ

 ネットワーク

 データストア

 リソースプール

 環境

リソース機能を使用して、プロジェクトのリソースに関する情報を作成、管理、および削除できま
す。スプレッドシートのインポートでは、ホスト、ネットワーク、およびデータストアの値によっ
てソースリソースが作成され、資格情報と環境の値はソースとターゲットの両方に当てはまります。

リソースの前提条件

リソースを作成するとき、これを特定の変換プロジェクトと関連付ける必要があります。プロジェ
クトにリソースを追加するにはその前に、親組織およびプロジェクトを作成し、プロジェクトのリ
ソースを作成するときに使用できるようにする必要があります。
リソースの概要 199



200 PlateSpin Transformation Managerユーザガイド



21 21資格情報リソースの管理

資格情報リソースを使用すると、管理者ユーザとして関連する場所にログインするために必要な認
証資格情報を追跡できます。

 ワークロード

 ターゲットホスト

 マイグレーションサーバ

［資格情報］ページを使用して、変換プロジェクト内のターゲットワークロードの資格情報リソース
を作成、管理、表示、および削除できます。資格情報はソースワークロードには適用されません。

 201 ページの 「資格情報リソースについて」

 202 ページの 「資格情報の表示」

 203 ページの 「資格情報の作成」

 203 ページの 「資格情報とワークロード、ホスト、またはマイグレーションサーバの関連付

け」

 204 ページの 「資格情報の編集」

 205 ページの 「資格情報の削除」

資格情報リソースについて

資格情報リソースを使用すると、認証資格情報の次の情報を追跡できます。

名前: 変換プロジェクトに固有の資格情報リソースの名前を指定します。この名前は、文字または

数字で始まる必要があります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用できる特
殊文字はスペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コ
ンマ、およびピリオドです。

組織: プロジェクトの親組織を選択します。 

プロジェクト: 資格情報の親プロジェクトを選択します。

説明: (オプション)資格情報の簡単な説明を指定します。このテキストは、デフォルトでは［資格

情報］リストに表示されます。

ユーザ名: ワークロードとの通信に使用するための、ドメイン管理者またはローカル管理者のログ

オンユーザ名を指定します。

目的のワークロードのオペレーティングシステムまたは認証システムが期待しているユーザ名を正
確に入力します。

 Windows:  大文字と小文字の区別なし.ローカルまたはドメインの管理者資格情報を使用しま

す。次に例を示します。

 ドメインメンバーのマシンの場合: CORPDOM\username

 ワークグループメンバーのマシンの場合: WORKGROUP\username

 ローカルユーザアカウントの場合: username
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 Linux: 大文字と小文字の区別あり. sudoを使用するように正しく設定されたワークロードの

ルートまたはルートレベルのユーザ名を使用します。ナレッジベースの記事7920711 (https://
www.netiq.com/support/kb/doc.php?id=7920711)を参照してください。

パスワード: ユーザ名のパスワードを指定します。

パスワードの確認: パスワードを再入力します。

資格情報リソースによって、関連付けられたコンポーネントの認証が簡易化されます。パスワード
はPlateSpin Transformation Managerデータベースに安全に格納されます。パスワードはインタ

フェースでは伏せて表示されます。 

注: 資格情報リソース設定は、ディレクトリパスワード管理システムと統合されません。ユーザの
ネットワーク環境内でパスワードが変更された場合や、クラウドプロバイダ側の場所にあるアカウ
ントのパスワードが変更された場合は、該当リソース用に保管されているパスワードを手動で更新
する必要があります。

資格情報の表示

プロジェクトのすべての役割が資格情報リソースの情報を表示できます。ユーザ名のパスワードが
表示されることはありません。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択してから資格情報タブを選択します。

［Edit Project (プロジェクトの編集)］ダイアログの関連付け領域で、単一プロジェクトの資

格情報リソースを表示することもできます。プランニング>プロジェクトの順に選択し、プロ

ジェクトをダブルクリックします。関連付けの下の［Edit Project (プロジェクトの編集)］ダ

イアログで、リソースタブを選択してから資格情報を選択します。

2 資格情報タブで、リソースのリストを表示します。

3 資格情報リソースを選択してから表示をクリック(または当該リソースをダブルクリック)し、

当該リソースの次の設定を表示します。 

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

 ユーザ名

 パスワード

 パスワードの確認

4 (オプション)検索フィールドを使用して［資格情報］リストのエントリをフィルタし、目的

のリソースプールのみを表示します。検索領域に文字列を入力し、フィルタ処理を開始します。
入力するにつれてフィルタが適用されます。いずれか1つの列の情報を同時にフィルタできま

す。

5 (オプション)列の値を基準にしてエントリをソートします。列をマウスオーバーしてメ

ニューオプションを表示し、これをクリックしてからSort Ascending (昇順ソート)または

Sort Descending (降順ソート)を選択します。
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資格情報の作成

［資格情報］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境の資格情報リソースを作成でき
ます。 

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 資格情報タブを選択します。

3 作成をクリックし、［Create Credential (資格情報の作成)］ダイアログを開きます。

4 資格情報リソースの次の情報を指定します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

 ユーザ名

 パスワード

 パスワードの確認

5 保存をクリックし、資格情報リソースを作成します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

資格情報とワークロード、ホスト、またはマイグ
レーションサーバの関連付け

プロジェクトの資格情報リソースを作成した後、必要に応じてこれらをワークロード、ホスト、ま
たはマイグレーションサーバと関連付けることができます。

 203 ページの 「資格情報とワークロードの関連付け」

 204 ページの 「資格情報とホストの関連付け」

 204 ページの 「資格情報とマイグレーションサーバの関連付け」

資格情報とワークロードの関連付け

プロジェクトの資格情報リソースを作成した後、これらをワークロードと関連付けることができま
す。

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 ワークロードリストで、［フィルタ］および［詳細検索］を使用して目的のワークロードを見つ
けます。

3 ワークロードを選択してから、編集をクリックします。または、目的のワークロードをダブル
クリックします。

4 ［変換］ダイアログで、ワークロードパネルまでスクロールしてから、編集をクリックします。

5 管理者資格情報リストから、ターゲットワークロードに割り当てる資格情報リソースを選択し
ます。
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6 (Windowsワークロード)ドメインで、Windows設定でドメインを選択し、ドメイン名を指定し

てから、Domain Credential (ドメイン資格情報)リストでそのドメイン用に使用する資格情報リ

ソースを選択します。

7 (オプション)必要に応じてその他のワークロード情報を変更します。

8 保存、閉じるの順にクリックします。

9 閉じるをクリックして［変換］ダイアログを閉じます。

資格情報とホストの関連付け

プロジェクトの資格情報リソースを作成した後、これらをホストリソースと関連付けることができ
ます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 ホストタブを選択します。

3 ホストを選択してから、編集をクリックします。または、目的のホストをダブルクリックしま
す。

4 資格情報リストから、ターゲットホストに割り当てる資格情報リソースを選択します。

5 (オプション)必要に応じてその他のホスト情報を変更します。

6 ［保存］をクリックします。

7 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

資格情報とマイグレーションサーバの関連付け

プロジェクトの資格情報リソースを作成した後、これらをマイグレーションサーバと関連付けるこ
とができます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 マイグレーションサーバタブを選択します。

3 マイグレーションサーバを選択し、編集をクリックします。または、目的のマイグレーション
サーバをダブルクリックします。

4 資格情報リストから、ターゲットマイグレーションサーバに割り当てる資格情報リソースを選
択します。

5 (オプション)必要に応じてその他のマイグレーションサーバ情報を変更します。

6 ［保存］をクリックします。

7 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

資格情報の編集

［資格情報］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境の資格情報リソースを編集でき
ます。たとえば、資格情報に割り当てたユーザ名およびパスワードを変更する必要がある、または
既存のユーザ名のパスワードを変更する必要があるとします。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 資格情報タブを選択します。

3 資格情報リストで、資格情報を選択してから編集をクリック(または資格情報をダブルクリッ

ク)し、［資格情報の編集］ダイアログを開きます。
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4 資格情報リソースの次の情報のいずれかを変更します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

 ユーザ名

 パスワード

 パスワードの確認

5 保存をクリックし、資格情報リソースを更新します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

資格情報の削除

［資格情報］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境の資格情報リソースを削除でき
ます。 

注: リソースを削除すると、そのリソースの関連付けが自動的に削除されます。これには、進行中
および完了済みのワークロードに割り当てられている関連付けも含まれます。同じ関連付けを適用
する場合、リソース名およびそのユーザ名とパスワードを編集するほうが適切かどうかを検討しま
す。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 資格情報タブを選択します。

3 資格情報リソースのリストを表示します。

4 目的の資格情報を選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。

5 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。
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22 22ホストリソースの管理

ホストリソースを使用すると、ワークロードVMのホストマシンについての情報を追跡できます。

［ホスト］ページを使用して、変換プロジェクトのターゲットワークロードのホストリソースを作
成、編集、表示、および削除できます。マシンのデータをインポートするときにソースワークロー
ドのホストリソースを定義できます。ホストリソースはソースワークロード用またはターゲット
ワークロード用に使用できますが、両方には使用できません。物理マシンのホストリソースは単一
ワークロードのみに割り当てることができます。 

 207 ページの 「ホストの自動検出について」

 209 ページの 「ホストリソースについて」

 210 ページの 「ホストの表示」

 211 ページの 「ソースホストの作成」

 211 ページの 「ターゲットホストの作成」

 212 ページの 「ホスト検出の再試行」

 212 ページの 「ホストの再検出」

 213 ページの 「ターゲットホストの編集」

 213 ページの 「ホストとターゲットワークロードの関連付け」

 214 ページの 「ホストの削除」

ホストの自動検出について

プロジェクトでPlateSpin Migrate Connectを使用できる場合は、PlateSpin Transformation 
ManagerがターゲットVMware Clusterホストに対して自動検出を提供します。検出により、ネット

ワーク、データストア、リソースプールを含む、ホストに関する詳細が取得されます。ネットワー
ク、データストア、およびリソースプールが既存のリソースに一致しない場合は、それらに対する
リソースを作成します。必要に応じて、ホストの詳細を再検出することもできます。

 207 ページの 「ターゲットホストの検出要件」

 208 ページの 「ホストの検出プロセス」

 208 ページの 「ホスト検出失敗のトラブルシューティング」

ターゲットホストの検出要件

VMware Clusterホストの検出を試みる前に、PlateSpin検出環境を設定する必要があります。

 PlateSpin Transformation Manager 1.1 

PlateSpin Transformation Managerを設定し、検出するターゲットホストのプロジェクトを設

定します。

 PlateSpin Migrate Connector 1.1 
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PlateSpin Migrate Connectorがプロジェクトに使用できる必要があります。展開情報について

は、『PlateSpin Migrate Connectorクイックスタート』の「展開要件」を参照してください。

PlateSpin Transformation Managerアプライアンスには、PTMサーバと連携するように事前設

定されているMigrate Connectorインスタンスが含まれます。独自のSUSE Linux Enterprise 
Server 11 SP4サーバにMigrate Connectorインスタンスを別々に展開することもできます。詳

細については、『PlateSpin Migrate Connector Quick Start』を参照してください。

注: ターゲットホストの検出または再検出を試みる前に、Migrate Connectorが稼働しているど

うかを確認してください。

 ターゲットホスト 

 Connectorは、VMware Clusterホストの自動検出をサポートしています。 

他のターゲットホストタイプについては、スプレッドシートインポート方式を使用してホ
スト詳細を追加できます。

 ターゲットVMware Clusterホストが稼動しているかどうか確認してください。

 ネットワーク接続がPlateSpin Migrate ConnectorとターゲットVMware Clusterホスト間で

機能していることを確認してください。

 資格情報 

ターゲットVMwareホストにアクセスするために必要な管理者レベルの資格情報を提供する、

ホスト検出に使用する資格情報リソースを作成します。資格情報リソースは、ホスト上のター
ゲットVMの自動マイグレーションのセットアップに後でも使用されます。

 ターゲットホストのネットワーク接続およびアクセス 

ターゲットホスト検出用のネットワーク接続およびアクセス要件については、140 ページの 
「PlateSpin検出環境」を参照してください。

ホストの検出プロセス

ホストの自動検出プロセスでは次のアクションを実行します。

1. 既存のホストに一致しない場合は、［ホストの作成］ダイアログにより、新しいホストオブ
ジェクトが作成されます。 

2. ホストにログインするために提供された資格情報リソースを使用して、ホストに対する自動検
出が開始されます。 

3. ホストの検出詳細にネットワーク、データストア、またはリソースプールが含まれる場合、こ
れらが既存のリソースに一致しない場合は、PTMにより、プロジェクト内のそれぞれに対して

新しいリソースが作成されます。

4. ホストが正常に検出されると、［ホスト］リストまたは［ホストの編集］ダイアログにホスト
情報が表示されます。

ホスト検出失敗のトラブルシューティング

次のいずれかの状態により、検出が失敗します。

 Migrate Connectorが使用できない。

 ターゲットホストが自動検出でサポートされていない。

 資格情報リソースが提供されていない。
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 資格情報リソースのユーザ名とパスワードの値が無効である。

 ホストが検出時に実行されていない。

Migrate Connector、ネットワーク、または資格情報の問題を解決した後で、サポートされるホスト

の検出を再試行できます。149 ページの 「ワークロード検出の再試行」を参照してください。

ホストリソースについて

ホストリソースを使用すると、1つの物理ワークロードをホストするサーバ、または複数の仮想

ワークロードのHypervisorをホストするサーバについての次の情報を追跡できます。

ステータス: ターゲットVMホストの検出状態。検出を実行できるのは、PlateSpin Migrate 
Connectorをプロジェクトで使用可能であり、かつターゲットVMホストがVMware Clusterである場

合のみです。

名前: 変換プロジェクトに固有のサーバの名前を指定します。この名前は、文字または数字で始ま

る必要があります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用できる特殊文字はス
ペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コンマ、およ
びピリオドです。

組織: プロジェクトの親組織を選択します。 

プロジェクト: 仮想化ホストの親プロジェクトを選択します。

説明: (オプション)ホストの簡単な説明を指定します。このテキストは、デフォルトでは［ホス

ト］リストに表示されます。

IP/DNS名: (オプション、検出および自動マイグレーションに必要) IPv4フォーマットでIPアドレ

スを指定するか、またはFQDNフォーマットでホストマシンのDNS名を指定します。

資格情報: (オプション、検出および自動マイグレーションに必要)資格情報リストを展開し、ホス

トマシンへのアクセスに使用する資格情報リソースを見つけて選択します。リストをスクロール、
または［フィルタ］に文字列を入力して目的の資格情報を見つけることができます。

搭載: ホストが使用するHypervisorタイプを選択します。指定できる値は、次のとおりです。

Citrix XenServer

Linux KVM

Microsoft Hyper-V

None (物理ワークロード用)

SUSE Xen

VMware

クラスタ: (オプション)vSphereクラスタの名前。

ハードウェア: (オプション)ホストサーバのハードウェアアーキテクチャのテキストによる説明を

指定します。一致が見つからない場合、PTMはデータベースに新しいハードウェアタイプを追加し

ます。オプションにはx32、x64が含まれます。

サイト: (オプション)ホストサーバがある施設または場所のテキストによる説明を指定します。一

致が見つからない場合、PTMはデータベースに新しいサイトタイプを追加します。例: HQ data 

center、West campus、Sydney。
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筐体: (オプション)ホストサーバがある筐体のテキストによる説明を指定します。ラックキャビ

ネット、ブレードサーバシャーシ、タワーキャビネットなどです。一致が見つからない場合、PTM
はデータベースに新しい筐体タイプを追加します。例: RC-10、BS-2、TC-5。

スロット: (オプション)指定した筐体のホストサーバがあるスロットのテキストによる説明を指定

します。一致が見つからない場合、PTMはデータベースに新しいスロットタイプを追加します。例: 
R3-2U、Bay-2、Sh-1。

ホストの表示

管理する変換ワークロードのホスト情報を表示できます。ホストを定義するために使用されるパラ
メータについては、209 ページの 「ホストリソースについて」を参照してください。

1 Webインタフェースで、ツールバーのリソースを選択してから、ホストタブを選択します。

［Edit Project (プロジェクトの編集)］ダイアログの関連付け領域で1つのプロジェクトのホ

ストを表示することもできます。プランニング>プロジェクトの順に選択し、プロジェクトをダ

ブルクリックしてから関連付けの下で、ホストタブを選択します。

2 ホストタブで、次のいずれかを実行してリソースのリストを表示します。

 ソースリンクをクリックして、［Spreadsheet Import (スプレッドシートのインポート)］
を使用して元のワークロード用にインポートしたホスト情報を表示します。

 ターゲットリンクをクリックして、ターゲット変換環境のホスト情報を表示します。

3 ホストリソースを選択してから表示をクリック(またはリソースをダブルクリック)し、リ

ソースの次の設定を表示します。 

 ステータス

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

 IP/DNS名

 資格情報

 搭載

 クラスタ

 ハードウェア

 サイト

 筐体

 スロット

4 (オプション)検索フィールドを使用して［ホスト］リストのエントリをフィルタし、目的の

ホストのみを表示します。 

検索領域に文字列を入力し、フィルタ処理を開始します。入力するにつれてフィルタが適用さ
れます。いずれか1つの列の情報を同時にフィルタできます。

5 (オプション)列の値を基準にしてエントリをソートします。列をマウスオーバーしてメ

ニューオプションを表示し、これをクリックしてからSort Ascending (昇順ソート)または

Sort Descending (降順ソート)を選択します。
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ソースホストの作成

バルクインポートスプレッドシートのマシン定義を使用してホスト情報を指定し、ソースワーク
ロードのホストリソースを作成できます。 

ターゲットホストの作成

［ホスト］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のホストリソースを作成できま
す。 

注: プロジェクトでPlateSpin Migrate Connectorを使用できる場合に、ターゲットVMホストが

VMware Clusterである場合は、自動検出によって、関連するネットワークリソースとデータストア

リソースが作成されます(これらがまだ存在していない場合)。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 ホストタブを選択してからターゲットをクリックします。

3 作成をクリックし、［Create Host (ホストの作成)］ダイアログを開きます。

4 ホストリソースの次の情報を指定します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

 IP/DNS名(検出および自動マイグレーションに必要)

 資格情報(検出および自動マイグレーションに必要)

 搭載

 クラスタ

 ハードウェア

 サイト

 筐体

 スロット

5 保存をクリックし、ホストリソースを作成します。

自動検出を実行できる場合は、ホストのネットワークリソースとデータストアリソースが自動
的に作成されます。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。
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ホスト検出の再試行

初期検出に失敗した場合は、ホストの検出を再試行することをお勧めします。検出失敗の考えられ
る原因については、208 ページの 「ホスト検出失敗のトラブルシューティング」を参照してくださ

い。

1つ以上のホストの検出を再試行するには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのリソースを選択してから、ホストタブを選択します。

2 詳細検索を使用して、初期検出に失敗した1つ以上のホストを選択します。サブステータスリ

ストで、ターゲットホスト検出失敗を選択します。

3 ［ホスト］リストをクリックして詳細検索を終了します。

4 各ホストについて、ターゲットホスト検出失敗ステータスをマウスオーバーして、検出に失敗し
た理由に関する詳細情報を表示します。 

5 絞り込まれたリストで1つまたは複数のホストを選択します。

6 リストの上に表示されている操作の中から再試行をクリックして、選択した各ホストの検出を
開始します。

単一ホストの検出を再試行するには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、ツールバーのリソースを選択してから、ホストタブを選択します。

2 フィルタと詳細検索を使用して、目的のホストを見つけて選択してから、編集をクリックしま
す。 

3 ヘッダ領域のRetry (再試行)をマウスオーバーして、初期検出に失敗した理由に関する情報を

表示します。

4 Retry (再試行)をクリックして検出を開始します。

ホストの再検出

ホストのプラットフォームを変更した場合、ネットワークを変更した場合、またはデータソースを
追加または削除した場合は、ホストを再検出することをお勧めします。再検出を行うと、新しい
データストアリソースやネットワークリソースが自動的に追加されますが、古いリソースは削除さ
れません。

1つ以上のホストを再検出するには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、リソース>ホストの順に選択します。

2 ［ホスト］リストで1つまたは複数のホストを選択します。

3 リストの上に表示されている操作の中からRediscover (再検出)をクリックして、選択した各

ホストの再検出を開始します。 

単一ホストを再検出するには、次の手順を実行します。

1 Webインタフェースで、リソース>ホストの順に選択します。

2 ［ホスト］リストで、目的のホストを選択してから編集をクリックします。 

3 ヘッダ領域で、Discovered (検出済み)というサブ状態を確認します。

4 Rediscover (再検出)をクリックして再検出を開始します。
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ターゲットホストの編集

［ホスト］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のホストリソースを編集できま
す。ホストの定義に使用されるパラメータについては、209 ページの 「ホストリソースについて」

を参照してください。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 ホストタブを選択してからターゲットをクリックします。

3 ホストリストで、ホストを選択してから編集をクリック(またはホストをダブルクリック)し、

［Edit Host (ホストの編集)］ダイアログを開きます。

4 ホストリソースの情報を変更します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

 IP/DNS名(検出および自動マイグレーションに必要)

 資格情報(検出および自動マイグレーションに必要)

 搭載

 クラスタ

 ハードウェア

 サイト

 筐体

 スロット

5 保存をクリックし、ホストリソースを更新します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

ホストとターゲットワークロードの関連付け

プロジェクトのターゲットホストリソースを作成した後で、そのリソースをワークロードと関連付
けることができます。ホストを定義するために使用されるパラメータについては、209 ページの 
「ホストリソースについて」を参照してください。.

1 Webインタフェースで、ツールバーのプランニングを選択し、ワークロードタブを選択します。

2 仮想ワークロードに変換されるワークロードを選択してから、編集をクリックします。または、
目的のワークロードをダブルクリックします。

3 変換ターゲットワークロードが仮想マシンであることを確認します。

3a ［変換］ダイアログの［変換計画］パネルで、編集をクリックします。

3b ［変換方式］リストで、適切な方式を選択します。

3c 保存をクリックし、閉じるをクリックします。

4 ［変換］ダイアログの場所パネルで、編集をクリックします。

5 ホストリストから、ターゲットワークロードに割り当てるホストリソースを選択します。

6 (オプション)必要に応じてその他の場所情報を変更します。
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7 保存をクリックし、閉じるをクリックします。

8 閉じるをクリックして［変換］ダイアログを閉じます。

ホストの削除

［ホスト］ページを使用して、プロジェクトのソースまたはターゲットの変換環境のホストリソース
を削除できます。削除したリソースは、割り当てられた各ワークロードから自動的に削除されます。

注: リソースを削除すると、そのリソースの関連付けが自動的に削除されます。これには、進行中
および完了済みのワークロードに割り当てられている関連付けも含まれます。同じ関連付けを適用
する場合、リソース名および設定を編集するほうが適切かどうかを検討します。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 ホストタブを選択します。

3 (オプション)ソースのホストリソースを削除します。

3a ホストタブで、ソースをクリックし、ソースのホストリソースのリストを表示します。

3b 目的のホストを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。

4 (オプション)ターゲットのホストリソースを削除します。

4a ホストタブで、ターゲットをクリックし、ターゲットのホストリソースのリストを表示し
ます。

4b 目的のホストを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。
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23 23マイグレーションサーバリソースの管理

マイグレーションサーバリソースを使用すると、ワークロードを変換するためにマイグレーション
スペシャリストが使用するマイグレーションツールをホストするサーバを追跡して関連付けること
ができます。たとえば、マイグレーションサーバがマイグレーションツールPlateSpin Migrate 
(https://www.netiq.com/products/migrate/)をホストしているとします。［マイグレーションサー

バ］ページを使用して、変換プロジェクトのターゲットワークロードのマイグレーションサーバリ
ソースを作成、管理、および削除できます。マイグレーションサーバリソースはソースワークロー
ドには適用されません。

 215 ページの 「マイグレーションサーバリソースについて」

 216 ページの 「マイグレーションサーバの表示」

 217 ページの 「マイグレーションサーバの作成」

 217 ページの 「マイグレーションサーバとターゲットワークロードの関連付け」

 218 ページの 「マイグレーションサーバの編集」

 218 ページの 「マイグレーションサーバの削除」

マイグレーションサーバリソースについて

マイグレーションサーバリソースを使用すると、変換プロジェクトにあるマイグレーションサーバ
のついての次の情報を追跡できます。

名前: 変換プロジェクトに固有のマイグレーションサーバの名前を指定します。この名前は、文字

または数字で始まる必要があります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用で
きる特殊文字はスペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサン
ド、コンマ、およびピリオドです。

組織: プロジェクトの親組織を選択します。 

プロジェクト: マイグレーションサーバの親プロジェクトを選択します。

説明: (オプション)マイグレーションサーバの簡単な説明を指定します。このテキストは、デフォ

ルトでは［マイグレーションサーバ］リストに表示されます。

マイグレーションサーバタイプ: 次のいずれか1つを選択します。

 PlateSpin Migrate: このオプションを選択してPlateSpin Migrate Serverとしてマイグレー

ションサーバを特定し、PlateSpin Migrate Serverとの統合を可能にします。 

 その他: このオプションを選択して、マイグレーションサーバがその他の種類のマイグレー

ションソフトウェアを実行していることを特定します。PTMは統合を提供しません。

サーバURL: マイグレーションサーバにホストされているマイグレーションツールのログインペー

ジのURLを指定します。URLはすべての構文ルールに準拠する必要があります。URLは最大1024文
字です。次に例を示します。 

https://psmigrate.example.com/Migrate
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資格情報: ［資格情報］リストを展開し、マイグレーションサーバのWebベース管理ツールにログイ

ンするために使用する資格情報リソースを見つけて選択します。リストをスクロールするか［フィ
ルタ］に文字列を入力して、目的の資格情報リソースを見つけることができます。

マイグレーションサーバリソースは不完全な状態で保存できます。［マイグレーションサーバ］
フィールドには、［変換］ダイアログの値未設定が表示されます。後でサーバを展開する場合、マイ
グレーションサーバリソースを更新できます。このステータスは、その関連ワークロードのすべて
に対して自動的に更新されます。

マイグレーションサーバの表示

プロジェクトのすべての役割がマイグレーションサーバ情報を表示できます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択してからマイグレーションサーバタブを選択

します。

［Edit Project (プロジェクトの編集)］ダイアログの関連付け領域で1つのプロジェクトのマ

イグレーションサーバを表示することもできます。プランニング>プロジェクトの順に選択し、

プロジェクトをダブルクリックします。関連付けの下の［Edit Project (プロジェクトの編集

)］ダイアログで、リソースタブを選択してからマイグレーションサーバを選択します。

2 マイグレーションサーバタブで、リソースのリストを表示します。

3 マイグレーションサーバリソースを選択してから表示をクリック(またはリソースをダブルク

リック)し、リソースの次の設定を表示します。 

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

 マイグレーションサーバタイプ

 サーバURL

 資格情報

4 (オプション)グローバルプロジェクトセレクタでプロジェクトを選択し、単一プロジェクトの

マイグレーションサーバリソースのみを一覧表示します。

5 (オプション)検索フィールドを使用して［マイグレーションサーバ］リストのエントリを

フィルタし、目的のマイグレーションサーバのみを表示します。検索領域に文字列を入力し、
フィルタ処理を開始します。入力するにつれてフィルタが適用されます。いずれか1つの列の

情報を同時にフィルタできます。

6 (オプション)列の値を基準にしてエントリをソートします。列をマウスオーバーしてメ

ニューオプションを表示し、これをクリックしてからSort Ascending (昇順ソート)または

Sort Descending (降順ソート)を選択します。
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マイグレーションサーバの作成

［マイグレーションサーバ］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のマイグレー
ションサーバリソースを作成できます。 

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 マイグレーションサーバタブを選択します。

3 作成をクリックし、［Create Migration Server (マイグレーションサーバの作成)］ダイアログ

を開きます。

4 マイグレーションサーバリソースの次の情報を指定します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

 マイグレーションサーバタイプ

 サーバURL

 資格情報

5 保存をクリックし、マイグレーションサーバリソースを作成します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

マイグレーションサーバとターゲットワークロード
の関連付け

プロジェクトのマイグレーションサーバリソースを作成した後、これらをワークロードと関連付け
ることができます。各ワークロードのマイグレーションサーバリソースを指定するか、［自動割り当
て］を選択して、PlateSpin Migrate Connectorにより、PlateSpin Migrateタイプのプロジェクト

で使用可能なマイグレーションサーバリソースのすべてにわたってマイグレーションジョブの負荷
を分散することができます。 

自動化モードでは、インポートされたワークロードは自動的に［自動割り当て］に設定されます。
個々のワークロードを個別に設定できます。変換方式が自動マイグレーションによってサポートさ
れていない場合、ワークロードの［自動割り当て］は無効になっています。138 ページの 「ワーク

ロード変換方式」を参照してください。

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ワークロードタブを選択します。

3 ワークロードを選択してから、編集をクリックします。または、目的のワークロードをダブル
クリックします。

4 ［変換］ダイアログの変換計画パネルで、編集をクリックします。

5 次のいずれかの操作を行います。

 マイグレーションサーバ: マイグレーションサーバリストから、ターゲットワークロードに

割り当てるマイグレーションサーバリソースを選択します。

 Auto Assign (自動割り当て): ［Auto Assign (自動割り当て)］チェックボックスをオンに

すると、PlateSpin Migrateタイプの使用可能なマイグレーションサーバリソースの中か

ら自動割り当てすることが可能になります。
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6 (オプション)必要に応じてその他の変換計画情報を変更します。

7 保存をクリックし、閉じるをクリックします。

8 閉じるをクリックして［変換］ダイアログを閉じます。

マイグレーションサーバの編集

［マイグレーションサーバ］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のマイグレー
ションサーバリソースを編集できます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 マイグレーションサーバタブを選択します。

3 マイグレーションサーバリストで、マイグレーションサーバを選択してから編集をクリック(ま
たはマイグレーションサーバをダブルクリック)し、［Edit Migration Server (マイグレー

ションサーバの編集)］ダイアログを開きます。

4 マイグレーションサーバリソースの次の情報のいずれかを変更します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

 マイグレーションサーバタイプ

 サーバURL

 資格情報

5 保存をクリックし、マイグレーションサーバリソースを更新します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

マイグレーションサーバの削除

［マイグレーションサーバ］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のマイグレー
ションサーバリソースを削除できます。 

注: リソースを削除すると、そのリソースの関連付けが自動的に削除されます。これには、進行中
および完了済みのワークロードに割り当てられている関連付けも含まれます。同じ関連付けを適用
する場合、リソース名および設定を編集するほうが適切かどうかを検討します。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 マイグレーションサーバタブを選択します。

3 マイグレーションサーバリソースのリストを表示します。

4 目的のマイグレーションサーバを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。
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24 24ネットワークリソースの管理

ネットワークリソースを使用すると、ワークロードのネットワークについての情報を追跡できます。
［ネットワーク］ページを使用して、変換プロジェクトのターゲットワークロードのネットワークを
作成、管理、および削除できます。バルクインポートするマシン情報に、ソースワークロードの
ネットワークリソースを定義できます。ネットワークリソースは、ソースワークロードまたはター
ゲットワークロードに適用できますが、両方には適用できません。

 219 ページの 「ネットワークリソースについて」

 219 ページの 「ネットワークの表示」

 220 ページの 「ソースネットワークの作成」

 220 ページの 「ターゲットネットワークの作成」

 221 ページの 「ネットワークとターゲットワークロードの関連付け」

 221 ページの 「ターゲットネットワークの編集」

 221 ページの 「ネットワークの削除」

ネットワークリソースについて

ネットワークリソースを使用すると、変換プロジェクトの1つまたは複数のワークロードが使用す

るネットワークについての次の情報を追跡できます。

名前: 変換プロジェクトに固有のネットワークの名前を指定します。この名前は、文字または数字

で始まる必要があります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用できる特殊文
字はスペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コンマ、
およびピリオドです。

組織: プロジェクトの親組織を選択します。 

プロジェクト: ネットワークの親プロジェクトを選択します。

説明: (オプション)ネットワークの簡単な説明を指定します。このテキストは、デフォルトでは

［ネットワーク］リストに表示されます。

ネットワークの表示

プロジェクトのすべての役割がネットワーク情報を表示できます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択してからネットワークタブを選択します。

［Edit Project (プロジェクトの編集)］ダイアログの関連付け領域で1つのプロジェクトの

ネットワークを表示することもできます。プランニング>プロジェクトの順に選択し、プロジェ

クトをダブルクリックしてから関連付けの下で、ネットワークタブを選択します。
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2 ネットワークタブで、次のいずれかを実行してリソースのリストを表示します。

 ソースリンクをクリックして、［Spreadsheet Import (スプレッドシートのインポート)］
を使用して元のワークロード用にインポートしたネットワーク情報を表示します。

 ターゲットリンクをクリックして、ターゲット変換環境のネットワーク情報を表示します。

3 ネットワークリソースを選択してから表示をクリック(またはリソースをダブルクリック)し、

リソースの次の設定を表示します。 

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

4 (オプション)検索フィールドを使用して［ネットワーク］リストのエントリをフィルタし、

目的のネットワークのみを表示します。検索領域に文字列を入力し、フィルタ処理を開始しま
す。入力するにつれてフィルタが適用されます。いずれか1つの列の情報を同時にフィルタで

きます。

5 (オプション)列の値を基準にしてエントリをソートします。列をマウスオーバーしてメ

ニューオプションを表示し、これをクリックしてからSort Ascending (昇順ソート)または

Sort Descending (降順ソート)を選択します。

ソースネットワークの作成

バルクインポートスプレッドシートのマシン定義のNIC#nネットワーク名を指定して、ソースワー

クロードのネットワークリソースを作成できます。名前では大文字と小文字が区別されます。一致
が見つからない場合、PTMはプロジェクトに新しいソースネットワークリソースを作成します。イ

ンポート時に、ネットワークリソースがソースワークロードと自動的に関連付けられます。

ターゲットネットワークの作成

［ネットワーク］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のネットワークリソースを
作成できます。ターゲットVMware Clusterホストの自動検出によって、ターゲットホスト用に検出

された新しいネットワークリソースが自動的に作成されます。 

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 ネットワークタブを選択してからターゲットをクリックします。

3 作成をクリックし、［Create Network (ネットワークの作成)］ダイアログを開きます。

4 ネットワークリソースの次の情報を指定します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

5 保存をクリックし、ネットワークリソースを作成します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。
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ネットワークとターゲットワークロードの関連付け

プロジェクトのターゲットネットワークリソースを作成した後、これらをワークロードと関連付け
ることができます。

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ワークロードタブを選択します。

3 ワークロードを選択してから、編集をクリックします。または、目的のワークロードをダブル
クリックします。

4 ［変換］ダイアログのネットワークインタフェースパネルで、編集をクリックします。

5 ネットワークリストから、ターゲットワークロードに割り当てるネットワークリソースを選択
します。

6 (オプション)必要に応じてその他のネットワークインタフェース情報を変更します。

7 保存をクリックし、閉じるをクリックします。

8 閉じるをクリックして［変換］ダイアログを閉じます。

ターゲットネットワークの編集

［ネットワーク］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のネットワークリソースを
編集できます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 ネットワークタブを選択してからターゲットをクリックします。

3 ネットワークリストで、ネットワークを選択してから編集をクリック(またはネットワークを

ダブルクリック)し、［Edit Network (ネットワークの編集)］ダイアログを開きます。

4 ネットワークリソースの次の情報のいずれかを変更します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

5 保存をクリックし、ネットワークリソースを更新します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

ネットワークの削除

［ネットワーク］ページを使用して、プロジェクトのソースまたはターゲットの変換環境のネット
ワークリソースを削除できます。 

注: リソースを削除すると、そのリソースの関連付けが自動的に削除されます。これには、進行中
および完了済みのワークロードに割り当てられている関連付けも含まれます。同じ関連付けを適用
する場合、リソース名および設定を編集するほうが適切かどうかを検討します。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 ネットワークタブを選択します。
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3 (オプション)ソースのネットワークリソースを削除します。

3a ソースをクリックして、ソースのネットワークリソースのリストを表示します。

3b 目的のネットワークを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。

4 (オプション)ターゲットのネットワークリソースを削除します。

4a ターゲットをクリックして、ターゲットのネットワークリソースのリストを表示します。

4b 目的のネットワークを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。
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25 25データストアリソースの管理

データストアリソースを使用すると、仮想ワークロードのデータストアについての情報を追跡でき
ます。仮想化環境では、データストアは、仮想マシンファイルおよび仮想ディスクファイルのスト
レージの場所を表します。 

［データストア］ページを使用して、変換プロジェクトのターゲットワークロードのデータストアを
作成、管理、および削除できます。バルクインポートするマシン情報に、ソースワークロードの
データストアリソースを定義できます。データストアリソースは、ソースワークロードまたはター
ゲットワークロードに適用できますが、両方には適用できません。

 223 ページの 「データストアリソースについて」

 223 ページの 「データストアの表示」

 224 ページの 「ソースデータストアの作成」

 224 ページの 「ターゲットデータストアの作成」

 225 ページの 「データストアとターゲットワークロードの関連付け」

 225 ページの 「ターゲットデータストアの編集」

 226 ページの 「ターゲットデータストアの削除」

データストアリソースについて

データストアリソースを使用すると、変換プロジェクトの1つまたは複数のワークロードが使用す

るデータストアについての次の情報を追跡できます。

名前: 変換プロジェクトに固有のデータストアの名前を指定します。この名前は、文字または数字

で始まる必要があります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用できる特殊文
字はスペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コンマ、
およびピリオドです。

組織: プロジェクトの親組織を選択します。 

プロジェクト: データストアの親プロジェクトを選択します。

説明: (オプション)データストアの簡単な説明を指定します。このテキストは、デフォルトでは

［データストア］リストに表示されます。

データストアの表示

プロジェクトのすべての役割がデータストア情報を表示できます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択してからデータストアタブを選択します。

［Edit Project (プロジェクトの編集)］ダイアログの関連付け領域で1つのプロジェクトの

データストアを表示することもできます。プランニング>プロジェクトの順に選択し、プロジェ

クトをダブルクリックしてから関連付けの下で、データストアタブを選択します。
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2 データストアタブで、次のいずれかを実行してリソースのリストを表示します。

 ソースリンクをクリックして、［Spreadsheet Import (スプレッドシートのインポート)］
を使用して元のワークロード用にインポートしたデータストア情報を表示します。

 ターゲットリンクをクリックして、ターゲット変換環境のデータストア情報を表示します。

3 データストアリソースを選択してから表示をクリック(またはリソースをダブルクリック)し、

リソースの次の設定を表示します。 

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

4 (オプション)検索フィールドを使用して［データストア］リストのエントリをフィルタし、

目的のデータストアのみを表示します。検索領域に文字列を入力し、フィルタ処理を開始しま
す。入力するにつれてフィルタが適用されます。いずれか1つの列の情報を同時にフィルタで

きます。

5 (オプション)列の値を基準にしてエントリをソートします。列をマウスオーバーしてメ

ニューオプションを表示し、これをクリックしてからSort Ascending (昇順ソート)または

Sort Descending (降順ソート)を選択します。

ソースデータストアの作成

バルクインポートスプレッドシートのマシン定義のディスクxデータストア名を指定して、ソース

ワークロードのデータストアリソースを作成できます。名前では大文字と小文字が区別されます。
一致が見つからない場合、PTMはプロジェクトに新しいソースデータストアリソースを作成します。

インポート時に、データストアリソースがソースワークロードと自動的に関連付けられます。

ターゲットデータストアの作成

［データストア］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のデータストアリソースを
作成できます。ターゲットVMware Clusterホストの自動検出によって、ターゲットホスト用に検出

された新しいデータストアリソースが自動的に作成されます。 

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 データストアタブを選択してからターゲットをクリックします。

3 作成をクリックし、［Create Datastore (データストアの作成)］ダイアログを開きます。

4 データストアリソースの次の情報を指定します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

5 保存をクリックし、データストアリソースを作成します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。
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データストアとターゲットワークロードの関連付け

プロジェクトのターゲットデータストアリソースを作成した後、これらを仮想ワークロードと関連
付けることができます。システムおよびデータのボリュームに同じデータストアまたは異なるデー
タストアを使用できます。また、VM設定データストアを使用できます。

ストレージのボリュームにターゲットデータストアリソースを設定するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ワークロードタブを選択します。

3 ワークロードを選択してから、編集をクリックします。または、目的のワークロードをダブル
クリックします。

4 ［変換］ダイアログのストレージパネルで、編集をクリックします。

5 ［ボリューム］タブで、ボリュームを選択します。

6 データストアリストから、ターゲットワークロードに割り当てるデータストアリソースを選択
します。

7 (オプション)必要に応じてその他のディスクおよびボリュームのインタフェース情報を変更

します。

8 保存をクリックし、閉じるをクリックします。

9 閉じるをクリックして［変換］ダイアログを閉じます。

仮想ワークロードのVM設定データストアにデータストアリソースを設定するには:

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ワークロードタブを選択します。

3 ワークロードを選択してから、編集をクリックします。または、目的のワークロードをダブル
クリックします。

4 ［変換］ダイアログの場所パネルで、編集をクリックします。

5 VM Config Datastore (VM設定データストア)リストから、ターゲットワークロードに割り当てる

データストアリソースを選択します。

6 保存をクリックし、閉じるをクリックします。

7 閉じるをクリックして［変換］ダイアログを閉じます。

ターゲットデータストアの編集

［データストア］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のデータストアリソースを
編集できます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 データストアタブを選択してからターゲットをクリックします。

3 データストアリストで、データストアを選択してから編集をクリックし、［Edit Datastore 
(データストアの編集)］ダイアログを開きます。または、目的のデータストアをダブルク

リックします。

4 データストアリソースの次の情報のいずれかを変更します。

 名前

 組織
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 プロジェクト

 説明

5 保存をクリックし、データストアリソースを更新します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

ターゲットデータストアの削除

［データストア］ページを使用して、プロジェクトのソースまたはターゲットの変換環境のデータス
トアリソースを削除できます。 

注: リソースを削除すると、そのリソースの関連付けが自動的に削除されます。これには、進行中
および完了済みのワークロードに割り当てられている関連付けも含まれます。同じ関連付けを適用
する場合、リソース名および設定を編集するほうが適切かどうかを検討します。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 データストアタブを選択します。

3 (オプション)ソースのデータストアリソースを削除します。

3a ソースをクリックして、ソースのデータストアリソースのリストを表示します。

3b 目的のデータストアを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。

4 (オプション)ターゲットのデータストアリソースを削除します。

4a ターゲットをクリックして、ターゲットのデータストアリソースのリストを表示します。

4b 目的のデータストアを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。
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26 26リソースプールリソースの管理

リソースプールリソースを使用すると、VMware Hypervisorを実行しているホストサーバのVMが使

用するリソースプールを追跡できます。［リソースプール］ページを使用して、変換プロジェクトの
ターゲットワークロードのリソースプールリソースを作成、管理、表示、および削除できます。リ
ソースプールはソースワークロードには適用されません。

 227 ページの 「リソースプールリソースについて」

 227 ページの 「リソースプールの表示」

 228 ページの 「リソースプールの作成」

 228 ページの 「リソースプールとワークロードの関連付け」

 229 ページの 「リソースプールの編集」

 229 ページの 「リソースプールの削除」

リソースプールリソースについて

リソースプールリソースを使用すると、変換プロジェクトに1つまたは複数の仮想ワークロードが

存在するVMwareリソースプールについての次の情報を追跡できます。

名前: 変換プロジェクトに固有のリソースプールの名前を指定します。この名前は、文字または数

字で始まる必要があります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用できる特殊
文字はスペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コン
マ、およびピリオドです。

組織: プロジェクトの親組織を選択します。 

プロジェクト: リソースプールの親プロジェクトを選択します。

説明: (オプション)リソースプールの簡単な説明を指定します。このテキストは、デフォルトでは

［リソースプール］リストに表示されます。

リソースプールの表示

プロジェクトのすべての役割がリソースプール情報を表示できます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択してからリソースプールタブを選択します。

［Edit Project (プロジェクトの編集)］ダイアログの関連付け領域で1つのプロジェクトのリ

ソースプールを表示することもできます。プランニング>プロジェクトの順に選択し、プロジェ

クトをダブルクリックします。関連付けの下の［Edit Project (プロジェクトの編集)］ダイア

ログで、リソースタブを選択してからリソースプールを選択します。

2 リソースプールタブで、リソースのリストを表示します。

3 リソースプールリソースを選択してから表示をクリック(またはリソースをダブルクリック)
し、リソースの次の設定を表示します。 

 名前
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 組織

 プロジェクト

 説明

4 (オプション)検索フィールドを使用して［リソースプール］リストのエントリをフィルタし、

目的のリソースプールのみを表示します。検索領域に文字列を入力し、フィルタ処理を開始し
ます。入力するにつれてフィルタが適用されます。いずれか1つの列の情報を同時にフィルタ

できます。

5 (オプション)列の値を基準にしてエントリをソートします。列をマウスオーバーしてメ

ニューオプションを表示し、これをクリックしてからSort Ascending (昇順ソート)または

Sort Descending (降順ソート)を選択します。

リソースプールの作成

［リソースプール］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のリソースプールリソー
スを作成できます。 

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 リソースプールタブを選択します。

3 作成をクリックし、［Create Resource Pool (リソースプールの作成)］ダイアログを開きます。

4 リソースプールリソースの次の情報を指定します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

5 保存をクリックし、リソースプールリソースを作成します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

リソースプールとワークロードの関連付け

プロジェクトのリソースプールリソースを作成した後、これらをVMware仮想化ホストサーバの仮想

ワークロードと関連付けることができます。

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ワークロードタブを選択します。

3 ワークロードを選択してから、編集をクリックします。または、目的のワークロードをダブル
クリックします。

4 ［変換］ダイアログの場所パネルで、編集をクリックします。

5 リソースプールリストから、ターゲットワークロードに割り当てるリソースプールリソースを
選択します。

6 (オプション)必要に応じてその他の場所情報を変更します。

7 保存をクリックし、閉じるをクリックします。

8 閉じるをクリックして［変換］ダイアログを閉じます。
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リソースプールの編集

［リソースプール］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のリソースプールリソー
スを編集できます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 リソースプールタブを選択します。

3 リソースプールリストで、リソースプールを選択してから編集をクリック(またはリソース

プールをダブルクリック)し、［Edit Resource Pool (リソースプールの編集)］ダイアログを

開きます。

4 リソースプールリソースの次の情報のいずれかを変更します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

5 保存をクリックし、リソースプールリソースを更新します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

リソースプールの削除

［リソースプール］ページを使用して、プロジェクトのターゲット変換環境のリソースプールリソー
スを削除できます。

注: リソースを削除すると、そのリソースの関連付けが自動的に削除されます。これには、進行中
および完了済みのワークロードに割り当てられている関連付けも含まれます。同じ関連付けを適用
する場合、リソース名および設定を編集するほうが適切かどうかを検討します。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 リソースプールタブを選択します。

3 リソースプールリソースのリストを表示します。

4 目的のリソースプールを選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。
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27 27環境リソースの管理

環境リソースを使用すると、ネットワークのワークロードの論理環境を追跡できます。たとえば、
段階的推進、運用前、運用などがあります。［環境］ページを使用して、変換プロジェクトのター
ゲットワークロードの環境を作成、管理、および削除できます。バルクインポートするマシン情報
に、ソースワークロードの環境リソースを定義できます。環境リソースは、ソースおよびターゲッ
トのワークロードに適用できます。

 231 ページの 「環境リソースについて」

 231 ページの 「環境の表示」

 232 ページの 「ソース環境の作成」

 232 ページの 「環境の作成」

 232 ページの 「環境とターゲットワークロードの関連付け」

 233 ページの 「環境の編集」

 233 ページの 「環境の削除」

環境リソースについて

環境リソースを使用すると、変換プロジェクトに1つまたは複数のワークロードが存在する論理環

境についての次の情報を追跡できます。

名前: 変換プロジェクトに固有の環境の名前を指定します。この名前は、文字または数字で始まる

必要があります。文字、数字、および次の特殊文字のみ使用できます。使用できる特殊文字はス
ペース、ハイフン、アンダースコア、アポストロフィ、パーセント、アンパサンド、コンマ、およ
びピリオドです。

組織: プロジェクトの親組織を選択します。 

プロジェクト: 環境の親プロジェクトを選択します。

説明: (オプション)環境の簡単な説明を指定します。このテキストは、デフォルトでは［環境］リ

ストに表示されます。

環境の表示

プロジェクトのすべての役割が環境情報を表示できます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択してから環境タブを選択します。

［Edit Project (プロジェクトの編集)］ダイアログの関連付け領域で1つのプロジェクトの環

境を表示することもできます。プランニング>プロジェクトの順に選択し、プロジェクトをダブ

ルクリックしてから関連付けの下で、環境タブを選択します。

2 環境タブで、リソースのリストを表示します。
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3 環境リソースを選択してから表示をクリック(またはリソースをダブルクリック)し、リソー

スの次の設定を表示します。 

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

4 (オプション)検索フィールドを使用して［環境］リストのエントリをフィルタし、目的の環

境のみを表示します。検索領域に文字列を入力し、フィルタ処理を開始します。入力するにつ
れてフィルタが適用されます。いずれか1つの列の情報を同時にフィルタできます。

5 (オプション)列の値を基準にしてエントリをソートします。列をマウスオーバーしてメ

ニューオプションを表示し、これをクリックしてからSort Ascending (昇順ソート)または

Sort Descending (降順ソート)を選択します。

ソース環境の作成

バルクインポートスプレッドシートのマシン定義の環境を指定して、スプレッドインポート中に環
境リソースを成できます。名前では大文字と小文字が区別されます。一致が見つからない場合、PTM
はプロジェクトに新しい環境リソースを作成します。インポート時に、環境リソースがソースワー
クロードと自動的に関連付けられます。 

環境の作成

［環境］ページを使用して、プロジェクトの環境リソースを作成できます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 環境タブを選択します。

3 作成をクリックし、［Create Environment (環境の作成)］ダイアログを開きます。

4 環境リソースの次の情報を指定します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

5 保存をクリックし、環境リソースを作成します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

環境とターゲットワークロードの関連付け

プロジェクトの環境リソースを作成した後、これらをワークロードと関連付けることができます。

1 Webインタフェースツールバーで、プランニングを選択します。

2 ワークロードタブを選択します。

3 ワークロードを選択してから、編集をクリックします。または、目的のワークロードをダブル
クリックします。
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4 ［変換］ダイアログの場所パネルで、編集をクリックします。

5 環境リストから、ターゲットワークロードに割り当てる環境リソースを選択します。

6 (オプション)必要に応じてその他の場所情報を変更します。

7 保存をクリックし、閉じるをクリックします。

8 閉じるをクリックして［変換］ダイアログを閉じます。

環境の編集

［環境］ページを使用して、プロジェクトの環境リソースを編集できます。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 環境タブを選択します。

3 環境リストで、環境を選択してから編集をクリック(または環境をダブルクリック)し、［Edit 
Environment (環境の編集)］ダイアログを開きます。

4 環境リソースの次の情報のいずれかを変更します。

 名前

 組織

 プロジェクト

 説明

5 保存をクリックし、環境リソースを更新します。

6 閉じるをクリックしてダイアログを終了します。

環境の削除

［環境］ページを使用して、プロジェクトの環境リソースを削除できます。 

注: リソースを削除すると、そのリソースの関連付けが自動的に削除されます。これには、進行中
および完了済みのワークロードに割り当てられている関連付けも含まれます。同じ関連付けを適用
する場合、リソース名および設定を編集するほうが適切かどうかを検討します。

1 Webインタフェースツールバーで、リソースを選択します。

2 環境タブを選択します。

3 ターゲットをクリックして、環境リソースのリストを表示します。

4 目的の環境を選択し、削除、はいの順にクリックして削除を確認します。
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